




































































犬とハサミは使いよう Dog Ears 4
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。

　一度死んで、ミニチュアダックスフンドの肉体に生まれ変わっても、本を求める生き様は変わらない。

　命を賭として読むと決めた本に囲まれながら、短い左前足で本を押さえ、右前足でページをめくる。読者の想おもいを胸にして、作者の想いに飛び込んで行く。

　端はたから見れば滑こつ稽けいな姿でも、本人にとっては命いのち懸がけ。

　それは、作者と読者の、長くて短い、語らいの時間。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラと。

　一ページも残さず、一行も余さず、一文字も漏もらすことなく、読み進める。




「そう言えばアナタ、具体的に何を読むまでは死ねないの？」

『……はぁ？』

「前に言ってたでしょ？　『大罪シリーズ』が終わっても、他にも読みたい本があるからまだ死ねない、って。具体的には、どんな作品が心残りなのかと思って」

『え、何、聞きたいの!?　俺が何を読みたいのか聞いちゃう感じ!?　まあ、どうしてもって言うなら教えてもいいけど……でもなー、沢山あるからなー!!』

「じゃあいいわ」

『噓うそです！　喋しやべりたいです。喋らせて下さい！　秋あき山やま先生、本の話がしたいです！』

「だって面倒そうだし。それにイライラしそうだし」

『何だよ、人をその気にさせておきながら！　一体何がしたいんだよ！』

「いえね、読み終わるまでは死ねないって言ってたけど。具体的には、どのぐらい、死ねないのかと思って……ねえ、試してみる気ない？」

『よーし、そろそろ本ほん田だ書店に行って来ようかな！　ここにいると秋山先生の執筆の邪じや魔まになっちゃうもんな！　行って来ます！　今日は帰らないからね！』

「逃がすと思ってるの？　大人しく、私の知的好奇心の犠ぎ牲せいになりなさい」

『今犠牲って言った!?　お巡まわりさん助けて！　ハサミ女がここにいるよ！』

「安心しなさい。今回、ハサ次郎は使わないから」

『安心出来るか！　そんなこと言って、どうせもっと暴力的だったり痛かったりするやつで来るんだろ！』

「今回使うのは水よ」

『水責め!?　確かに暴力的でも痛くもないけど、ド直球に殺やりに来てるじゃん!?』

「いざとなったら、私が人工呼吸で生き返らせてあげるから大丈夫よ。ええ、口と口でじっくり、たっぷりと…………何なら、しばらく目を覚まさないでも良いのよ？」

『何を妙なやる気を出しているの!?　つーか、「死ねない」ってそんなんじゃないから！　もっと精神的で気合いな奴だから！　勘違いしないで！』

「…………じゃあ、アナタ死ぬの？」

『え、そんな改まって言われると困るんだけど……どうなんだろ、そもそも肉体自体良く分からないし。俺って本当にミニチュアダックスフンドなのかな？　今更だけど』

「ああ、それは間違いないわ。開けてみたことあるし」

『開　け　た　の　!?』

「でもそうね。死んじゃうと分かったら、もう少し優しくしなきゃいけないわね」

『……言いたいことは八千メートル級の山々ほどあるけど。うん、優しくするのは良いことですね。もう永久に優しくしてくれていいよ』

「水だと危険だから、身体からだに優しい温泉を使いましょう」

『危険度何も変わってないよね!?　つーかまた温泉!?　もういいよ！』

「何言ってるの、アナタが全く手を出して来ないからいけないんでしょ。折せつ角かく邪魔者もいなくて二人きりだったのに！　このヘタレ犬！　いいわ、こうなったら予行演習よ。今度先に寝てたら、頭から湯船に沈めてやるから覚悟しなさい！」

『いいから本を読ませろぉぉぉぉぉぉぉ！！！！』




　たとえ、肉体が終わっても。

　たとえ、命が終わっても。

　たとえ、どんな出会いを経験しても。

　たとえ、どんな別れを前にしても。

　本を読み続けるこの生しよう涯がいが変わることはない。

　そこに本がある限り、読者と作家は繋つながり合あえる。

　だから、過去を振り返らず、未来に向かう為ために、現在を生きよう。

　一匹の読者として。

　最愛の作家と共に。

　春海和人は今日も本を読む。
















　　　四月　二七日






「こんにちは、和かず人ひとさん」

『へ？』

　夏なつ野の家のリビング奥にある、本棚区画。

　天てん井じようまで届かんばかりの本棚がいくつも屹きつ立りつするその一帯は、まるで本によって形成された森のよう。その中を歩いているだけで、清涼な空気が全身に染み渡り、ブックパワーが急速充じゆう塡てんされるような気さえする。

　寝床の中に持ち込んだ本を全すべて読み終え、新たな本を求めてそこへと踏ふみ込こんだ俺、春はる海み和人。しかし俺の前に現れたのは、本ではなく、むしろ本を生み出す存在だった。

　切きり揃そろえられた前まえ髪がみ。湖面のように澄んだ瞳ひとみ。高級そうな和服。妙にゴテゴテしたデザインの車くるま椅い子すに乗った、和装の少女が、ひょっこりと姿を現したのだった。

『……え、紅葉もみじ？　何で？』

　本棚と本棚の間から、突然現れたのは姫ひめ萩はぎ紅葉。

　生まれて以来、ずっと引ひき籠こもり続けていた監かん獄ごく島とうから、世界の姿を知る為ために、外へ出ることを決意した紅葉。しかし、この高級マンション『イマキュレット新しん稲いな葉ば』の最上階、よりにもよって、夏野家の隣となりに引っ越して来てしまったせいで、俺は日々大変な目に遭あわされている。

　危険がないかを確認する為に、メイドやカラスとマンション中を回ったり。朝起きたら拉ら致ちされていたり。この前は、紅葉と一緒に遊園地『大おお洗あらいアベンジャーランド』に行って、沢山の質問攻めの末に、アトラクションの崩ほう落らくに巻き込まれたりもした。

　あの遊園地での一件以来、夏野と紅葉は、何だか知らないが、微妙に険悪な関係になっている。しかしそれについては、今度行われる、秋あき山やま忍しのぶ・秋あき月づきマキシ・姫萩紅葉による合同サイン会で決着を付けることで合意したとかで、最近では二人の間で特に衝しよう突とつはなかった筈はずだ。

　それなのに、何な故ぜ突然紅葉が現れたのか。

　また俺に、何か質問をしに来たのか？　それともまさか、サイン会の前に手っ取り早く物理で決着を付けようとか、そういう考えだったりするのか？　確かにこの人、見た目に反して武ぶ闘とう派はなところがあるけど。主にその車椅子とかさ。

　いくつもの疑問を浮かべる俺に対し、紅葉は無表情のままで声を掛けてくる。

「来ちゃいました」

『いや、こんな異常事態で、普通に挨あい拶さつをされても困るんだけど……』

　確かに紅葉は、ここ夏野家の隣に引っ越して来た。だからドＭやアイドルがバルコニーに突然降って来ることに比べれば、紅葉が本棚の間から突然現れることは、まだ現実的で普通と言えなくもない……なんてことは絶対ないよ。落ち着け俺、正気を保て。流されちゃ駄だ目めだ。

　というか、そもそも。

『こいつ、どうやってこの部屋に入って来たんだ？』

　玄げん関かんはしっかりと施せ錠じようしてある筈だし、窓ガラスが破壊された様子もない。誰かが無理矢理に押し入った形跡はないのだ。まさか、ワープ？

「成なる程ほど。和人さんは、私がどのようにしてこの部屋の中に入って来たのか、気になっているのですね？」

　俺の疑問を感じ取ったのか、紅葉は一度頷うなずく。次いで、右手の人差し指をそっと頭上に向けて。

「私の『天あめの鳥とり船ふね』があれば、天井裏から侵入することなど造ぞう作さもありません」

『天井から入って来ちゃったのぉ!?』

　予想を上回るアクロバティックでバイオレンスな不法侵入方法だった。何でそんな無茶苦茶な方法で侵入を試みるの？

『お前は忍者か何かなの!?　いや忍者だってわざわざ隣の家に侵入したりしないけど！　そもそも車椅子のままで天井裏に入れるのかよ！　広いな天井裏！　さすがは高級マンション、ってそういう問題じゃないよね!?』

「和人さん、何を仰おつしやっているのか分かりません」

『まあ、俺も途中から良く分からなくなっていたけど！　とにかく、なんて方法で入って来るんだお前は！』

　あまりの侵入方法に、思わず怒ど濤とうのツッコミが溢あふれ出だしてしまった。しかし、俺の言葉は紅葉には伝わっていないようで。

『って、あれ？　今日、九く郎ろうさんは来ていないのか？』

　周りを見ても、紅葉の近くにいつもいるカラスの姿が見当たらない。最愛の妹が不法侵入なんてした日には、すぐに飛んで来て『紅葉の移動経路に天井を置いておく方が悪いんです』などとおかしなことを言って来そうなものなのに。

　生きる翻ほん訳やく装置こと、シスコンカラス、姫萩九郎。

　九郎さんがいなくては、俺の言葉は紅葉に届かない。故に、俺のツッコミも紅葉に分かってもらえない。それではツッコミストとしての俺の沽こ券けんに係わるのである。べ、別に相手にしてもらえなくて寂しいなんてことはないんだからね！

「……ツッコむだのツッコまれるだの、愉ゆ快かいな話が聞こえると思ったら」

『うえッ!?』

　突然、頭上から落とされる声。

　紅葉に届くことはなくとも、俺のツッコミは、別の人物にはバッチリと届いていたらしい。同じリビングの中にいたもう一人の人物へと。

「ハーイ！」

『いや、急にそんな外人っぽくフランクに言われても』

　背後からの声に恐る恐る振り返れば。そこにいたのは夏野霧きり姫ひめ。上から下まで黒一色の衣装。我が同居人であり、飼い主であり、作家であり、そしてドＳハサミ女である。

「ハーイ！」

『あの、その笑顔止やめて貰もらえません？　何か超怖いんですけど』

　にこやかな笑顔とにこやかな声なのに、全身の毛穴に氷柱を突っ込まれているかのような悪お寒かんが止まらない。しかも、既にハサミを手にして臨りん戦せん態たい勢せいなんですけど、これから一体何が始まるんです？

「全く、人の執筆中にギャーギャーと騒いで、集中出来ないじゃない。執筆の邪じや魔まをするなんて、これはもう処刑しかないわね」

『それは俺が全面的に悪かった！　そんなつもりは無かったんだ！』

「はぁ？　アナタが多少叫んだくらいで、集中が途切れるとでも思っているのかしら。全く私も舐なめられたものよね、罰ばつとして処刑」

『ワーオ、正解が存在しないじゃないですか』

　どう答えれば良かったんですか？　あまりの理り不ふ尽じんな選択肢に、こちらも思わず外人っぽくなってしまう。

　そんな俺を、夏野は冷たい視線で見下ろして来て。

「全く、ジムは仕方がないわね。そんなんじゃ今日のチェリーパイはお預けよ」

『乗って来るのか……』

　外人口調は良いんですけど、視線はいつもの夏野さんなんですよね。まあ、仕方がないので、こちらも付き合っておこう。

『おいおいキャシー、冗じよう談だんきついぜ。気晴らしにパーティでもどうだい』

「何言ってんのよバカじゃない。誰よキャシーって」

『いきなり梯子はしごを外すの止めてくれない!?』

　お前もノリノリでやっていたじゃないかよ!!

　まあ、そんな深夜の通販番組的なやり取りはさておき。

「……で？　姫萩紅葉、どうしてアナタがここにいるのかしら？」

　夏野の視線が、紅葉へと向けられる。

　自分の家のリビングに勝手に侵入されたこともあってか、その視線は鋭い。全身から放たれる殺気と、銀色のハサミの迫力が、紅葉に襲おそい掛かかろうとする。

「うちに不法侵入するなんて、良い度胸じゃない。ここは私の部屋だから、私の法律が適用される訳だけど、覚悟は出来ているわよね？　ちなみに侵入者は処刑よ」

『さっき俺も処刑されそうになっていなかったか……？』

「私の法律によると、バカな読書犬は問答無用で処刑なのよ」

『どうにか亡命出来ないのか……』

　そこにいるだけで処刑されるとか、歴史に残るレベルの暴君ですよね。

　そんな暴君夏野は、じりじりと紅葉に近付いて行く。

「どうしたのかしら、姫萩紅葉。何の理由もなく、不法侵入してきた訳じゃないんでしょう？　まさか、カメラのムカデ屋での合同サイン会の前に、手っ取り早く物理で決着を付けに来たとでも言うの？」

「…………」

　向かい合う夏野と紅葉。

　いや、何でいきなりこんな危険な雰ふん囲い気きになっているんだ。確かに不法侵入してきたのは紅葉だし、二人の関係が妙な感じになっているのは知っているけれど。だからと言って、いくら何でも急過ぎるでしょうよ。そもそも決着って何？　この人達は一体何を争っているの？

「いいえ夏野霧姫さん、本日はそのことで伺うかがったのではありません」

「はぁ？」

『紅葉？』

　夏野の殺気が渦巻く中、紅葉が口を開く。

「ご挨拶が遅くなり申し訳ありません。お邪魔しています」

　紅葉は、夏野の殺気など、まるで感じていないかのように。先程までと同じく無表情で、抑よく揚ようのない口調のまま。

「本日は、お味み噌そをお借りしに参りました」

　そう、良く分からないことを告げたのだった。


　　　　　　　　



「……全く、どうして味噌なんて」

「足りない調味料があったら隣近所で貸し借りをして済ませる、それがご近所付き合いというものだと思っていたのですが。違うのですか？」

『確かにそうなのかもしれないけど、妙に古さを感じるご近所付き合いだな』

　紅葉の言葉に、思いっきり肩すかしを食らう形となった夏野と俺。天井裏からこんにちはしてきた目的が、まさかそんな昭和的な理由だとは思いもしなかった。思わず、昭和的なズッコケ方をしてしまったくらいだ。

　マンション最上階の廊ろう下かを、紅葉を先頭にして二人と一匹が行く。目的地は、お隣の姫萩家。訪問目的は、味噌を届ける為である。

「別に、夏野霧姫さんにわざわざお持ち頂かなくても構わないのですが」

「いいのよ。私があのメイドに文句を言いたいんだから」

　夏野は、家で使用している味噌のパックを入れた紙袋を揺らしながら、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

「味噌は、日本人にとってのソウルフード。『料理のさ・し・す・せ・そ』にも登場するくらい、超重要な調味料なのよ。一部地域では、小さじ一杯分の味噌が黄金の一粒と等価とも言われているらしいわ。それだけ重要な味噌を切らすだなんて、何を考えているのかしら。全く、メイドの風上にも置けやしない」

『お前は、どういう立場の人間なの？』

　夏野さんの立ち位置が真剣に分からないんですけど。何なの、味噌マスターなの？

「成程、味噌とは日本人のソウル……魂たましいなのですね。分かりました」

「ええ、大豆は世界を救うわ」

『……いや紅葉、別に覚えないでもいいから』

　別に間違っちゃいないけど、合ってもいない気がする。微妙なところだ。

「というか、こういうことは、メイドの仕事なんじゃないのかしら。何で、ご主人様がこんな小間使いみたいなことをやっているのよ」

『それは、確かにそうだよな』

　何しろ紅葉の周りには、メイドやカラスなど、本人の代わりにどんなことでもやりそうな連中が揃っている。わざわざ紅葉自身が来なくても、どちらか好きな方を使いにやればいいのでは。

「佐さ茅ちさんは、どうしても手が離せないということでしたので」

「手が離せない？　何よ、そんな忙しいの？」

「はい。ですから、私が天井経由でお邪魔することにしたのです」

「お嬢じよう様さまが不法侵入しているんだけど、それは良いのかしらね」

『全くだな』

　紅葉が自ら行動することは、決して悪いことではない。むしろ良いことだとは思うけど、天井から来るのはどうなんだろう。ちょっとアグレッシブ過ぎやしないか。

　そうこう話しているうちに、俺達は姫萩家の玄関へと到着した。

　玄関扉を見上げるが、外観は、夏野家のものとほとんど変わらない。

「今開けますので、少々お待ち下さい」

　そう言って、紅葉は車椅子の左の手元にあるデバイスに手を伸ばす。しばらく操そう作さしていると、車輪のホイール部分から小型のロボットアームのようなものが飛び出し、扉の鍵かぎ穴あなへと慎しん重ちように近付いて行く。それは、先程の昭和的な発言とは打って変わって未来的な光景で。

『って、何でそんな面倒な真ま似ねをして鍵を開けるの!?』

「扉の施錠システムにハッキングをかけて鍵を開けたいと思います」

『面倒どころの話じゃなかった!!　普通に鍵を使って開ければいいだろ!?』

「いつもこの方法で開けていますので」

『いつもこれなの!?』

　普通に鍵穴に鍵を差し込むんじゃダメなの？　どうしてそんな、スパイエージェントの侵入方法みたいなことをしなければいけないんですか？

「そうよ、姫萩紅葉。わざわざハッキングするだなんて面倒じゃない」

　背後、夏野が呆あきれたように声を上げる。

「それだったら、錠自体を切断しちゃった方が楽でしょう」

『斬きっちゃ駄目ぇ!!』

「それなら、鍵を掛ける手間もなくなるから楽よ。一粒で二度美お味いしいわね」

「成程。そういう開け方もあるのですね。参考になります」

『参考にしちゃ駄目ぇ!!』

　何を言い出すんだこのハサミ女。一粒で二度というか、それは単に取り返しがつかなくなっているだけじゃないか。紅葉さんも頷くのを止めて下さい、お願いだから。

　無茶を言う夏野と、その無茶をあっさりと受け入れる紅葉。実は仲が良いのではないかと思える程に相性の良過ぎる二人。この組み合わせは危険だ。俺以外にもツッコミ役の参戦が急がれる。

　結局、紅葉が普通に持っていた鍵を使って、普通に扉を開けた。一応、鍵の使い方は知っていたらしい。だったら、最初からそうしろよ。




『お邪魔しまーす』

「ッシャアアアアアアアアアア！！！」

『うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！？？』

　開いた扉の隙すき間まから中へ入るなり、突然メイドが襲い掛かって来た。

「ターゲット捕ほ捉そく！　清せい掃そうする！」

『たたた、助けてぇぇぇぇぇぇ！！！』

　突然の命の危機発生。発生源は、姫萩紅葉に従うソルジャーメイド、森もり部べ佐茅。彼女の持つ殺人箒ほうき『穢殺刃ケガレザツパー』の凶刃が、俺に向けて振り下ろされて。

「いきなりご挨拶じゃない、この駄メイドッ!!」

「──ッ!?」

『夏野!?』

　しかし、俺の身体からだに迫ろうとした刃を、夏野のハサミが受け止める。まるで、最初からそう来ることが分かっていたかのような超反応。流石さすがは夏野である。つーか、扉を開けたら二秒で殺し合いって、どんなお宅訪問だよ。

「ん、おや？　ハサミ女じゃないか」

「何よ、気付いてなかったの？　ほら、いいからこの箒を離しなさい」

「あ、ああ、すまなかったね」

　メイドは刃を引き、バツの悪そうな表情を浮かべる。

「てっきり不法侵入者かと思ったよ」

「普通に鍵開けて入ってくる不法侵入者が何ど処こにいるのよ」

「何しろ、お嬢様はいつも『はっきんぐ』とやらを使って開けているからね。うちには鍵を使う人間はいない。つまり、鍵を使う奴はもれなく不法侵入者って寸法さ。後は鍵を差し込む音がしたのと同時に、攻撃すればそれで問題ない」

『問題しかないんですけど……』

　鍵の意味が全くないじゃないか。

　通常の方法で入ろうとすると斬られるって、一体どういう理屈なのか。もういっそのこと、門番として立っていれば良いじゃないかよ。

「佐茅さん、ただ今戻りました」

「あああ、お嬢様！　お帰りなさいませ！」

　車椅子を操作し玄関の中へと入った紅葉に、佐茅が駆け寄る。その様は、主人に駆け寄る大型犬のようで、既に俺達の存在など眼中にはない。

「大丈夫でしたかお嬢様！　何もお変わりはありませんかお嬢様！」

『お変わりって……別に、ちょっとお隣まで味噌を借りに行っただけだろうが』

「私が至らぬばかりに、お嬢様のお手をわずらわせてしまい、本当に申し訳ありませんでした！　次こそは、次こそはこの私も必ず天井裏まで帯同し、全ての敵を裁さい断だんしてみせますので!!」

『だから天井裏は止めろ!!』

　紅葉だけでも結構驚おどろいたのに、こんな凶器を持ったメイドまでも突然現れたら、驚くどころではない。ハートがブレイクしてしまうぞ、物理的に。

「ほら駄メイド。味噌を持って来てあげたわよ、感謝しなさい」

「ああ、済まないね。わざわざ持って来てくれたのかい」

　夏野は、家から持ってきた紙袋を佐茅へと渡す。刃物を模したようなマークが貼はられたパックが、二人の腕の隙間からチラリと見える。

「アナタ、調味料の残りぐらい、しっかり把は握あくしておきなさいよ。しかも、よりによって味噌を切らすなんて、何を考えているのよ」

「面めん目ぼくない。丁ちよう度ど残りが少なくなったところに、引っ越しのドタバタが重なってね。それにうちで使っている味噌は、そんじょそこらで手に入るものじゃあなくて……うん、やっぱりあんたならここの味噌を使っていると思ったよ」

「あら、アナタもこの『刀かたな鍛か冶じが作った調味料シリーズ』を使っているの？」

「当然さ。ここの味噌は、コクと奥深さが違うからね。やっぱり命を懸かけないと一流の品は作れないってことだろうね」

「そうね。命が懸かっているものは違うわ。この味は他のでは出せないもの」

「全くだ」

『………………うん』

　味噌について、真剣な顔で語り合う夏野と佐茅。ただのお隣さん同士の味噌の貸し借りという心温まる日常だった筈なのに、何で急にそんな物ぶつ騒そうな話になっているのか。どうして刀鍛冶が調味料を作るの。しかも命を懸けているって、その味噌には何が入っているの？　日本の法律上問題のない材料だけ使っているんだよね？

『よし、用が済んだんなら、帰ろうぜ』

　味噌の受け渡しも完了、これで目的は達成した筈だ。

　それでは夏野家に帰宅し、読書の続きをしようじゃないか。そう言えば、本を取りに本棚に向かう途中だったのだ。何でここまで遠回りをしなければいけないのか。遠回りばかりし過ぎて、最近本を全く読んでいないような気さえする。

『よし、待っていろよＢＯＯＫ！』

　そう叫び、姫萩家を辞じそうと一歩踏み出すが。

「そうだハサミ女。さっき斬り掛かったお詫わびだ、良かったらうちで夕飯を食べて行かないかい？　日頃の借りも返したいからね」

『へ？』

　しかし背後で、メイドが夏野に声を掛けていた。

「丁度今日は手の込んだ物を作っていてね。お嬢様、いかがでしょうか？」

「はい。問題ありません」

「そう、なら折せつ角かくだからご相しよう伴ばんにあずかろうかしら」

「決まりだね。それじゃあ、メイド派は遣けん会社『陰乍シヤドウサーヴアント』で学んだ料理の腕、存分に味わってもらおうじゃないか」

『……おう』

　かくして俺達は、姫萩家の夕食へと招かれることとなったのだった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【天井裏】……　夏野家と姫萩家は、マンションの天井部分で繫つながっている。とはいえ、互いの部屋を行き来出来ることに気が付いた姫萩九郎が縦横無尽に罠わなを仕掛けた為、今では罠だらけの危険地帯と化している。

【刀鍛冶が作った調味料シリーズ】……　著名な刀鍛冶が、刀ばっかり作ることに飽あきて片手間で試しに作ってみたところ、思いのほか美味しく出来てしまった調味料のブランド。キレのある風味が特徴らしい。隠し味は機密事項である。






『……広いな』

　メイドに連れられて向かったのは、姫萩家のリビングだった。

　姫萩家の中に入るのは初めてではないが、リビングに来るのは初めてだ。前に来た時は、あのカラスの仕掛けたトラップのせいで、それどころではなかったからな。

　間取り自体は、隣にある夏野家と同じなのだが、しかしやけに広く感じてしまうのは。

『本棚がないからだろうなぁ……』

『何を言っているんですか春海君、本棚ならそこにちゃんとあるじゃないですカー』

『え、たった一つしかないものを本棚と呼ぶの？』

『いくつあったとしても、本棚は本棚だと思うんですけどカー』

　リビングの端に設置された棚の上から、呆れたように俺に話し掛けてくるのは姫萩九郎。一度死んだ後、カラスの肉体に人の意思を宿して復活した、俺と同じような存在の元人間、現カラスである。

『っていうか、九郎さんいたんだな。紅葉に付いて来ていなかったから、てっきり天に召されたのかと思ったよ』

『勿もち論ろん、離れたくはなかったですよカー！　しかし、紅葉から直じき々じきにお願いをされてしまっては、断れる訳がないじゃないですカー！　妹のお願いを断る兄など、兄ではありませんカー！』

『お願いって何を？　あと、その無理のある語尾は何なの？』

『それは勿論、「私が外に出ている間、兄さんはカラスの真似をしていて下さい。出来るだけリアルに」とのお願いですよ！　なので、今までずっと「ゴミ捨て場に隙が出来るのを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているカラスの真似」を、鳴き声付きでしてたんです！　どうだい紅葉、兄さんはやり遂とげたよ！　オーマイスイートシスターモーミージー!!』

『駄目だこのカラス』

　相変わらず盛大にシスコンをこじらせているカラスだ。そのお願い、どう考えても厄やつ介かい払ばらいだと思うけど、九郎さんには伝えない方が良さそうだ。妹から避さけられているなんて知ったら、全身から血を吹き出して悶もん死ししてしまうかもしれない。

『さて、と』

　三三七拍子のリズムに乗って妹を称たたえ始はじめた九郎さんから目を離し、改めてリビングの中を見回す。フローリングの中央に畳たたみとちゃぶ台を置いている夏野家とは違い、姫萩家は絨じゆう毯たんにテーブルと椅子という、洋風の内装。どれも一目で高級品と分かる品だ。壁かべにはこれまた由ゆい緒しよ正しそうな絵画が掛けられていて、いつか訪れた煉れん獄ごく館かんを思わせる。

　部屋の隅々までバッチリ掃そう除じが行き届いているだけでなく、調度品の類たぐいの手入れもしっかりと行われているのは、さすが一流メイドの仕事といったところか。陽光を十分に取り入れている大きなガラス窓、そのすぐ近くには、キッチンに繋がっている扉がある。基本的には夏野家と変わらないリビングの間取りだった。

　しかし、だからこそ気になるのは。

『やっぱり本、だよな』

　壁際に一つ、本棚があるにはあるのだが。この広い部屋の中にたった一つだけとは流石に寂し過ぎる。あれでは、文字の空間占有率が少な過ぎるんじゃないだろうか。大丈夫？　建築法とかに違反してない？

『うん、そんなことになっては忍びない。俺が確かめてやろう』

　法を犯していたら大変なので、この俺がしっかり監かん査さしてやるとしよう。この部屋唯一の本棚の前へと辿たどり着つき、並べられた本を、左上から順番に見て行く。人の家の本棚を見るのって楽しいですよね。

『ほほう。「沈黙の歓かん待たい」に「金色の火」か。成程成程。それに、このやけに読み込んでいるのは「超従者黙もく示し録ろく」。成程、作者で統一されているパターンだな』

　並べられているのは、全て姫萩紅葉の著作だった。過去に出版された紅葉の本、それに紅葉のインタビューが掲けい載さいされている雑誌などが並べられている。

『ちなみに、それは佐茅さん用の本棚ですよ？』

『あぁ、やっぱりあのメイドのだったのか』

　姫萩紅葉の熱狂的な読者である、ソルジャーメイドの物というのならば納なつ得とくだ。本棚を見ればその人の人となりが分かるとは言うが、この本棚の持ち主は、姫萩紅葉愛に溢れている。溢れ過ぎている。

『ちなみに、同じような本棚が、我が家には十三個あります。どの部屋にいても、すぐに紅葉の本が読めるようにという、佐茅さんの配はい慮りよだそうです』

『あのメイド、読者の鑑かがみだな』

　まあ、俺も秋山忍の本で同じようなことをした経験があるので、大きなことは言えない。何処にいても本があるって良いよね。

　キッチンの方からは、夏野や佐茅の話し声が聞こえて来る。どうやら夏野達は味噌を片手にキッチンへと集まっているようだ。

　なら俺は、何をすべきなのか。悩むまでもない。本を読む、一択である。

　折角本棚があるのだから、これを読まない手はない。人の家の本だけど、大丈夫だよね？　読んでも怒られないよね？　まあ怒られても読むけど！

『ど　れ　に　し　よ　う　か　な』

　目の前にある姫萩紅葉の本に、思わず涎よだれを零こぼしそうになって。

『いや、ちょっと待てよ……』

　その時、俺の脳内に電流走る。

　まだ見ぬ本に向けて食指が動く。

　姫萩家にある本棚。

　姫萩家の本!?

『九郎さん、本棚ってここにあるやつだけなのか？』

『いえ、佐茅さんの本棚なら廊下、キッチン、トイレ、天井裏、銅像の中など様々な場所に置かれていますよ』

『本当に良い読者だな……』

　銅像の中に本棚とか、財宝扱いかよ。まあ宝物であることには違いないけど。

『いや、あのメイドの本棚じゃなくって。他にもさぁ、あるんじゃないの？　例えば、九郎さん秘蔵の本棚とかが！』

『春海君、どうしてそのことを!?』

　ビンゴ、やはり俺の予想は当たっていた。

『九郎ちゃん、それだよ、その本棚だよ！』

『きゅ、急に何ですかその口調は!?　気持ち悪いですよ!!』

『違うよ！　気持ち悪いとか、そういうのは今どうだって良いんだ！　大事なのは本なんだよ、そこんとこ分かってるのかい、九郎ちゃん』

『は、はぁ』

　思わず業界人風な口調になってしまっているが、仕方がない。何しろ、本の話だ。あんな図書館まであるような屋や敷しきの中に秘ひ匿とくされていた本棚。これでテンションが上がらない方がどうかしている。

『見たいなーその本棚。見たいなー。読みたいなー』

『い、いえ、ですけど、あの本棚は……』

『ちょっと見るだけで良いから！　本当にちょっと、ちょっとだけだから！』

『そんな、春海君。僕の秘蔵の、紅葉写真集専用本棚を見て、一体どうするつもりですか？　いくら春海君でも、そう易やす々やすとは見せませんよ？』

『違ちげぇよ!!』

　俺が見たいのは、そんなシスコン臭が溢れる物じゃありません。つーか、本棚が埋まるほどの写真集が存在しているの？　それは何というか、流石にこじらせ過ぎではないのですか。非合法な臭いしかしないんですけど。

『違うのですか？　でも、秘蔵の本棚って……他には何かありましたっけ？』

『この前マンション内で、色々な危険を殲せん滅めつした時にさ、本をくれるって約束したじゃないか』

『はて、そんな約束をしましたっけ？』

『したよ！　超したよ！』

　あれは今から二週間ほど前のことだ。俺と九郎さんとメイドの凸でこ凹ぼこ凹ぼこトリオは、怪しげな危険度測定装置を用いて、このマンション内の、あらゆる危険なものを排除して回った。そして、その活動に協力するにあたり、九郎さんから姫萩家所有の稀き覯こう本ぼん『岩がん黒ぐろ島じま特とく務む記き録ろく』シリーズの譲じよう渡とを約束されていたのだ。

『忘れるなんて酷ひど過ぎる！　俺がどんな目に遭ったと思っているんだ！』

『大丈夫、覚えていますよ。ですけどあれは、今後僕の手伝いをする度たびに少しずつお渡しするという約束ではありませんでしたっけ？』

『……そこは覚えていなくても良いのに』

『何か言いましたか？』

『いいえ、何も？』

　何も言っていません。何も言っていませんとも。

『しかし、そうですね。まだ夕食が出来るまでは時間がありそうですし、春海君がそれ程見たいというのであれば見に行きましょうか』

『本当!?』

『はい。奥の倉庫に置いてあるので、案内しましょう』

『倉庫!?　書庫なのか!?』

『いや、そんな書庫と呼ぶ程のものではありませんが。でも、見るだけですからね？』

『勿論だよ！　約束だもんな！　よし行こう！　すぐ行こう！』

『分かりました。こっちです』

　床に降り立ち、リビングの入り口の扉へと向かう九郎さんの黒い背中。

　その、黒い背中を見ながら思うことはただひとつ。

『………………計画通りィ!!』

　馬鹿ガラスめ、引っ掛かりやがった。約束なぞ知ったことか。本棚に辿り着いたら、もう貴様は用済みだ。速攻で本を手にして、そのままとんずらしてやる。

　そもそも、このカラスにはいつも酷い目に遭わされているのだ。慰い謝しや料りよう代わりに、一冊や二冊くらい本を頂ちよう戴だいしても、何も問題ない筈。いや、精神的被害まで考こう慮りよすれば、本棚ごと貰ってもおつりが来るくらいだろう。

『春海君？　どうしました？』

『いや、何でもないよ。早く行こうぜ！』

　内心の笑みが外に漏れないように気を付けながら、九郎さんに返事する。望むものを手に入れるまでは、まだ笑うな、春海和人。

「それでは、私が案内しましょう」

『……へ？』

　と、背後から掛けられた声。振り返れば、そこにいたのは紅葉だった。湖面のように澄んだ瞳が俺を見下ろして来る。いつの間に現れたのか。夏野達と一緒にキッチンにいたんじゃなかったのか。

「案内でしたら私にお任せ下さい。和人さん、こちらです」

　相変わらず無表情のまま、俺を先導する形で車椅子を動かす紅葉。しかしその申し出に、九郎さんは慌あわてた様子で。

『ちょっ、ちょっと待つんだ紅葉！　いいんだ、紅葉は来なくていいんだよ。だってこれは本棚まで連れて行くと見せかけて、この犬畜ちく生しようを僕の新作トラップ達の実験台にしようという計画なんだから！　初めから本棚になんて連れて行くつもりはないんだ！　連れて行くのは、むしろ三さん途ずの川の向こう側なんだからね！』

『おい、この烏からす畜生』

『どうせこの犬畜生のことだから、僕を亡き者にしてついでに本をちょろまかすくらいのことは計画しているに違いないんだ！　だから、やられる前にやってやるべきなんだよ紅葉！　これは正当防衛さ！』

『チッ』

　読んでいやがったか、このカラス。やっぱりコイツとは一度決着を付けるしかないな。

「それでは参りましょう、和人さん」

『あ、ああ』

　騒ぎ立てるカラスをよそに、紅葉はさっさとリビングから出て行く。どうやら本当に案内をしてくれるらしい。このまま紅葉に付いて行けば、少なくともカラスの仕掛けたトラップ地じ獄ごくには踏み込まなくて済みそうだ。

『紅葉！　紅葉！　それならお兄ちゃんも一緒に行くよ！　当たり前だよ！　僕はいつでも紅葉と一緒だからね！　一緒に本棚を見に行こう！　お兄ちゃんとね！』

　そんなことを叫びながら、紅葉の車椅子のアームレスト部分へと停とまる九郎さん。しかし、そんな兄のことなど完全にスルーする紅葉。兄と妹の、悲しい力関係というか、上下関係が垣かい間ま見みえた瞬間である。

　これ、俺がもし妹の円まど香かにやられていたら、滅め茶ちや苦く茶ちや凹へこむだろうな。


　　　　　　　　



　姫萩家の廊下を、俺と九郎さんと紅葉が進む。

　リビングと同じように、廊下にも絨毯が敷かれている。紅葉が車椅子で移動することを考えてか、毛足は短いものだったが、いかにも高級そうな代しろ物ものだ。

　まあそれも、絨毯のあちこちが焦こげたり斬られたりしていなければ、の話だけど。

『あのさ、何で廊下がこんなことになっているの？』

　姫萩家の廊下は、惨さん憺たんたる有様だった。

　所々に、爆ばく撃げきでも受けたかのような焦げ跡がある。壁にも斬ざん撃げきの傷跡やら、弾だん痕こんと思われる穴やら、普通の家庭ではまずご覧になれないような傷が存在しているのだ。これ、前に来た時はなかったと思うんだけど、敷金とか大丈夫なの？

「全て私がやりました」

『まさかの自白!?』

　抑揚のない口調のまま、自ら生み出したという破壊の跡について語る紅葉。

「屋内用トラップ、特に指向性のあるものについて、色々と試した結果です」

『いや、トラップの実験を自分の家の廊下でやるって、どうなの？』

　別に、屋外でならやって良いって訳じゃないけど、ちょっとヤンチャが過ぎるんじゃありませんか？　お隣さんから怒られますよ？　ほら、お隣さんって、ハサミとか持っている危険人物だし。

「ですが、無事に新たなトラップを完成させることに成功しました」

『……そうか、良かったな』

「はい。これでより効率的な赤鬼の殲滅が可能になりそうです」

『お前は一体、赤鬼の何なの？』

　念の為確認したいんだけど、姫萩紅葉さんって作家ですよね？　別に赤鬼スレイヤーとか、赤鬼絶対殺すウーマンとかじゃないんだよね？

　しかし、紅葉は無表情でピースサインを向けてくるばかりで、相変わらず何を考えているのかは分からない。

　その横で、何やらカラスがうるさく羽ばたいている。

『春海君！　僕もそのトラップの実験に参加していたんですよ！』

『誇ほこらしげに言うなよ。むしろ兄として、率先して止めろよ』

『何を言うんですか春海君！　紅葉が何かを学ぼうというのに、どうして兄である僕がそれを止められるでしょうか！　紅葉の為になるのなら、この身をトラップの的まとにされることも厭いとわない！　どんどんぶち込んでくれて構わないんです！　しかし危険を感じた身体は、自然と回かい避ひを選択してしまう！　僕はそれが憎い！』

『あんた的だったの!?』

『そうですよ。実験に参加したと言ったじゃないですか』

『それは、どちらかというと、実験台って言うんじゃないの？』

　つまり、紅葉の中での九郎さんの扱いは、兄→カラス→的、という変へん遷せんを辿っているということか。これ以上ないってくらいの右肩下がりだよね。そりゃ、話し掛けられることもないよ。だって、兄じゃなくて的だもん。

『そう言えば、地上を高速で走り回るタイプの的を探しているんですよ。僕は地上の移動が苦手ですから。春海君、心当たりはありませんか？』

『全くないな!!』

『小型犬くらいのサイズだと丁度いいんですけどね。そう、例えば、ミニチュアダックスフンドなんて最高』

『全くないって言っているだろ!?』

　ただでさえ、ハサミの的みたいな毎日を送っているんだから、これ以上何かの的にはなりたくないよ！

　しかし、この廊下の惨状がトラップによるものだと分かると、廊下が大変危険なものに見えて来た。紅葉のすぐ後ろにくっついて、慎重に進むことにする。まだ何処かにトラップが残っているかもしれないし。

『春海君、大丈夫ですって。そんな危ない奴はありません。せいぜい、ちょっと全身が串くし刺ざしになるか、サイコロ状にカットされる程度のトラップですから』

『あんた殺人ゲームの主しゆ催さい者しやか何かなの？』

　それを自宅に設置して、どうしたいんだよ。姫萩家にとっての日常生活って、そんなに難なん易い度どの高いものなの？

『……ん？』

　と、進行方向左手側にある扉が、僅わずかに開いているのが見えた。

『お、あの部屋か？』

「いいえ、更に奥です」

　紅葉は、こちらを見ずに答える。まだ先なのか。まずい、妙に張り詰めた雰囲気のせいで、体内の必ひつ須すブック酸さんが不足して来た。一刻も早く本を読んで補給しないと、俺の身体が本になってしまうかもしれない。

　一いち縷るの望みを託し、紅葉達が素通りした半開きのドアの中を覗のぞいてみる。

　そこはフローリング張りの、広い部屋だった。照明は点ついていないが、一つだけある窓から外の光が差し込んで来ている為、部屋の様子は十分に窺うかがえる。一○畳じようほどの広さにもかかわらず、家具も何も置かれていない部屋。勿論、本はない。

『やっぱり駄目か……ん、この部屋ってひょっとして……』

『おや、覚えていましたか、春海君』

　前を行く紅葉の車椅子が停まり、アームレストの上の九郎さんが振り返る。

『ああ。何せ、拉致られた挙あげ句くにつるし上げを喰くらって、最後には溶かされそうになった場所だからな。忘れたくても忘れられない部屋だよ』

『ほほう、世の中にはそんな酷いことをする人がいるんですね』

『うん、人っていうか、カラスだけどな』

　つーかお前が下げ手しゆ人にんだよ。何をそんな、他人事のように言っているんだよ。お天道さんが見逃しても、俺は絶対に見逃さねえからな。

　確か、紅葉達と大洗アベンジャーランドに行くことになった日のことだったか。

　朝目が覚めた俺は、何故かいつもの夏野家ではなく、姫萩家のこの部屋にいたのだ。目覚めるなり九郎さんのトラップで痛い目に遭い、紅葉のトラップで下のエントランスまで叩たたき落おとされて、その後も色々と振り回されることになった。アトラクションのガレキに閉じ込められたのには、流石に焦ったものだ。

『春海君、懐なつかしいですか？　何なら、中に入ってみますか？』

『いや、別に良いよ。別に感かん慨がい深ぶかいって訳じゃないし。早く、本の所に向かおう』

『本当ですか？　本当に良いんですか？　思い出の場所ではないんですか？』

『だから、思い出は思い出でも、嫌な思い出の場所だって言っているだろ』

『思い出を乗り越えてこそ、人は前に進めるんですよ！　さあ、早く中へ!!』

『人じゃないけどな……』

　というか、こんなに必死になって、俺に入室を勧めるということは。

『おい、何を仕掛けていやがる』

『ほら、折角の思い出の場所ですから、あの時と同じトラップに掛かってみるという趣しゆ向こうですよ！　大丈夫、もう準備は出来ています。その部屋の中に一歩踏み込むだけで、いくつものトラップが連続して起動し、最後には「神の編みたるマルチプレツクス・二重螺旋ドラグネツト・改」が春海君に襲い掛かっちゃいますから！』

『それを聞いて、俺がどうすると思うの？』

　俺が部屋に入る確率が、僅かにでもあると思うの？　それは、俺が大切な本を捨てるくらいの確率しかないもので、つまりは一○○％有り得ないということなんだけど。

　つーか、さっき言っていた新作トラップの実験って、このことじゃないだろうな。このバカカラス。部屋の中に思いっきり突き飛ばしてやろうか。たまには罠に掛けられる方の気分も味わってみろよ。




　そうして、姫萩九郎製作のトラップルームを通り過ぎた先。またもや、半開きになっている扉が現れた。無防備過ぎるだろ、この家。

『あの部屋が、書庫なのか？』

「いいえ、違います」

　紅葉は、こちらを見ないまま、俺の疑問に反応を返す。

　前を通り過ぎる瞬間、扉の隙間から、またもや中の様子を窺ってみれば。

『うわぁ』

　部屋の中には、紅葉がいた。

　いや、紅葉は今俺のすぐ前にいるので、それは本人ではない。紅葉に見えたもの、それは、部屋の壁と天井全てに貼られている、紅葉の写真だった。

『何だ、九郎さんの部屋か』

　多少いかれた部屋だが、見覚えがある。

　煉獄館の内部、通信機を使用する為に潜入した姫萩九郎の部屋もまた、こんな光景だったのだ。こんな、異常な光景。家が変わっても、やることは変わらないらしい。九郎さんって、紅葉に囲まれていないと死ぬの？　死ねば？

　しかし、当の九郎さんは羽根を横に振って、否定の意を表す。

『いえ、ここは、佐茅さんの部屋です』

『……そうか、九郎さん以外にも、もう一人いたんだったな』

　こういうことをやりそうな危険人物。姫萩紅葉の信しん奉ぽう者しやにして絶対の従者、ソルジャーメイドこと森部佐茅さんである。何というか、全てに納得がいく。確かに、あのメイドなら、これぐらいやるだろう。

　しかし、当の紅葉は無表情のまま、扉の隙間から部屋の中を見回しているけど、よくこれを見て正気を保っていられますよね。俺だったら全力で逃げ出すよ。

『あの、紅葉さん？　あんまり驚いてないみたいだけど。ひょっとしてこの部屋の、この写真のこと知っていたのか？』

「はい。これらの写真は全て、佐茅さんに撮とって頂きましたので」

『撮って貰ったの!?　全部!?』

「はい。以前、和人さんが仰っていたではありませんか。身近な読者の話を聞いてみろ、と。それで、佐茅さんとお話ししている間に、何やら写真を撮りたいという話になり、このような形に」

『いや、確かに言ったけどさぁ……』

　さすがに限度があるんじゃないだろうか。枚数的な意味で。

『あれ、でもあのメイドって、殺人箒以外の機械を使えないんじゃなかったっけ？』

「追加アタッチメントでカメラ機能を搭とう載さいしたと仰ってました」

『もう何でもアリだな、あの箒』

　何の必要性の元に開発されたアタッチメントだよ。戦場で倒した相手の写真でも撮るっていうのか？　戦場カメラマンってそういうのじゃないよね？

　しかし、改めて見れば、部屋の中に置かれている小物にも、いちいち紅葉のバストアップの写真が印刷されている。ベッドの上のあれは紅葉のぬいぐるみ……いや抱だき枕まくらだろうか。壁際に置かれた大型の本棚には、姫萩紅葉の著作がみっしりと並べられ、ここからでも分かるぐらいに読み込まれてボロボロになっている。

『これは、読者の鑑……なのか？』

　さすがの俺も、ここまではやったことがないですけど。

　何というか凄すごい部屋、むしろ怖い部屋だ。夢に見そうである。

『で、でもさ、こんなんじゃ九郎さんの部屋が、いっそ可か愛わいく見えてくるよな』

『…………』

『あれ、九郎さん？』

　恐怖を紛まぎらわす為、冗談交じりに話を振るが、しかし九郎さんの反応がない。てっきり、自分の部屋も負けてはいないと、知りたくもない紅葉へのこだわりを並べまくるかと思っていたのに。

　カラスはしばらく項うな垂だれていたが。

『ねえ紅葉！　やっぱり僕にも、自分の部屋をくれないか！』

　次の瞬間には顔を上げ、紅葉に向かって叫ぶ。

『このマンション、ほら、トラップ開発部屋とか、トラップ建造部屋とか、トラップ改修部屋とか、トラップ観賞部屋とか沢山あるんだから、一部屋ぐらい……いや、ほんの少しのスペースでもいいから、僕に使わせてくれないかな!?』

「…………」

　しかし、九郎さんの必死の懇こん願がんにも、紅葉は無言を返すばかり。

『お願いだ紅葉！　必ず自分で掃除するから！　読んだ本はきちんと片づけるから！　犬の死体の始末もちゃんとするから！』

『おい待てコラ』

　急に俺を巻き込むなよ。

「それでは和人さん、行きましょうか」

　しかし紅葉は、九郎さんのお願いにも一切反応することはなかった。佐茅の部屋の扉を閉めると、そのまま廊下の先へと進んでいく。

『ああ紅葉、プリーズ、マイルーム！　でもそんな、クールな紅葉もぷりちーだね！』

『九郎さん、自分の部屋がなかったんだ……』

　どうやらこのカラス、自分の部屋が欲しいと訴えているらしい。何だその、思春期を迎えた中学生みたいなお願いは。

　いや、俺だって夏野の家のリビングに自分用のスペースがあるだけで、自分の部屋というものは持っていないけれど。しかし夏野の家に居い候そうろうしている身である俺と、元々は姫萩家の一員だった九郎さんとでは、かなり事情が異なるのか。

　元々あった部屋が、無くなってしまったこと。

　自分の居場所を否定されたような気持ちになるのも、無理はない。

『……九郎さん』

　胸に浮かんだ、同情の気持ち。

　自分の部屋を奪うばわれるなんて、それはとっても悲しいことだ。だって、そんなことになったら、プライバシーも何もあったものではないし。何より、本を置く場所がないじゃないか。自分の手元に置いておきたい本というものは、誰にだって存在する。その保管場所として、自分の部屋がないのは、あまりにも切ない。

『……あれ？　でもさっき、秘蔵の紅葉写真集用本棚がどうこう言っていたよな。自分の部屋がないなら、何処にあるんだ？』

『ああ、あれは天井裏に隠してあります』

『お前達、どれだけ天井裏が好きなんだよ……』

　姫萩家には、重要な時は天井裏を使えとかいう家訓でもあるのだろうか。

　夏野の家と繋がっているから、あんまり変な物を持ち込まないで欲しいんだけど。

　つーか、良く考えると。犬やカラスの分ぶん際ざいで、一部屋欲しいだなんて、何を甘えたことを言っているのか。部屋がなくったって、本棚があればそれでいいじゃない。本棚さえあれば、人は生きていける。自分のプライバシーなんて、犬にでも食わせてやればいいんだよ。甘えるなよカラス。




「ここです、和人さん」

『はあ、ようやく着いたか……』

　思わぬところで、一羽の兄の悲しい事実を知ることになってしまったけれど。しかしようやく、目的の場所、姫萩家の倉庫へと到着した。

『……普通だな』

　扉を開けて入った第一印象。それは、普通の物置といった感じである。

　姫萩家の倉庫。そこは、同じ間取りである夏野家においても物置として使われている場所だった。しかし夏野家の倉庫のように、犬を吊つるす用のロープがあったり、女王様が座る用の椅子があったり、不ぶ気き味みな仮面があったり、伝説の剣が大量に突き刺さっていたり、通販で買ったおかしな巨大包ほう丁ちようが封印されていたりということはない。

　ここに来るまでの道程から、一体どんな物が飛び出てくるのかと恐れていたので、少し拍子抜けしてしまった。いや、普通が一番ですけどね。

　そんな、普通の倉庫の中で、一際俺の目を引いたのは。

『本だ！』

　勿論、本である。

　俺の目に入るものは、本しかない。倉庫の隅の方に鎮ちん座ざする三つの本棚、そこに並べられた黒い装そう丁ていの本達に、俺の視線は釘くぎ付づけだ。

『ここにあるのが、煉獄館の図書館から運び入れた本です。とはいえ、沢山あった中の、ほんの一部ですけどね。姫萩家の蔵書の中でも資料価値の高そうなものだけを選別して、ここへ運び込んだんです』

『はー』

『元々、これらの蔵書は、僕達の祖父が岩黒島を購入した際、既に煉獄館の中に存在していたらしいんですよ。何でも、煉獄館のかつての主あるじが、本を集めることを趣味にしていたそうで、その方が集めていた本ごと買い取ったそうです』

『へー』

『今となってはかなり貴重な資料や本もあるらしいということで、欲しがっている人がいるかもしれませんね。僕は、その価値については詳しくは知らないのですが。まあ貴重品には違いないので、こうして持って来たのです』

『ほー』

　何とか復活したらしい九郎さんが何かを説明しているようだが、俺の頭には何も入って来ない。さっき優しくしようと言ったな。アレは噓うそだ。

　だって、まだ俺の読んだことのない本が、そこに並んでいるんだもの。

　シスコンカラスの話なんか聞いている暇ひまはない。以前九郎さんから貰った資料『岩黒島特務記録・全一○巻』も、大変楽しく読ませて頂きました。あの続きとなる『続・特務記録』『続々・特務記録』を一刻も早く読みたいんだけど、それもあの中にあるのだろうか。いや、ある。あると、俺の読書センサーが言っている！

『うおおおお!!』

『って春海君!?　急に飛び出したら危ないですよ!?』

　全身で飛び出す。ここまで本をお預けにされた俺の読書ハートが、ついに制御を外れて暴走を始めた。本が俺を待っている。立ち止まってなんかいられるか！

　しかし、勢いに任せて倉庫の中に踏み出した、その何歩目かで。




　カチリと。

　部屋の中に、乾いたスイッチ音が響いたのを聞いた。




『……お？』

　いつか聞いたその音に、反射的に立ち止まってしまう。

　はい、油ゆ断だんしていました。望んでいた本を目の前にして、読む楽しみに支配されていた俺の脳は、完全に油断していましたとも。良く分かりましたよ。そんな俺の納得に応こたえるようにして、床に数十センチ四方の切れ込みが入る。更に、周りにはレールのような物がせり上がってきて。

『何!?　何処に連れて行かれるの!?』

　まるで艦かん上じようのカタパルトのように、俺を乗せたままの床が、レールに沿って高速で移動を開始する。そのレールの先にあるのは、部屋の壁で。

『ちょ、ちょっと、待って!!』

　どういう展開なんだコレ。まさかこのまま壁に叩きつけられて、俺はど根性ダックスとなってしまうのか。俺自身が二次元と化してしまうのか。

『ぬわ─────っ!?』

　しかし、壁にぶつかろうかという直前で、目の前の壁に穴が開いて。

　そして、俺を乗せた床が急に停止した。

『……へ？』

　その二つの事象が合わさった結果、俺の身体を襲うのは慣性の法則である。ぶつからなくて良かった、などと考える暇もない。高速移動した勢いのまま、壁に空いた穴へと放ほうり込こまれた。

『はああああああぁぁぁぁ!?』

　一瞬の浮遊感の後、全身を打ちつける衝撃に襲われる。

　そして、全てが暗くら闇やみに包まれるのだった。

　うん、結局、こうなるんだね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【的】……　実際は、姫萩九郎の方から『僕が的になります！』と志願した上での採用である。妹に狙われる一生であるのなら本望だとのこと。姫萩家内のヒエラルキーでは、トラップより少し上に位置する九郎である。

【姫萩紅葉の抱き枕】……　企画：姫萩九郎。制作：森部佐茅による。完全なる一点物の為、所有権を巡って、カラスとメイドの間で当然争いが起きたが、勿論カラスが敗北し、メイドの物になった。裏面の紅葉はメイド服を着ている。






「お目覚めですか、和人さん」

『……この光景も、何度目だろうな』

　暗転した意識を抜けて、目を開ける。目の前にあるのは、紅葉の無表情な顔。背中に感じるのは、紅葉の太ももと和服の感触。またもや、いつかのように、紅葉の膝ひざの上に乗せられているらしい。

「意識を失われていたので、少し心配しました」

『まあ、あんな目に遭ったら、そりゃ意識くらいは失うよ』

「そして、私のトラップがきちんと動作するかも心配でした」

『お前が仕掛けたの!?』

　またもピースサインを突き付けてくる紅葉である。いや、お前がやったんだろ？

「和人さんが無事で良かったです」

『無事じゃないよ？　すっかり気絶していたんだからな？』

「また次もお願いします」

『次があってたまるか……って、あれ？』

　紅葉の膝の上、起き上がり反抗の意思を示そうとして。

『ここは……？』

　俺達のいる部屋の様子に、気が付いた。

　広さの割に、妙にガランとした印象の部屋。一つだけあるテーブルの上には、原稿用紙と万年筆が置かれている。他に、家具の類はない。かつて煉獄館にあった紅葉の部屋のような、見る者に寂しさを感じさせるような部屋で。

　しかし、あの部屋とは確実に異なる点がある。

　この部屋を囲む四方の壁。

　そして天井までも。

　俺達の周りのあらゆる場所に、写真が貼られているのだ。

『また写真か……』

　一瞬、あのメイドの部屋かと思ったが、違う。この部屋に貼られた写真に写っているのは紅葉ではない。多種多様な被写体が並んでいる。

　犬や鳥やカエルといった動物類。はたまた植物類。タクシー、バスのような乗り物まで。様々な写真が、壁一面、そして天井に貼られている。その様子は、まるで分厚い百科事典のページをそのまま壁と天井に貼り付けたかのようで。

「和人さん、ここは、私の部屋です」

『紅葉の部屋？』

「この写真は、私が頼んで、佐茅さんに撮って来てもらったものです」

　俺の疑問を察したのか、紅葉が言葉を発する。

「私は、外の世界について、あまりにも何も知らなかった。世界の姿を、何も知らなかった。それを、知らない世界を、知りたいと、そう思ったのです」

『……紅葉』

　遊園地に行ったあの日、目に付く物全てについて、俺に聞いてみせた紅葉。雛ひな子この持つ絵本を通して、本と、読者と、作家について知ることになった紅葉。

　その紅葉が、今、更にその先を、未まだ見ぬ世界を知りたい、と願っている。

「ですから佐茅さんにお願いして、私が興味を持った様々な物の写真を、撮って来てもらいました。私が知りたい、知る必要のある、正しい世界の姿を。そして少しでも多くのものに触れられるように、こうして貼って頂きました」

『……そうか』

　まだ外の世界に出て来て日の浅い、ましてや車椅子の紅葉は、どうしたって行動範囲が制限される。たとえ興味を持つ物があったとしても、実際にその実物の姿を目にすることは難しいだろう。

　だからこそ佐茅が、紅葉の見たいものを撮影して回った。ひょっとしたら、撮影技術を覚えたのだって、全ては紅葉の求めに応える為だったのかもしれない。苦手分野程度、主人の為ならいくらでも克こく服ふくしてみせる。それが、森部佐茅というメイドなのだろう。

　紅葉の部屋の中に貼り付けられた写真。

　それは、紅葉が外の世界を知りたいと思った証あかし。

　紅葉の心が、外の世界へと向いていることの、証明なのだ。

　壁に貼られた写真を見つめる瞳は、未だ見ぬ世界への希望に輝いているかのよう。

　あの孤島の奥、日も当たらないような館やかたの闇の中に籠って。誰の言葉も届かず、外の世界と触れ合わず、ただ自分の中にある世界だけを見続けていた。そんな、進むことも戻ることもなく、ただ止まり続けていた少女は、ここにはいない。

　今、俺の横にいるのは、自分の知らない外の世界を知りたいと思い、前に進むことを望んだ少女。自らの足で歩き出すことを選択した、姫萩紅葉なのだ。

　そうして外の世界を知った結果、紅葉自身がどう変わって行くのか。紅葉の内なる世界が、どのように変化をするのか、それは俺には分からない。

　姫萩紅葉という作家の奥深さは、とても俺なんかが推おし量はかれるものではない。光の届かぬ深海のような、闇に覆おおわれたその作家性、作品は、読者が簡単に理解出来るようなものではない。

　それでも、読者はそこに惹ひかれる。

　二度と帰れぬ暗闇であっても。

　その深しん淵えんに飲み込まれることを望むのが、読者という存在なのかもしれない。

「……和人さん？」

『うわぁ!?』

　感慨深く色々と思い出していたら、紅葉の顔がすぐ近くに迫って来ていた。というか、持ち上げられていた。

『あの、紅葉さん!?　顔が近いですけど!?』

　すぐ近くから覗き込んでくる、紅葉の瞳。初めて出会った時には、全てを引き込む闇のように見えたその瞳。だけど今は、確かに何かの感情を湛たたえているように見える。相変わらず、分かりにくいけど。

『……でもやっぱり顔が近いですよ紅葉さん！』

「どうしましたか、和人さん」

　いや、いくらなんでも距きよ離りが近過ぎます。この距離は色々とマズいですよ。

　辺りを見回すも、今この部屋の中にいるのは俺達だけ。あのシスコンカラスがいないので、俺と紅葉の間では言葉が通じない。お互いの距離感についてもの申したくても、意思が通じなければ意味がない。かといって、現在の状況でシスコンカラスが出現でもしようものなら、惨さん劇げきの幕が開くのは火を見るよりも明らかだ。

　それに今、この姫萩家の中には、シスコンだけでなくハサミ女まで揃っている。そんな場所で、このような状況にあるということは、ちょっと俺の生命的に考えて、洒落しやれにならない事態である。

　しかし紅葉は、俺を抱いたまま、動こうとせず。珍めずらしくも、僅かに言いい淀よどむような動作の後に。

「和人さん、あなたは一体、何なのでしょうか？」

　俺が、春海和人が、何者であるのかと、尋ねて来たのだった。




「私は、犬という生き物について調べました」

　紅葉は、俺を抱いたままで語り始める。

「和人さん。犬について……和人さんのことを、知る為に調べました。しかし、いくら調べても分かりませんでした。和人さんのように、人の意思を宿す犬の報告などはありませんし。和人さんのように、本を求めて走り回る犬など、他にはいません」

　確かに、壁に貼られた写真の中、犬の写真、とりわけミニチュアダックスの写真が大量に貼られている一帯がある。その中には、俺と思おぼしき写真も貼られていて……あの写真、全く撮られた覚えがないんだけど、いつ撮った奴なんでしょうか。それはひょっとして、盗とう撮さつって奴じゃないのかな？

「何度調べても分かりません。どんなに調べても、和人さんのことは分かりませんでした……ですから」

　瞬間、紅葉の顔が更に近付く。お互いの吐息の音さえも聞こえそうな近さへと。

「ですから、少しアプローチを変えてみようと思います」

『……へ？』

「犬を調べるのでなく、和人さん自身を調べなければならなかったのですね」

『も、紅葉さん!?　な、何を急に言っているんです!?』

「和人さん。男女とは、肌を重ねて初めて分かり合えるそうです」

『ちょっ、ちょっと！　話を聞いて！　あ、駄目だ、言葉通じてないんだった！』

「さあ、和人さん。来て下さい」

『むぎゅ!?』

　突然雰囲気が変わったように見える紅葉。僅かに衣服をはだけさせながら、圧のし掛かかるようにして迫ってくる。俺の背中に手を回し、自らの上半身に押し付ける。先程までよりも更に密着し、和服越しに柔らかい感触を当てて来る。












『お、おい、紅葉！　これは、これはマズい！　マジでマズいって！』

「ふむ……まだ、分かりませんね。もう少し強くする必要があるのでしょうか」

『いや、止めて！　お願むぎゅっ！』

　なおも押し付けられる、紅葉の上半身。紅葉の匂においが、強制的に鼻び腔こうから脳内を駆け巡る。軽い酸欠状態と相まって、意識がクラクラしてくる。俺の身体をまさぐる紅葉の指先は細く、しなやかで、心地良くて。

　いや駄目だ。こんなことを考えている時点で、完全に紅葉のペースに呑のまれている。

「おかしいですね。どんなに強くしても、分かりません」

『そ、そりゃ、こんなんで分かる訳ないふがふが』

　完全に、紅葉にされるがままで。こんな密着した状態で下へ手たに動いたら、余計にとんでもない事態に陥ってしまいそうで、何も出来ない。

　と、不意に紅葉が身体を離した。解放されたと思いきや。

「成程、肌と肌の触れ合いが必要ということは、服越しではなく、直接触れ合った方が良いということでしょうか。早速試してみましょう」

『え、え？』

　紅葉は先程と変わらずに、どこか熱っぽい視線をこちらへと向けてくる。

　紅葉らしからぬ、妙に妖よう艶えんな視線を。

「和人さんを知る為なら、私は、どんなことでもしてみせます。それでは和人さん、共に参りましょう」

　紅葉は、俺を左手に抱いたまま、更に和服をはだけさせようと帯に手を回して。

　その瞬間、扉を開ける音と。

「ハーイ!!」

　その場に居合わせる人物全員を射殺せんばかりの殺気が、吹き付けられる。

「愉快なエロ犬に、お仕置きの時間がやって来たわよ？」

　そんなフランクな挨拶と共に、地獄のお仕置き人こと、夏野霧姫さんが登場。その手には勿論、銀色のハサミを携たずさえていて。

　それが、俺が紅葉の部屋で見た最後の光景となった。


　　　　　　　　



『……んあ？』

　目を覚ます。どうやら俺は、姫萩家のリビングの絨毯の上で横になっているらしい。

　そんな俺を見下ろしているのは、夏野、紅葉、九郎さんの二人と一羽。俺が目覚めたのを確認するなり『うん、大丈夫、くっついてる、くっついてる』などと意味不明なことを言っているが、一体何がくっついているのだろうか。

『……あのさ、ちょっと記憶が不確かだから、聞きたいんだけどさ。俺って、どうして気絶しているの？　俺の身に一体、何が起こったの？』

「別に何もなかったわよ？」

『何もありませんでしたよ？』

「はい。何も問題はありません」

『いや、どうして全員目を逸そらすの!?　俺に何があったの!?』

　明らかに示し合わせたような態度ですよね!?

　くっついてることに安心するってことは、どこかが離れ離れになっていたってことですか？　しかもそれ、俺に関する何かだよね？　俺の何が離れたの？　離れてもいいものなんてないよ？

「待たせたね。夕飯が出来たよ」

「ふん、ようやく出来たのね」

『わーわー、佐茅さんの料理は絶品ですよ！』

「はい。何も問題はありません」

『だから何があったの!?　あからさまに誤ご魔ま化かそうとしているよね!?』

　しかし全員、俺の訴えを完全スルー。夕食の準備を終えたらしい佐茅の出現と、周囲の騒がしさによってかき消されてしまう。

「全く、こんなに待たせて、中ちゆう途と半はん端ぱなものだったら許さないわよ」

「何を言うんだい。この私が腕によりを掛けて作ったんだから、最高の料理に決まっているだろう。しかも、お嬢様が手に入れてくれた味噌を使ったんだから」

「……その味噌が、もともとは誰の物だったかを忘れるんじゃないわよ。ほら、駄犬も早く来なさい。ちょっと早いけど夕食の時間よ」

『ああ、もう答える気はないんですね!?　分かってたけど!!』

　俺の記憶よりも、夕飯の方が大事なんでしょうか。

　何か、少し真ま面じ目めな話をしていたような気もするんだけど。




　リビングのテーブルに着く、夏野と紅葉と俺と九郎さん。

　しかし、こうして犬とカラスが食卓に着いている様子って、物もの凄すごくシュールな光景な気がする。外国のアニメとかで見たことあるよね、こういうの。そんな珍妙な集団に対して、給仕を行う佐茅。まるで真っ当なメイドのように見える。

　さて、そんなメイドが長い時間を掛けて調理したという本日のメインディッシュは、テーブルの中央に、銀の蓋ふたをかぶせられて置かれている。

　僅かに漏れる芳かぐわしい匂いが、食欲をそそる。

　あのメイドが、一日掛けて作った料理とは、どんな物なのだろうか。

　考えれば、今日は踏んだり蹴けったりの一日だった。姫萩家の本を読むことは出来なかったし、記憶には謎なぞの空白が存在しているし、俺の身体のどこかが離れ離れになっていた可能性すらある。だからせめて、美味しいご飯を食べたい。美味しいご飯を食べて、楽しい本を読みたい。眠りにつくまで読み続けたい。

「それじゃあ、開けるよ」

　目の前、佐茅の声と共に銀の蓋が持ち上がる。

　芳しい匂いと共に、俺達の目の前に現れた料理は。




『……………………ナニコレ？』




　良く分からないものだった。

　良く分からないものが食卓に並んだらいけないと思うけど。

　しかし、見直してもやはり良く分からないものだった。

　見た目は、何というか塔とう、いわゆるタワー。軽く数十センチの高さはあるだろう肉が、どかんと皿の上に直立している。生肉の塊かたまりを、そのまま皿の上に直立させたようにしか見えないのだけど、これは本当に調理済みの料理なのだろうか。

　肉の頂点には、果たしてどういう意図があるのか、食パン一斤きんがそのままの状態で突き刺さっており、実に芳しい香りのソースが掛かっている。先程嗅かいだ匂いの正体は、どうやらこのソースらしい。天辺だけでなく、底の部分にも食パンが何枚か無造作に置かれている。肉塊の中腹部分には何種類もの野菜が、乱雑に肉へと突き立って反対側まで貫いている。突き刺すの好きだな、おい。

　食材一つ一つを取って見ると、確かに真っ当ではあるのだが。しかしそれが合わさった結果、とても料理とは呼べない代物が完成していた。

『えっと、これは……何？』

「お待たせしたね、特製ハンバーガーだよ！」

『ハンバーガーと来たか！』

　ちょっと待て。これがハンバーガーとか、世界の常識がひっくり返るんですけど？　つーか、味噌が必要なんじゃなかったのか!?　これ、別に味噌の助けを借りなくったって完成するよね？　いや料理として完成はしていないけどね？　だってどちらかと言えばコレはジオラマだよ？　敵に襲しゆう撃げきされて今にも陥かん落らくしそうになっている塔の模型にしか見えないんだよ？　メイドの料理の真しん髄ずいが見られると思ったのに結局このパターンなの？　まさかのうちの妹パターンですか？

「駄メイド、これがハンバーガーって、何をふざけているのかしら？」

　案あんの定じよう、夏野もお怒りのようだ。そりゃそうだ、こんなハンバーガーがあってたまるか。夏野さん、料理に関しては割とこだわりのある方だしね。

「はぁ？　何がふざけてるって言うんだい？」

「これのどこがハンバーガーなのよ！」

「何を言ってるんだい。これは正しよう真しん正しよう銘めいハンバーガーじゃないか！」

　しかしメイドは、堂々と言ってのける。

「誰が何と言おうと、これはハンバーガーさ！　お嬢様の著作『水車の檻おり』の作中に登場したものを完全再現した、歴れつきとしたハンバーガーだよ！」

『……「水車の檻」？　ハンバーガー？　ああ、アレか！』

　瞬間、過去に読んだ紅葉の本の内容が頭に蘇よみがえる。

　姫萩紅葉の書いた小説、『水車の檻』。確かにその中には、主人公の娘が、父親の為に精一杯ハンバーガーを作るシーンが存在する。ハンバーガーの完成品が描写されることはなかったけれど、作中の断片的に紹介されていたレシピ通りに作ったとしたら、恐らくはこのような形になっていたことだろう。確かに、材料の中に味噌も出て来ていた。

「……ありがとうございます、佐茅さん」

　食卓に落とされた紅葉の声に、皆の視線が集まる。

　紅葉は、変わらぬ無表情のままで。

「確かにこれこそ、私の思い描いていたハンバーガーそのものです。一寸の狂いもありません。……ですが、これはどうやら本物のハンバーガーとは違うのですね。確かに、和人さんが教えて下さったもの、佐茅さんが写真を撮ってきてくれたものとは違います。無理を言って作って頂いて、感謝しています。一度、食べてみたかったのです」

「いえいえ、勿もつ体たいないお言葉です、お嬢様」

　自らの主人に向けて、メイドは恭うやうやしく頭を下げる。

「……ふうん、そういうことだったのね」

　二人のやり取りを見て、夏野は、納得したかのように頷く。

「つまり、姫萩紅葉は、自ら思い描いていたハンバーガーと、現実に存在するハンバーガーの両方の姿を知ることで、改めて外の世界を知ろうとしたのね。二つのハンバーガーの差を知ることで、より正確に、より深く知ろうとした、と」

『いや、簡単に言うけど、紅葉の思い描いていたハンバーガーなんて、良く作れたな』

「あのメイドにしてはやけに時間が掛かっていたし、妙に手間取っていると思ったらそういうことだったのね」

　確かに、佐茅がどんな料理の腕を持っていたとしても、現実に存在しない料理、しかも作中で明らかにされていないものを作り上げるのは難しいだろう。

　それでも、メイドは作り上げた。自らの主人が満足するハンバーガーを、姫萩紅葉の読者で、従者である森部佐茅は作り上げたのだ。

　紅葉に向けて頭を下げる佐茅の顔が、一際喜んで見える。

　目の前に屹立するタワーバーガー。

　たとえ、見た目はこんな珍妙でも、主人と従者、作者と読者の繋がりによって作られたもので。それは、これから外の世界をより知って、前へと進んで行こうとする紅葉の未来を祝福するものなのかもしれない。




　それでは、料理の完成と、紅葉の成長を祝う意味でも。

　このハンバーガーらしき物体を、皆で攻略しようではないか。

　目の前の皿に詰め込まれた、肉塊と食パンのタッグ。

　まあ、たまにはこんな食事も、悪くない。

『あ、あの、紅葉？　佐茅さん？』

　そんな食卓の中、震えるように告げられるカラスの声。

『あの、僕の分の料理がないのですが……？』

「…………」

「お嬢様、お取り致します」

「ありがとうございます佐茅さん」

『あれ、聞こえていますよね!?　こんなに沢山あるのに！　僕だって、紅葉の書いたハンバーガーを食べたいですよ！　秋山先生はともかく、この犬畜生にだって食器があるのに!!　最近、僕の扱い、ちょっとおかしくないですか!?』

　リビングの中に響く、姫萩九郎の悲痛な叫び。九郎さんの前には、俺や夏野の前に用意されているような食器の類は存在しておらず、ただ空白があるだけ。やはり、的には食事はいらないとか、そういうことなのだろうか。

『そ、そうか、これは愛情を試す為の試練なんだね！　実物がなくても、愛情さえあれば味が分かると、そういうことなんだね。よーし、分かった！　紅葉の気持ちはバッチリ伝わったぞ！　じゃあ、僕も早速頂こうじゃないか！　いっただっきまーす！　うん、美味しい、このハンバーガー美味しいよ！　うん、ちょっとしょっぱいけど、これが紅葉の心の味なのかなぁ!!』




　こうして開始された、姫萩家の夕食。

　見た目に反して絶品なハンバーガーに舌した鼓つづみを打つ夏野達の間を、むせび泣くカラスの声が響き渡る。聞いているだけで、涙が止まらなくなりそうな悲痛な兄の叫び。

　やがて、出席者の過半数の意見により、姫萩九郎がリビングから強制的に退室させられたのは、無理もないことである。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【特製ハンバーガー】……　姫萩紅葉の著作『水車の檻』の作中に登場したハンバーガーを忠実に再現した料理。あらゆる料理に対して反逆するかのような見た目に反して、味は抜群に美味しいという奇跡の代物である。味噌が良い隠し味となっているらしい。

【紅葉の部屋に飾られている写真】……　様々な写真の中に混じって、姫萩紅葉、姫萩九郎、森部佐茅の、二人と一羽による写真も存在する。他は全て壁に直接貼り付けられているが、この写真だけは額がくに入れて飾られている。


















　　　五月　一〇日






　今朝もいつものように、日課である本ほん田だ書店参りの時間である。

　新しん稲いな葉ば駅前にある本田書店で、発売したばかりの新しい本を手に入れることによって、俺の一日は輝きに溢あふれる。五体万全、頭も冴さえて、お腹なかの調子もＯＫ。そう、俺の一日はまさに、本田書店から始まるのだ！

　と、その、つもりだったのだけど。

「ほーらクロ、わーしゃわしゃわしゃ!!」

『あひぃ!!』

「やよいひっさつの、クロストライクだよ！！！」

『らめぇ!!』

　こうして、本田書店が誇ほこるミニデーモンこと、本田弥生やよいの手の中で弄もてあそばれる俺である。

　こいつに捕まってしまっては、俺の快適な一日は遠のくばかり。こうなることが分かっていたのに、それでも虎こ穴けつに飛び込んでしまう俺の迂う闊かつさ。まあ、本がここにある以上、虎の穴だろうが、ンゴロンゴロ保全地域だろうが、俺は行くんですけどね。

　その先に本がある以上、俺の歩みは止まることはない。それが、読書バカである俺の、人間から犬に生まれ変わった春はる海み和かず人ひとの生き方なのだから！

「ふう、まんぞく！」

『酷ひどい目に遭あった……』

　脱だつ穀こく機きのような力強さで全身をくまなくマッサージする弥生の必殺技に、あやうく意識を失うところだった。この幼女は、日々俺をどうにかする能力を上げているので、こっちは堪たまったものではない。犬としての動物的本能が刺激されてしまう。俺は誇り高き読書犬なのだから、どこにでもいる犬みたいに理性を失ってはいられないんですよ。

「かーらーの、もういっかいー!!」

『理性飛んじゃうぅぅぅ!!』

「こら弥生、クロはお使いに来たんだから、そのくらいにしてあげてね」

「はーい」

　店の奥の方、レジカウンターからこちらに声を掛けてくる人物の方を見る。

『……さ、桜さくらさん、もうちょっと早く止めてくれてもいいのよ？』

　本田桜。本田書店の看板娘にして弥生の姉、そして生前の俺の同級生でもある、非常に良く出来た娘だ。俺の周りにいるのは一ひと癖くせどころか、二癖も三癖もあるアブノーマル人間ばかりなので、この桜の真っ当さ、ノーマル具合には本当に癒いやされる。

「クロ、今日はどの本を買いに来たのかな？　メモ見せてね」

『よし来た！　待ってました!!　ヒャッハー!!』

　弥生に弄ばれていた状態から、勢いを付けて起き上がる。

　桜は、俺の前に屈かがみ込こむと、背負った小型のリュックサックに手を入れる。今は空っぽのリュックだが、これに沢山の夢と希望を詰め込んで帰るのだ。帰った先はほんのり地じ獄ごくっていうか、悪鬼の類たぐいが住む場所なのでちっとも安心は出来ないけれど、本の重みは魂たましいの重みだ。本さえ読めるのであれば、地獄だって気にしない。

　そうして、桜が買い物用のメモを広げるのと同時に、小こ気き味みの良い鈴の音が店内に流れる。誰かが店に来たらしい。

「こ、ここここ、こんにちは!!」

『……ん？』

　そんな、精一杯絞り出したというような声に、入り口の方を見れば。

　そこにいたのは、見覚えのある顔。

　しかし、この場所で見るにはあまりにも意外な顔で。

　それは、先月紅葉もみじと一緒に行った遊園地、大おお洗あらいアベンジャーランドにて出会った少女。

　秋あき月づきマキシの妹、山やま田だ雛ひな子こが所しよ在ざい無さ気に立っていたのであった。




『雛子？　どうして、こんな所に……？』

　突然の雛子の登場に、思わず驚おどろきの声を上げる。

　こんな所なんて言うのは、桜に対して失礼かもしれないけれど。小学生で、しかも新稲葉の住人ではない雛子がここにいるのは、どう考えてもおかしい。

　あの遊園地で会った時には、姉と一緒に来たと言っていた。しかし、今の雛子は、恐る恐るといった様子で本田書店の入り口に立っている。連れの人間がいるようにも見えず、どう見ても一人きりだ。

　というか、仮に連れがいるのなら、こっちが言わなくても本人の方から飛び出してきそうなものだ。何な故ぜなら、雛子の姉といえば、ただそこにいるだけで、周囲を輝きで照らして回るような、非常に存在感のある奴だから。

　しかし今、近くで誰かが光っているような様子は見られない。雛子は、正しよう真しん正しよう銘めい一人でこの本田書店にやって来たのだろうか。

「いらっしゃいませ！」

　その場で立ったまま、店の中に入ってこようとしない雛子を見かねて、桜がぱたぱたと足音を立てて近付いて行く。本田書店のピンクのエプロンの上からカーディガンを羽は織おり、柔和な笑顔で雛子へと近付いて行く姿は、優しい保母さんのようにすら見える。こんな穏やかな人格、本当に新稲葉ではレアですよ。

　そんな桜ならば、雛子の不安も氷解するというものだ。

「こんにちは。ねえ、今日はどうしたのかな？」

「あの、えっと、本を買いたいん、です」

「うん、どんな本が欲しいの？」

「えっと、この本……」

　雛子は、桜の笑顔によって安心したのか、おずおずと一枚のメモ用紙を差し出す。俺と同じように、購入する本をメモに書いて持って来たのか、あるいは誰かから渡されたのだろうか。

　メモに書かれた内容を読み上げる桜。それは、芸能や音楽関連の雑誌の名前、この本田書店でも取り扱っているごく一般的な雑誌のものだ。まあ、この本田書店は、日々訪れるマニアックな客達の為ため、非常にマニアックな品しな揃ぞろえを誇っているのだけどな。どこかの変態とか、どこかの筋肉も満足するような、小さいながらも大きな本屋なのだ。

「うん、ちょっと待っててね♪」

　桜は、雛子に対して柔和な笑顔を見せると、メモに書かれた雑誌をテキパキと用意し始める。おずおずと差し出されたお金を受け取ると、レジを済ませ、本を手早く包ほう装そう、雛子の持って来たトートバッグに入れてあげた。

　さすが桜だ、本を選ぶことに一切の迷いがない。これがオッチャンだったら、三回に一回はタイトルを間違えるに決まっている。包装なんて、そもそも出来るかどうかすら怪しいからな。

「はい、これでメモに書かれていた本は、全部だよ。レシートも一緒に入れておいたからね。お買い上げありがとうございました！」

「あ、ありがとうございます！」

『うむ、良い買い物だったぞ』

　雛子の、本田書店での買い物は、どうやら問題なく終了したらしい。

　これは、読書家としての大きな一歩目を踏ふみ出だしたと言えるだろう。雛子が絵本をとても大切にしていたのは俺も知っている、将来的に立りつ派ぱな読書家に育って欲しいものだ。姉がアレなのが少し気にかかるが、まあアレも家では真っ当な姉をしている筈はずなので、何とかなるだろう。アレだってやる時はやるのだ。

　しかし。

『ん？　あのメモ、まだ続きが書かれているぞ』

　雛子が持っているメモを覗のぞき見みてみれば、どうやら先程の雑誌以外にもいくつかの名前が書かれている。ごちゃごちゃと書かれているので内容は良く分からないが、しかしそれは、この本田書店以外にも、買い物に行く必要があるということで。

『一人でお使い……大丈夫か？』

　本田書店には、桜という有能な店員がいたから良いものの、しかしこれから雛子が買い物を続けていく先もそうだとは限らない。この魔界都市新稲葉、初心者にはお勧め出来ない魔都に、いたいけな雛子を解き放つのはどうにも不安だ。

『うーん』

　少し心配になるが、しかし俺には今日買った本を持って帰り、そして読むという、重大な使命が待っているのだ。それは俺にとっての日課であり、運命であり、そして生き様。おろそかにすることは許されない。読むべきか読まざるべきか、それが問題だ。

「やよいにまっかせて☆!!」

『……へ？』

　と、元気いっぱいにサムズアップを決めながら、雛子の前に立ちふさがる影。それは、本田書店のミニデーモンこと、本田弥生だ。

　弥生は、戸と惑まどう雛子の手を取ると、実に晴れやかな笑みを浮かべる。

「あ、あの……？」

「だいじょうぶ、ここいらは、やよいのにわみたいなものだから！」

「え、えう」

「だから安心して、ね！　行こうよ!!」

「え、えっと」

「ちょっ、ちょっと、弥生!?」

「じゃあお姉ちゃん、行ってきます!!」

「い、行ってきます？」

　弥生の勢いに押されたのか、あるいは同年代の子供ということで受け入れたのか。そのまま弥生に引っ張られるような形で、雛子も本田書店を出て行く。

『……まあ、弥生だったら、この街の変態にもある程度は慣れているかもなぁ』

　初心者に厳しい街、それが新稲葉。恐らくこの辺りは初めてだろう雛子にとっては、ほとんどお化ばけ屋や敷しきみたいなものだと言っても言い過ぎではない。だから子供とはいえ、弥生が案内してくれるというのは頼りになるのだけど。

『しかし、幼女に変わりはないんだよなぁ』

　どうしても心配は尽きない。俺も付いて行った方が良いだろうか。

　変態の恐ろしさは、身をもって知っている。本については仕方がない、夜にでもまとめて濃のう縮しゆく読書といこう。本と俺にとっては不本意な話だが、やむを得ない。それに、幼女よりも本を優先したとなれば、どこで何を言われるか分かったものではないからな。

『……よし！』

　二人の姿が見えなくなる前に追いかけようと、本田書店の外に飛び出そうとして。背後から桜の声が掛かる。

「クロ、二人に付いて行ってくれるの？　だったら安心、かな」

　俺の姿を見て、桜は安あん堵どしたかのような声を上げる。

「私もちょっと不安だけど、お店を離れられないから。だからクロ、弥生とあの女の子のことお願いね」

『いや、犬にそこまで期待されても困るけど……まあ、善ぜん処しよします』

　いざ変態が現れたとしたら、まあ盾たてくらいにはなれるだろう。このメンバーの中で、対変態の経験値が一番あるのは俺だろうから、仕方がない。でも、変態と出会う機会が多いっていうのは、どう考えても自じ慢まんにならない話だよね。

　とにかく、店を離れられない桜に代わって、俺が行くしかない。

　任されたからには、幼女二人の警けい護ご、無事にやり遂とげてみせよう。


　　　　　　　　



　書店の前の道をしばらく駆けると、幼女二人に追いついた。

　良かった、変態に遭そう遇ぐうしている幼女はいなかったんだ。

「あ、クロ!!」

「あれ？　ひょっとして、遊園地の時のワンちゃん？」

『おう幼女達よ、この街は危ないから。俺に任せなさい』

　俺を見ると、弥生と雛子が、嬉うれしそうな声を上げる。

「ヒナちゃん、この子はクロっていうんだよ。そっか、クロもお使いを手伝ってくれるんだね！　クロが来てくれたらヒャクニンリキだよ!!」

「そ、そうなんだ、ヤヨちゃん」

『お前ら、この短時間で、いつの間にか名前で呼び合う仲になったのか……』

　さすが幼女、距きよ離りが近い。雛子は、結構人見知りをするタイプかと思っていたけれど、そんなことはなさそうだ。仲良きことは美しきかな。ともかく、この幼女二人＋犬一匹の即席パーティで、雛子のお使いというミッションを無事クリアしてみせよう。

「クロは、とってもやくだつからね！」

　弥生は、その天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、俺を見つめて言う。まるで自分が飼い主になったような態度で、雛子に対して俺のことを自慢気に話す。何だかくすぐったいじゃないか。

「クロはすごいんだよ、ひとりで本を買いに来るし!!」

「へー」

「まっくろなからだで、かっこいいハサミをもって、どんなものでもまっぷたつにしちゃうんだから！」

「へえぇー」

『いやちょっと弥生さん、俺を何だと思っているんですか』

　それは俺のことじゃないよね。新稲葉に生息する、真っ黒い災害指定生物の話だよね。アレと一緒にされるのは何というか、困ります。

「それで、ヒナちゃん。本の次は何を買うの？　どこのお店に行くの？」

「う、うん。次はね……えっと、チャーシュー？」

「チャーシュー？」

「うん、ラーメンの、チャーシューを、買わないといけないの」

『チャーシューって……』

　何だそりゃ。本の次に買うにしては、また妙なチョイスじゃないですか。

　いや、他人の家のお使い内容に文句は言いたくないんだけど、しかしチャーシューをわざわざ買いに行かせるのはどうなんだろうと思わざるを得ない。子供のお使いって、もうちょっと普通の日用品的なものを買わせるべきなのでは。手軽な文庫本とかさ。

　しかし、雛子は特に疑問には思っていないようで。

「チャーシュー、おいしいんだよ！」

『いや美お味いしいからってそれが理由になるのか？』

「あのお店のチャーシューがないとチャーハンはかんせいしないんだって、がりょうてんせいをかくんだって、お姉ちゃんが言ってたもん！」

「そうだよ、うちも良くお父さんが言ってるもん！　さいごのパンチをもらうまでは、おとこは立っていないといけないんだって！　ケンニンフバツノココロイキだって！」

「ねー」

「ねー」

『うーん』

　嚙かみ合あっているようで、会話が微妙に嚙み合っていませんよね。つーか弥生の父ことオッチャンは、娘に何を教えようとしているんだろうか。そんなんだから奥さんから痛い目に遭わされるんだよ。

　とにかく、雑誌の次はチャーシューだ。

　さっさと目的の物を手に入れてしまおう。変態達が近寄って来る前に。




「ついたよ！」

「さすがはヤヨちゃん!!」

『ちょっと仲良すぎじゃないの？』

　辿たどり着ついたのは、駅の反対側の新稲葉商店街の一角にあるラーメン屋、『三銃士』。

　新稲葉でも屈くつ指しの伝統を誇る名店ということで、近隣の住民のみならず他の街からも客が訪れると評判の店。ああ、ここのチャーシューは確かに美味しいですね。いつだったか、夏野と誰かさんの原稿探しレースで来たことのある店だ。

　そんな店のチャーシューを、雛子は買い物で頼まれたのだという。確かに、ラーメン屋でチャーシューの切り落としなどを売っていることはあるかもしれないが、それを幼女に任せるのはやっぱりおかしいと思う。しかもこんな、路ろ地じ裏うらにあるような店で。

「やよいも知ってるよ！　ここのお店には、三人のてんちょうがいるんだって！　サンケンブンリツって言うんだよ！」

『いやそれは違うと思う』

　三人もいたら経営に支障を来きたすだろ。

「あれ、サンシャメンダンだったっけ？」

『いやだから、違うからね？』

　まあ、とにかく、店に入ることにする。犬である俺の取り扱いについてやや迷ったが、以前にもこの店には入ったことがあるし、その辺りはおおらかな店なのだろう。多分。

「こんにちはー！」

「こ、こんにちは……」

　威い勢せいの良い掛け声で戸を開き、のれんをくぐって中に入る弥生達に続く。そこに広がっていたのは、いつか見たのと同じ、ごく普通のラーメン屋の光景……ではなかった。

「「「へいらっしゃい！！！」」」

　響き渡る店員の声。いや、店長が三人いるのなら、全部店長の声なのか。

　店長ズは、何というか、店長らしい恰かつ好こうをしていた。頭にタオルを巻き、服装は黒いＴシャツに前掛けというもので、そして腕を組むという、一般的なラーメン屋の店長の姿である。それが三人、厨ちゆう房ぼうに並んで立ち、こちらの方を見つめている。

　他に客はいない。

　つまり客よりも店長の方が多い格好になるな。

『……いや、何で？』

　前に来店した時には、店内は客でいっぱいだった。あの時には某アイドルの企たくらみがあったとはいえ、しかしこの店は、遠方から人が集まって来るほどの有名店の筈。開店直後という、この時間帯であっても、客がいないなんてことはあり得ない。

　しかし、現実に客の姿はない。その代わりというように、店中のテーブルは一ヶ所に集められており、その上にでかでかと巨大な肉の塊かたまりが鎮ちん座ざしている。

　ご丁てい寧ねいにも、紙製の矢印が周りに設しつらえられていて、必要以上に肉塊をアピール。店内が妙に暗いと思ったら、スポットライトがテーブルに当てられている。何色もの色に変わるタイプの奴なので、目に優しくない。

　何もかもが、テーブルに載のっているものを目立たせていて。更に、テーブルに立てかけられた巨大なフリップには、大きな文字で。

【人気のチャーシュー！　これを買うこと!!】

　そう書かれている。

『……えっと』

　あまりに分かりやすいので、逆に意味が分からない表示である。

　ここはいつからチャーシューの専門店になったのだろうか。ラーメン屋の外観で、ラーメン屋の店長がいて、しかしチャーシューを前面に押し出しているのはおかしいだろ。スープも作れよ。スープと麺めんと具が揃ってこそのラーメンだろうが。

「これを買えばいいんだよね？」

「うん、やよいのめにもあきらかだよ！」

『いや、ちょっと待て幼女達』

　この光景を鵜う呑のみにしたらいけない。確かに幼女の目からしても分かるような様子だけど、しかし幼女の純真さは、この状況を疑うたがっていないらしい。いやおかしいんだよ？　ラーメン屋がいきなりチャーシュー専門店に変わっているんだもの。チャーシュー以外のものを売ろうという気が見られない。しかも、何だか変な飾りつけまで行われているし。全身でチャーシューをアピールしている。

「「「さすがお嬢じようさん方、お目が高い！　これぞわが店が誇る最強のラーメン、の中に入っているチャーシューです！！！」」」

「ほー」

　と思えば、並んでいた店長が揃って出て来て、チャーシューの説明を始めた。どうして三人一緒に来るんだろうか。まるでミュージカルみたいに、三人並んで若じやつ干かん歌いながらの説明なんだけど、何で急に歌うの？

「「「鹿児島産の黒くろ豚ぶたをはじめ、全国から集めた豚をバトルロイヤル形式で戦わせて、最後に残った一頭を大切に育てて、その育てている様子を見て嫉しつ妬としている他の豚から作った最高級のチャーシューです！！！」」」

「へぇー」

「「「ぜひお買い求めください！！！」」」

「なるほどぉー」

『あぁもううるっさいなぁ!!』

　一人ずつ話せよ。つーかラーメン屋に合ってねぇよ。それに、チャーシューの製造過程に重大な疑問があるんだけど、それは本当に全国的に正しいチャーシューの作り方なの？　つーか、バトルロイヤル部分に無む駄だしか感じないんだけど、そこ本当に必要？

『何なんだよ一体……って誰だッ!?』

　突然感じた視線に背後を振り返る。

　視線の元は、ラーメン屋の窓で。

『──ッ!?』

　しかし、そこには誰もいない。気のせいか……いや、人の視線には敏びん感かんな俺である。間違いなく見られていた。確かに店内を窺うかがっている何者かがいたのだ。

『一体、何者だったんだ……？』

　ラーメン屋の敵情視察という可能性もあるが、しかし今このラーメン屋は単なるチャーシュー屋なので、その必要もないだろう。しかも店長が三人という迷走具合で、まともに営業が出来ているとは思えない。たった今もミュージカルが始まっちゃったからね。

　ということはつまり、その謎なぞの視線は、ラーメン屋の内情を偵察していたのではなく。今のこの店にいる人間……雛子と弥生を見ていたのではないか。

『おい、さすがにそれは色々とヤバいんじゃないのか』

　幼女を監かん視しする人影とか、それは間違いなくポリスの出動するべき事案ですよ。

　この新稲葉、他人を不快にさせるタイプの変態は跋ばつ扈こしているけれど、人に危害を加えるタイプの変態は生息していない筈なのに。まさか、新手の変態が現れたというのか。

「あ、あの、このチャーシューを、二○○グラム、下さい」

「「「お買い上げありがとうございます！！！」」」

　俺の心配をよそに、チャーシューのお会計を済ませる雛子。三人の店長もまた、何も気にしていないように、歌いながら雛子に応対している。

　雛子を見る弥生もまた、腕を組んで、満足そうに頷うなずいている。

「うんうん、これでチャーシューゲットだね！」

『弥生も別に気にしていないようだけど』

　しかし、考えて見れば、この状況もおかしい。まるで、雛子がチャーシューをしっかり買うことが出来るよう調整されているかのような、雛子が失敗する要素をわざわざ排して作り上げられているかのような、そんな状況。

　ラーメン屋ひとつをこうして変えてしまうほどの、力。

　そして、その様子をこっそりと監視するということ。

　そんなことが出来るのは……。

『……いや、まさかな』

　脳裏を過よぎるのは、光り輝く誰かの姿。しかし確証はないし、それに、事実として雛子の買い物が無事に進んでいることは確かだ。だったら、別に口出しする必要もない。俺さえ気にしなければ、それで済む話だ。

『まあ、別に放ほうっておいても良い、かな』

　もしもあいつの仕し業わざなら、放っておいても、そのうち出て来るだろう。出て来なくて良い時にこそ、出て来る奴だしな。

「それでヒナちゃん、次はどこに行くの？」

「う、うん」

　店長ズに包つつんで貰もらったチャーシューをトートバッグの中にしまうと、雛子はまたもメモを広げる。とにかく、次のお店に行ってみよう。過程はどうあれ、結果的にお使いが終わるなら問題ないのだ。今の俺は、お使いに賭かける修しゆ羅らだぜ!!

「お、クロもやる気だねー！」

「えっとね、次は……あれ？」

　雛子は、メモを見つめて。しかし、首を捻ひねる。

　どうした、分かりにくいことでも書いてあったのか？　とんだ無茶振りでもされたのか？　海外にボールペン取りに行けとか、エビアン汲くんでこいとか指令されたのか？

「どうしたの、ヒナちゃん」

「うーん、とりのエサ、って書いてあるの。うちでインコかっているから、そのエサを買うんだっておもうんだけど」

　雛子は弥生に向けてメモを見せて。

「でもそのうしろに、『アフロ』って書いてあるの」

『あー……』

　うん、一発で、次にどの店に行くのか分かったな。




「ついたよ！」

「おおー」

『まあ、迷う理由もないからなぁ』

　雛子の手を引いて、弥生が辿り着いた場所、そこは新稲葉商店街の中ほどにあるペットショップ『ＩＧＧＹ』だ。新稲葉が誇る、巻き込まれ体質の苦労人こと、アフロが経営している店である。

「ここはね、ペットのお店だよ!!」

『そうだな』

「すごい！　いろんなとりがいるね！」

「すごいでしょー、えっへん！」

『だから何でお前が自慢気なんだよ』

　弥生さん、随ずい分ぶんと得意気ですけど、それはアフロの役目じゃないのか。お前は本田書店の娘だろ。アフロが称賛されることなんてめったにないんだから、その栄えい誉よはアフロのために取っておいてあげようよ。

「ヤヨちゃんは、よくここに来るの？」

「うん。うちはペットを飼えないから、代わりにここに見に来るんだよ」

「そうなんだ」

「うん、『ペットかいたい』って言ってもね、お母さんが『うちにはお父さんがいるからだめだ』って言うんだよ!!」

「へー」

「でも、クロがいつも遊びに来てくれるから、へいきだよ！」

『……いや、超笑顔で言って貰ったのは嬉しいんだけど、その前の会話がちょっと』

　かなりの問題発言が含まれていませんでしたか。あまりよその家の事情に文句を言いたくはないんだけど、それにしたってオッチャンは不ふ憫びん過ぎるでしょう。どれだけ修羅の家なんだ本田家、一体何が行われているんだよ。

　変な方向に転がっているので、話を戻そう。

　とにかく、アフロの店で鳥のエサを買えば、無事に三つ目のミッションコンプリートである。どうしてアフロの店をわざわざ指定したのかが気にならなくもないが、もう来てしまったのだからしょうがない。

　アフロは気さくな奴だから、きっと良いエサを選んでくれるさ。

　だから安心して、お店の中へと一歩を踏み出して。

『……変だぞ？』

　何かがおかしいことに、気が付いた。

　ペットショップ全体が、妙に静かだ。いや、静か過ぎる。

　普段ならば、店で飼われている動物達が騒いでいたり、あるいは店の前をアフロが掃そう除じしていたりするのだが、今そういった様子は見られない。アフロの気配りは万全だから、いつも動物達は楽しそうにはしゃいでいるのに、今はすっかり静せい寂じやくに包まれている。

「しずかだね？」

「うん」

　弥生と雛子も、このただならぬ様子に、おかしいと思い始めたらしい。

「ま、まさか！　あのモジャモジャの身に、なにかが!!」

「ええっ!?」

「モジャモジャのバイタルに、いじょうが!!」

『そこまでのことが起きているの!?』

　正直、入りたくないなぁ。

　アフロときたら、不憫な目に遭うことに定評がある奴なので、弥生の言もあながち言い過ぎとも思えない。店に入ったらアフロの抜ぬけ殻がらとご対面とか、死んでもごめんだ。

「たのもー！」

「え、えっと、たのもー？」

『どこに討うち入いるつもりなの!?』

　俺の危き惧ぐをよそに、恐れを知らない幼女二人は、ずんずんと店内に入って行く。このまま第一発見者になってしまうのか。『ペットショップ殺人事件！　湯煙薫かおる温泉街に赤く染まったアフロを見た!!』みたいなことになるのか。

『ああもう、恨うらむぞ、アフロ!!』

　流石さすがに幼女をそんな目には遭わせられない。

　アフロへの恨み節を呟つぶやきつつ、俺も店の中に入ることにする。




　店の中もまた、静かだった。

　いくつもの動物の檻おりが並んでいるのに、鳴き声は聞こえてこない。中に動物達がいないわけではない。ただ皆動かず、静かにしているのだ。これは本気でアフロの身に何かがあったのか、あるいは経営難から夜逃げでもしたのかと思ったが。

「い、いら、いらっしゃいませ」

『ッ!?』

　しかし突とつ如じよ、店に入った俺達を迎える声が響く。その声は、聴き覚えのあるアフロの声だ。次の瞬間、いつものようにエプロンを着け、いつものように黒々と茂ったアフロを携たずさえたアフロが、俺達の前に姿を現す。

『何だ、いたのかアフロ。俺はてっきりお前のアフロがアフロじゃなくなったりしたのかと思って……て？』

　いや違う。

　アフロは、確かに立っていた。

　ただし、顔を青く染め、びっしりと汗を浮かべて。

　アフロのアフロも普段より小さくしぼんでいて。

　普段アフロの中にいるヒヨコも、不安そうに周囲を見回している。

　そしてアフロ自身も全身を細かく震わせ、歯をがちがちと鳴らしていた。

　要するに、アフロがおかしかった。

『アフロ……？』

　普段は快活なアフロも、今は、ただのパーマのおじさんと成り果ててしまっている。

　その異常な様子に、近付くことを躊躇ためらってしまうが。

「鳥のエサをください！」

「くださーい!!」

　しかし雛子と弥生は、そんなアフロにあっさりと近寄って行く。警けい戒かい心しんなど何のその。幼女の勇気は止とどまるところを知らないらしい。

「は、ははははい！　と、鳥のエサだね、うん、ちょっと待ってね、すぐに用意するから……じゃなくて、ここに鳥のエサは用意してあるから！　うわぁ、偶然だなぁ、たまたま近くに用意してあったよ！　僕の手が届くところに、ちょうど！　やったぁ!!」

「やったー!!」

「やったね！　あ、あと、エサを入れるカゴも、欲しいんですけど」

「うん、エサを入れるカゴだね、ちょっと待って……おっとっと偶然、近くにエサ用のカゴがあったぞ！　探すまでもなく用意してあるなんて、これはまた凄すごい奇跡じゃないか！　実にスムーズに事が運ぶなぁ!!　やったぁ!!」

「やったー!!」

「やったねー!!」

『おい待てお前ら』

　何だ、この茶番。

　幼女が喜んでいるのは構わないのだが、応対しているアフロが目に見えておかしいんですけど。態度もおかしいし、様子もおかしいし、行動もおかしい。

　つーか、その準備の良さは何なんだろう。お前はＴＶショーにおける料理番組のアシスタントかってくらい、要求されたものを直ただちに出して来るけれど、どうしてそんなに用意が良いんだよ。不自然極まりないのだけど、台本でもあるの？

「うん。何も問題はないからね、何も問題なく買い物は終わるから、安心してね!!　すぐに！　すぐに、準備をするから!!」

　そんな手際の良さとは裏腹に、アフロは何故だか全身汗だくで、明らかに怯おびえている。これは夏野が襲しゆう来らいした時に匹ひつ敵てきする怯えようだ。つまり、今のアフロは命の危険を目一杯に感じているということで。

『それに……』

　アフロが立っているのはレジの前なのだが、先程から一歩たりとも、その場から動こうとしていない。まるで、その場を動く気がないように。あるいは、その場を動いてはいけないとでもいうように、だ。

『こいつ、何か隠しているんじゃないだろうな』

　危険なことがあるのではないか。もしくは、何かを企んでいるのではないか。

　アフロはどちらかというと、被害を受ける立場の人間である。まさかこの場で弥生や雛子に危害を加えるというようなことはないだろうけど、しかし一応はこの二人の幼女の警けい護ごを請うけ負おっている身である。アフロに怪しいところがあるのならば、念の為、確認しなければならない。

『よし、調べてみるか』

　抜き足差し足、こっそりとアフロに近付く。以前来たことがある……というか飼われていたことがある場所なのだ、勝手知ったる我が家という感じだ。幸さいわい、アフロは雛子と弥生への対応に精一杯で、俺に気付く様子はない。妨害されることもなく、アフロの足下に辿り着く。

　そして、アフロの背後を覗き込み。

　アフロの怯えの原因を発見した。

　レジカウンターの下に、拳けん銃じゆうを構えた数人の黒服がぎっちりと詰まって、アフロを脅きよう迫はくしていたのである。

『お、おう』

　あんまりにも意味が分からなかったので、思わず目を逸そらしてしまう。

『何だ、今の……？』

　アフロも大たい概がいおかしかったけれど、俺が今見た光景はその上を行くぞ。

　レジカウンターに隠れている黒服達は、どうやら雛子達に見えないように努力しているようで、とても狭苦しそうだった。黒服達の顔はやけに真剣で、手にした拳銃をごりごりとアフロの足に押し付けている。アフロが尋じん常じようではなく緊きん張ちようした様子だったのも、そのせいらしい。まあ拳銃を突き付けられたら、アフロではなくてもそうなるよね。

　とにかく、アフロは明らかに黒服達に脅迫されている。本来ならばポリスのお世せ話わになるような事態だ。しかし俺の中に、焦あせりという感情は全く浮かんで来ない。むしろ、憐あわれみのようなものすら感じてしまう。

『だって、この黒服達、見たことあるんだよなぁ』

　黒服にサングラスという出で立ちの集団に、俺は非常に見覚えがある。というか、この人達とも何だか結構長い付き合いになってきているような気もします。

　それは、どこからどう見ても、某ぼうアイドルの配下である黒服だった。

『こいつら、こんな所で、何をしているんだ？』

　あのアイドルの近くにいてやれよ。

　ステージでダンスとか踊おどっていればいいじゃないの。

　つーか、彼らが仮に俺の知る黒服じゃなかったとしても、ペットショップのカウンターに潜ひそんでいる時点でそれはもう大分残念な方々ですよ。そんな連中がどうこうしたところで別に危なくないですよね。

　流石に拳銃は本物ではなさそうだけど、それを握る黒服達の顔は真剣で。真剣にアフロを脅おどしている。真剣なら、何をしても許されるわけではないけど、とにかく真剣だ。

『うん、まあ、好きにしてくれよ、って言いたいところなんだけど』

　しかし今回は俺が、雛子と弥生の買い物に付つき添そっている以上、放ってはおけない。こいつら、絶対に悪影響を及ぼすし。教育テレビで流せないタイプの人材だし。

　そもそも今回、新稲葉の変態共から幼女を守るという目的で同行しているのに、どうして他よ所そから新たなる変態がやって来るんだよ。変態を引き寄せる何かがこの街にあるとでも言うつもりか。ミサイルでも撃うち込こまれろよ。

「ありがとう、モジャモジャ！」

「ありがとうございます！」

「い、いえいえ、どういたしまして！」

　悩む俺をよそに、雛子達の買い物は終わったらしい。二人ではしゃいでいる幼女を見るアフロは、ようやく肩の荷が下りた、というような顔をしていた。

「これで僕もようやく解放……じゃない、自由に……でもない、とにかく終わったから、それで良いよ」

『良いのか、それで』

「ふう、これでようやく普段の生活に戻れるよ。じゃあ早速、カメレオンに餌をあげて、フンの処理もしないとね」

『本当、動物想おもいの良い奴なんだよなぁ』

　アフロは安堵しているし、黒服連中も拳銃を下ろして一息吐ついている。やっぱりそこに潜むのは大変だったんだね。

　ということは黒服の目的は、雛子がこうして無事に買い物が出来るよう、アフロを誘ゆう導どうしていたと、そういうことなのか。ただそれだけの為に黒服達がカウンターに潜み、そしてアフロは酷い目に遭っていたというのか。

　黒服にそんな命令を下せる人間など、一人しかいない。

『本当、何やっているんだ、あいつ』

　ラーメン屋の一件もそうだったけど、どうにも、雛子の買い物が無事に成功するよう、こっそり裏で暗あん躍やくしているようだ。しかし、何故そんな面倒なことをしているのだろうか。そもそも雛子に買い物を頼んだのは、あいつ自身なのだから、雛子が心配だというなら、最初から堂々と付いて来ればいいのに。

『分からない……分からないな』

　あいつが、雛子に何を求めているのかが、分からない。いやそもそも、今まで分かったことなんてないけど。いつも以上に分からない。

「ぶじに鳥のエサ、買えたね！」

「うん!!」

『まあ、二人には関係のないこと、か』

　俺がいたから、この違和感に気付いたのであって、雛子と……そして偶然ついて来ることになった弥生だけでは、何も疑問に思うことはなかっただろう。そのまま、平穏無事に買い物を終えていたに違いない。

『まあ、害はないから別に良いか』

　考えていても仕方がない。無事トラブルもなく進んでいるのだから良しとしよう。アフロとかには害があるかもしれないけれど、そんなことは管かん轄かつ外がいだ。何も気にせず、本来の仕事に戻ろうじゃないか。それがいい、そうしよう。

「それじゃあ、次のお店に行くよ！　ヒナちゃん！　クロ！」

「うん！」

　ペットショップ『ＩＧＧＹ』を出た弥生と雛子。二人の買い物はまだ続く。

　二人が店を出たのと同時、裏口から、魚介類の名を持つ一家の如ごとく一列に並んで出て行く黒服の皆さんの姿が見えた。

　せめて最後まで隠れる努力をして下さい。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【クロストライク】……　本田弥生がとあるペットショップの店長から習得した、対小動物用決戦奥おう義ぎ。細かく振動させた両手で全身を揉もみ解ほぐすことで、極上の快楽を相手に与える。この奥義を食らった後、数ヶ月の間は身体からだが敏感になってしまい、他の奥義を食らった時の威力が倍加してしまう。サポート技としても有能。

【山田家のインコ】……　山田家で飼われているペットのセキセイインコ。山田家の住人は四六時中歌を歌っているので、その歌を完かん璧ぺきに覚えてしまっている。あまりの美声に、近所のインコ連中のアイドルとなっているらしい。






　その後、俺達は新稲葉商店街を回って。

　雛子の買い物メモに書かれた物を、一つずつ買っていくことになった。




　四ヶ所目：野菜のなかむら

　目的　　：タマネギ

「お姉ちゃん、やさいはいつもここで買ってるんだよ。ほら、そこにカレーのコーナーがある。タマネギならそこにあるよ」

「ほんとうだ。えーっと、タマネギって、こっちのとがっているのだよね。デコボコしてるのじゃなくて」

「ヒナちゃん。そっちはジャガイモだよ？」

『……あのさ。それは良いんだけど、ここのカレーコーナー、おかしいよね？　何で、赤い絵の具とか、ラー油とかが山のように置かれているの？　一体これは、どんなカレーを作る為の材料なの？　つーか、そもそも野菜ですらないよね!?』




　五ヶ所目：文房具ＳＡＫＩＭＯＲＩ

　目的　　：インク

「これでいいのかな？」

「たくさんあって分からないね」

『一口にインクと言っても、色々な種類があるからな。そういう時は使用用途を読んでみれば良いんだぞ。えっと、これは……インクを飛ばして相手の執筆を妨害したり、二本同時持ちでの執筆に最適？　うん、これじゃないのは間違いないな。こんなインクを使うのは、この世であの親おや娘こぐらいだよ』




　六ヶ所目：ドラッグストア　ヒゲダンディ

　目的　　：育毛剤

『だから、子供に何を買いに行かせているんだよ!!　ここは明らかに子供の来る場所じゃないだろ！　さっき雛子がお店の人に「いくもうざいください」って言った時は、店中に緊張が走ったよ！　こういう時こそ黒服達の出番じゃないの!?』

「あ、これ、お父さんが使っているのをみたことがある！」

「うん。うちのお父さんもつかっていたよ。ため息をついていたけど」

『また何か聞いちゃいけないことを聞いた気がする!!』




　かくして。

「かいもの、しゅーりょー！」

「しゅーりょー！」

『終わったというか……まあ、終わったな、うん』

　色々と引っかかる部分はあったというか、むしろ引っかかる部分しかなかったという方が正しいのかもしれないけれど。

　雛子の持っていた買い物メモに書かれていた『雑誌』『チャーシュー二○○グラム』『鳥のエサとエサを入れるカゴ』『タマネギ』『インク』『育毛剤』の全すべてを買い揃えることに成功した。何ともカオスな品揃えではあるけれど、無事に買い物は終わったのだ。

「おいしいねー」

「うん、おいしい」

　無事にミッションを終えた雛子と弥生は、新稲葉商店街にある丘の上公園のベンチに腰を下ろし、二人してアイスを食べている。

　買い物を無事成し遂げたご褒ほう美びといったところだろうか、俺も子供の頃はよく同じようなことをしたものだ。アイスじゃなくて、文庫本だったけど。食べるんじゃなくて読んでいたけど。本を無事に買って来たご褒美に本を読むとか、我ながら凄いと思う。

「アイスを食べていると、いきているってじっかんするね！」

「うん、アイスおいしいよね!!」

「このしゅんかんのためにいきているようなものだよ!!」

「うん！」

　弥生の言動には相変わらず不安を感じるけど。雛子も弥生も、二人揃ってベンチに座り、ニコニコと笑い合っている。

『……まあ、こういうのも、たまには良いよな』

　買い物に付き合うだけのつもりだったのに、随分と疲れてしまった。

　何というか、ツッコミをしないと最悪の場合死に至る自分にとって、ツッコミを入れるべき相手がイマイチ見えにくいという状況は中々に大変なのだ。

　しかし、それも終わりだ。さっさと本田書店に帰って、買い物の続きと行こうじゃないか。俺の買い物フェイズはまだ終了してないんだぜ。

「そうなんだー、お姉ちゃんがねー」

「うん！　ヒナのお姉ちゃんはね！」

　そろそろ帰りたいと思う俺の目の前で、しかし幼女達の話は、すっかり盛り上がってしまっている。どうやら話の内容は、お互いの姉のことのようだ。

　本田弥生の姉である桜と、山田雛子の姉であるあの人。

　考えてみれば、二人の姉はまるで違ったキャラクターだ。

　片や本田書店の未来を担になう後継者。

　片や若手芸人系人気アイドル。

　全く違った道を歩んでいる二人、あえて共通点を挙げるとするなら、二人共に妹のことを溺でき愛あいしていることだろう。だからこんなに、妹達が真まっ直すぐに育ったのだ。

　逆に言えば、妹が真っ直ぐに育っていない場合、原因は兄や姉にあるということになる。じゃあ円まど香かが変なのって、俺のせいなの？　マジで？　ちゃんと毎日本を読ませて感想文を提出させていたのに？

　若干凹へこんでいる俺をよそに、妹ズの話は盛り上がる。

「やよいのお姉ちゃんはね！　ほんやをけいえいしているんだよ！」

『いや、経営はしてねぇだろ』

「すごい！　じゃあ、ヤヨちゃんのおうちには、絵本がいっぱいあるんだね！」

「うん！　いっぱいいっぱいあるんだよ。やよいはあんまり読まないけどね」

『いや読めよ。本は読んどけよ』

「あのね！　ヒナのお姉ちゃんは、ひかってるんだよ！」

『それ出しちゃうと意味分からないから』

「すごい！　じゃあ電気代がおさえられるね！」

「うん！　停電してもだいじょうぶなんだよ！」

『姉の扱いが地じ味みに可か哀わい想そうだ！』

　目の前で繰くり広ひろげられる幼女達の会話に、思わずツッコミを入れてしまう。だって放っておいたら、ボケスパイラルがエクストリームしちゃいそうだもの。

「えっとね、ヒナのお姉ちゃんは……お父さんは」

『お父さんの話になっちゃった!?』

「お父さんは……えっと……とくにないかな」

『ないのかよ!!　何かしらあるだろ!!』

「あ、ごめんね、うちのお父さんも、とくになかったよ」

『オッチャンかわいそう……』

「そうだよね、お父さんはかげがうすいから」

『そう言ってやるなよ……！』

「お父さんって、きほんてきに、かげがうすいものなんだよ」

『全国の父親に謝れ!!』

「うん、たまに忘れちゃうもんね」

『お父さーん!!』

　こうしてツッコんでも、誰も聞いちゃくれないんですけどね。でもツッコミは出ちゃうの。そういう体質なの。

　ともかく、この二人の会話はしばらく終わりそうにない。せっかく話に花が咲いているのだ、水を差すのは野や暮ぼというものである。

『しょうがない。こんなこともあろうかと、読むべき本を密ひそかに用意しているからな。これを読んで時間をつぶすとしよう』

　リュックサックの小型ポケット、そこに仕込んでおいた一冊の本を取り出す。幼女達が戯たわむれているその隙すきに、青空読書としゃれ込もうじゃないか。

　Ｌｅｔｓ'　Ｒｅａｄ！

　そう、本の世界へと飛び込もうとした瞬間。

「うー！　やよいのお姉ちゃんが一番だもん！」

「もー！　ヒナのお姉ちゃんの方が一番だもん！」

　そんな、穏やかではない叫び声が聞こえてきた。




『何だ!?』

　本から顔を上げ、慌あわてて声のした方を見てみる。

「やよいのお姉ちゃんは、ひとりでほんやをけいえいするくらいすごいんだもん！　お姉ちゃんのかたにほんやのみらいがかかっているんだよ！」

「うー……でも、ヒナのお姉ちゃんの方がすごいもん！　まいにちピカピカ、お日さまみたいにかがやいているもん!!」

「それなら、やよいのお姉ちゃんだって、毎日お店の中をピカピカにしてるもん！」

「ヒナのお姉ちゃんは、何もしなくてもかがやいてるもん！　そのうちお日さま以上にかがやいてみせるんだもん！」

『あれぇ？』

　何だか、良からぬ方向に話が盛り上がっていますよ？

　あれ程仲良くしていた二人が、今は張り合うようにして声を上げている。先程までの穏やかな様子は、どこにもない。しかも、口論の内容は、どちらの姉の方が、より優れた姉かということで。

「やよいのお姉ちゃんはすごいんだから！　お母さんじきでんのコブシで、じっけんだいになったお父さんをはかいしたんだから！」

「ヒナのお姉ちゃんだって負けてないよ！　すっごくピカピカかがやいているから、そのせいでお父さんは目をやられたんだよ!!」

「お姉ちゃんの方がすごいもん！　お母さんに鍛きたえられたのと日々の仕事のおかげで、キンニクが付いてきちゃってるって悩んでたんだよ！　特に握力がすごいんだって！」

「お姉ちゃんの方がすごいもん！　お休みの日とか、気を抜いていると家ではグデッとしてるし、フニャッとしてるんだけど、それでもかがやいてるんだから！」

「リンゴを素手で握りつぶしてたし！」

「よだれたらしながらもかがやいてるんだから!!」

『あ、あの、お二人さん……？』

　必死で叫んでいらっしゃるけど、それは外部に漏もらしたらいけない情報ではないのだろうか。何というか、恥ち部ぶって感じの話ですけど。というか、二人の姉が凄いことになっているよね。

「やよいのお姉ちゃんの方がすごいもん！」

「ヒナのお姉ちゃんの方がすごいもん！」

　依然として、お互いの姉自慢を繰り広げる二人の幼女。何とか止めようにも、犬である俺の言葉は二人に届くことなく、本田家長女と山田家長女の内情がダダ漏れである。

　幸い、この公園には俺達以外には誰もいないから、秘密は漏れることはないものの。これだけ大声で叫んでいたら、更なる秘密漏ろう洩えいを招きかねない。特定秘密保護法でも防げないレベルのピンチだ。いやまあ、既に俺は聞いてしまっているけど。

「う──!!」

「も──!!」

　半泣きで睨にらみ合あう弥生と雛子。下へ手たしたら、摑つかみ合あいの喧けん嘩かにまで発展してしまうかもしれない。

『ああもう、どうすればいいんだ！』

　目の前の事態に途と方ほうに暮れる俺。

　本当にどうしようかと、そう思った時。

　突然、辺りが輝き出した。

「カァァァァァァットォォォォォォ！！！」

　そんな叫び声と共に、植え込みの中からにょっきり生えるという、いかにも芸人的な方法で現れたのは、ある意味で予想通りの人物。今日、俺達の身に起きた不可解な出来事に嚙んでいることが、どう考えても明らかな人物。

　みんなのアイドルにして、作家である彼女。

　太陽よりもシャイニング、光り輝く悪目立ち。

　そう。

　大人気アイドル作家、秋月マキシが、そこに現れたのだった。




「カット！　カットよ！」

「お姉ちゃん!!」

「え、マキチー!?」

　メガホンを片手に持ち、白いコートと白い帽ぼう子しという、いつものお忍び用の格好で植え込みから飛び出してきたマキシに、幼女二人はそれぞれの反応を見せた。マキシの妹ということで、普段から見慣れているだろう雛子はともかくとして。弥生にとっては、テレビで見ているアイドルが突然現れたのだ。そりゃ驚くだろう。

「お買い物、頑がん張ばったわね、ヒナ！　今日は御ご馳ち走そうよ!!」

「わーい!!」

「そちらの幼女も中々いい働きだったわ！　輝いていたわよ!!」

「わーい、マキチーにほめられた！」

「二人とも良くやったわね！　うん、あたしも大満足よ!!」

「えへー」

「えへー」

　雛子と弥生の頭を優しく撫なでるマキシ。その姿は、アイドルというか、ひとりの優しいお姉ちゃんのようで、この人が若手芸人的人物であるということを忘れそうになる。いやまあ、一番重要なのは作家であることだけど。

『おい』

「ひィ!?」

　俺の一鳴きに、飛び上がって反応するマキシ。

「って犬!?　犬がいるわ!?　どういうことよ!!」

『いて悪かったな。どういうことって、そりゃこっちの台詞せりふだよ。いい加か減げんどういうことなのか説明しろよな！』

　今日一日、こいつが関かかわっていたのは分かっている。

　雛子が一人で現れた時から、その予感はあったけれど。その後の展開では、部下である黒服の暗躍は良く見られたのだが、肝かん心じんのこいつの姿は最後まで現れなかった。いつもは率先して表に出て来る、むしろ呼んでいなくてもやって来る系の出たがりであるマキシが、今日に限っては裏方に徹てつしていたのだ。どうした、芸人からＡＤにでも転向したのか。

「何だか、バカにされているような気がしたわね！」

『バカにしているんだよ』

「まあ、あたしってば超超超超有名人だから、どんな意見も受け入れて、前に進んで行くんだけどね！　ああ、どんな時でもポジティブなあたしって、超輝いてるっ!!」

『言うことは立派なんだよなぁ……』

　やっていることが良く分からないんだけども。

「まあ、いいわ」

　マキシは、弥生と雛子に向き直ると、目線を合わせて声を掛ける。

「二人とも、頑張ったのは認めるけど、ちょっと喋しやべり過すぎよ？　それ以上話が続くと、テレビで流せなくなっちゃうじゃない」

『……はぁ？　テレビ？』

　急に何を言い出したんだこいつ。

「ヒナはまだ小さいけど、いつかあたしの後を追って芸能界入りした時に備えて、子供の頃の映像を今から撮とっておかないとね！　もちろん、どんな将来を選ぶかはヒナ次し第だいだけど、でも、このあたしの妹なんだから、才能あるに決まっているもの！　芸能界入りなんて楽勝よ！　だからこうして、知らない街で不安になりながらも、持ち前の明るさと勇気でバッチリ『はじめてのおつかい』を頑張っているところを、しっかり映像に残しておかないとね！　いずれ大アイドルになるかもしれないヒナだもの！　これくらいの準備は当然よ!!　そしてあたしは秋月マキシ監かん督とくよ!!」

『お前は一体何をやっているの!?』

　何が監督だバカバカしい!!

　こいつの言葉からするに、雛子の将来に備えての映像を撮影していたと、そういうことらしい。メガホンを持って、カットだ何だと言っていたのもそのせいか。お前に、他人を監督するだけの権利があると思っているのかよ。

　しかし、そうなると合点がいく。

　新稲葉の住人でない雛子が、何故かここ新稲葉でお使いをしていたこと。ラーメン屋で感じた謎の視線。ペットショップでの、黒服によるアフロ脅迫劇。

　あれは、マキシの部下である黒服がこっそり暗躍して、雛子の買い物のサポートをしていたということなのだろう。本田書店においては、桜がかなり有能だったせいか、出番がなかったようだけど。その後の八や百お屋やや、文房具店、ドラッグストアにおいても、何かしらの助けがあったに違いない。

　それは全て、雛子のお使いを成功させる為。そして、その様子をカメラに収めて、将来的に雛子が芸能界デビューした時に使用する、ということらしい。

『随分気が長い話じゃないですか』

　どれだけ長いスパンの計画なのだろう、と思うけれど。マキシの持てる力を総動員すれば、それくらいは簡単に出来そうだ。実際、雛子のお使いは成功したしな。

「そこの幼女！　あんたも良い仕事をしていたわよ！　輝いていたわ！」

「わーい、輝いてるー！」

　既にマキシのシャイニングオーラに乗せられている弥生。ノリノリでマキシの動きの真ま似ねをしている。

「ヒナだけで考えていたから、はじめはどうしようかと思っていたけど。でも、そういうのもアリよね！　臨りん機き応おう変へんな対応を心掛けるあたしも、本当に輝いてる!!」

　確かに、雛子の『はじめてのおつかい』と考えた場合、弥生の存在はイレギュラーだった。しかし、幼女同士で助け合ってお使いを成功させる、という筋書きはいかにも盛り上がりそうなので、マキシも弥生の乱入を容認したのだろう。

「よし、ＯＫよ。それじゃあ皆、出て来なさい！」

　マキシの言葉と同時、草むらから数人の黒服達が登場する。その様は、無表情なエージェント達が次々と集まってくるかのようで、少し怖い。黒服達は各おの々おの、スクリーンやプロジェクターなどを持ち寄ると、その場に簡かん易い的てきなシアターを作り始めた。

『おい、一体何を始めるつもりなんだ？』

「それじゃあ早速だけど、少し映像を観みてみましょうか。まだ仮編集だけどね。ここからヒナの輝かしいアイドル生活が始まるかもしれないじゃない、さあ皆、刮かつ目もくして未来のスターの誕生を見守るのよ！」

『いきなりだな、オイ』

「わー、楽しみだね。ヒナちゃん、クロ！」

「うん！」

　周囲の皆は、拍手で映像を待ち望んでいる。俺はそんなに楽しみでもないんだけど、空気読めていないのかな。幼女のお使いにそこまで熱中するだけの要素はないと思うんだけど、俺が特殊なんだろうか。

　黒服達が用意した椅い子すに、それぞれ腰掛ける弥生と雛子。俺は弥生の膝ひざの上でお座りして映像を観ることになった。




　壮大な音楽が流れ出す中、画面に映るのは、『雛子　ＴＨＥ　ＭＯＶＩＥ』という文字と、その下に大きく『秋月マキシ監督作品』の文字。あの、下の文字の方が明らかに大きいんですけど。こんなところでも自己主張が激しいんですね。雛子が主役なんじゃなかったのかよ。

　やがて、文字が消えると共に始まる、肝心の映像。

　そこには、今日一日を共にした雛子の姿が映っていて。

『……ほう』

　それは、正直に言って、面白かった。一つの映像作品として見てみれば、非常に見ごたえのあるもので、思わず見入ってしまう。

　普段からカメラで撮られ慣れているマキシの、本ほん領りよう発はつ揮きといったところだろうか。計算された構図、背景と音楽のチョイス、雛子の表情と動きの切り取り方、流れるようなカメラワーク。そのどれもが、素人しろうとの域を遙はるかに超えている。ご家庭のホームビデオとは訳が違う。確かに、これならそのまま映像作品として放送に耐えられるだろう。お情けではないだろうが、ついでに弥生と俺もバッチリ映っている。へー、俺ってあんなに短足だったんだ。ちょっとショックだな。

　挿そう入にゆうされるマキシのナレーションも、耳に心地ここち良よい。妹愛を感じさせる、良いナレーションだ。どっかのシスコンカラスによるスピーチとは大違い。

　時々、どういうアングルから撮影したのか分からないシーンがあったけど。特に、アフロの視線に合わせて撮られているシーンとか、カメラを仕込むべき場所が、アフロのアフロの中以外に考えられないんだけど、仕込んだの？

　やがて映像は、弥生と雛子が、お互いの姉についての口論を始め、それぞれの家庭の恥部までを話し始めた所で終わっていた。流石さすがにここからは放送に乗せられないと、やむを得ずに監督が出て来たということなのだろう。特にアイドルであるマキシに関しては、自宅での態度が暴ばく露ろされちゃったわけだし。

「こら、駄目でしょヒナ？　あたしが家でぼんやりしているってことは、絶対にお外で言っちゃいけないって、教えたでしょ？」

「ごめんなさい。お姉ちゃん」

「あたしが家では上下揃いのジャージで過ごしていて、しかも寝っ転がりながらポテチ食べつつ、自分が出ているテレビを観て輝いていることは、お外では秘密だって、そう何回も言ったじゃない」

『秘密っつーか、何つーか……』

　こいつ、結局家では何をやっているんだ。輝いてないと死んじゃうの？

「やよいも、ポテチ好きだよ？」

「ってそこの幼女！　それは輝けるあたしのトップシークレットなんだから、絶対に黙っていてよね!!　黙ってくれたら、特別にあなただけに輝いてあげるから!!」

「やったー!!」

『お前の輝きにどんなご利り益やくがあるんだ』

「良い？　絶対に秘密よ。絶対に誰にも言っちゃ駄目なんだから！　絶対に絶対よ！」

『おいやめろ』

　そこまで言うと、『言え』って意味になっちゃうんだから、言ったら駄目だよ。

　どうにも、マキシの秘密が守られる気がしない。しかもそれをバラされたところで、別に構わないような気もするし。芸人的には、むしろプラスなんじゃないの？

　というか、この映像によってマキシの秘密がバレた場合、巻き添えになって、もう一人の姉の秘密もバレることになってしまうのではないのか。何だか、そっちの方が、より大変なことになってしまうような気が……。

　俺が、そう危惧した時。

「あの……一体何をしているんですか？」

『え？』

　俺の頭に影が差す。

　顔を上げて見れば、夕日をバックに、もう一人の姉がそこにいた。

　本田桜が。

　逆光の中に、立っていたのである。


　　　　　　　　



「それで、勝手に撮影ってどういうことなんですか？」

「え、えーと……」

『さ、桜さん？』

　戸惑うマキシに、視線を合わせて問い詰めるように話をする、桜。

　客観的に見ると、マキシがお説せつ教きようをされているように見える。

　桜の表情は陰になっていて見えないけれど、身に纏まとっている雰ふん囲い気きが明らかに普段と違うのが分かる。普段なら春の陽光のような穏やかさを身に纏っている桜だが、今は違う。たとえるなら、吹ふき荒すさぶ雪風のような冷たさ。初めて見る、桜の姿だ。

「弥生の帰りが遅いから心配して、公園まで捜しに来たんですけど。そうしたら、何だか弥生が大声で叫んでいて。しかも、撮影って、どういうことですか？　うちの弥生とその子を、無断で撮影したんですか？　それって盗撮ですよね？　どうしてそんなことをしたんですか？　勝手にそんなことをしたら駄目ですよね？」

「あ、あの、あたしは」

「しかも、わ、私の恥ずかしい話までしていたみたいですけど、まさかそれも撮影していたんですか？　撮影って、まさか放送したりするんですか？　もしそうだとしたら、そんなこと、絶対に許せないんですけど、どう責任を取るおつもりですか？」

　そんな桜を見ていた弥生の身体が、震えている。

　いつも快活なその顔に浮かぶのは、怯えの色。

「お姉ちゃん。お、お母さんと同じだぁ……」

『……え？』

　お母さんって、オッチャンの奥さんだよな。本田書店の看板に刻まれた、あの拳こぶしの主のことです。ということはつまり、今の桜は、オッチャンを破壊するのと同等の迫力を持っているということですか。何それこわい。

「ねえ、どういうことですか？　撮影なんかしていいと思っているんですか？」

「ひ、ひぃ」

　畳たたみかけられる正論に、マキシは何も言葉を返すことが出来ない。

　普段は自信たっぷりで輝いている彼女も、今や輝きを失って、されるがままである。この怯えよう、中々見られるものではない。夏なつ野のと相対した時ですら、ここまでは怯えていなかったのに。















　マキシをそこまで追い詰めるほどの、桜のターンは続く。

「ねえ、黙っていないで、答えて、下さいますか？　どうして、勝手に撮影なんか、していたんですか？　それを撮って、どうするつもりなんですか？」

　問う桜の拳に、力が込められている。リンゴくらいなら軽く握り潰してしまいそうな力の入りようだ。そのせいで、マキシはより一層怯えている。いくら輝けるアイドルといえども、握り潰されたらどうしようもない。全身がヒデブしてしまう。

「ねえ、どういうこと、ですか？」

「だ、だって！　ヒ、ヒナは、あたしの妹だから！　妹のプライベートショットをいくら撮ろうと、あたしの勝手でしょ!!」

『おお、マキシの反撃だ！』

　気き丈じようにも、抵抗を試こころみるマキシ。そう、マキシもただの人間ではない。芸能界という厳しい世界に身を置き、荒波を乗り越えてきた経験があるのだ……きっと。だから桜のような一般人を相手に、怯えてばかりはいられないのだ……多分。

　秋月マキシはここからが強い!!

　マキシはここから逆転するんだ!!

　行けマキシ、アイドルの意地を見せろ!!

「………良く聞こえなかったので、もう一度仰って頂けませんか？　何が、勝手なんですか？」

「ごめんなさいあたしが悪かったです」

『弱いな!!』

　桜が一言返しただけで、一転してしっかりとした謝罪を行うマキシ。服が土で汚れることも構わない、百点満点の土ど下げ座ざだ。いやまあ、アイドルとしては零点ですけどね。アイドルが土下座したら駄目だよ。土下座だけは絶対に駄目だって。

　あっさりと折れることになったマキシだったが、それも無理からぬこと。だって、今の桜は、怖い。

　真ま面じ目めな性格だから、曲がったことに対して厳しいし、怒らせたら怖いというのは前から知っていたけど。しかし、ここまでのものだったとは。弥生を盗撮していたのが、そんなにも逆げき鱗りんに触れたということなのか。いやまあ確かに盗撮は悪いことだけど。

　うん、色々麻ま痺ひしていたんだな、俺達って。




　桜によるしばらくのお説教と撮影ＶＴＲの没ぼつ収しゆうを経て、ようやくマキシは解放された。

　桜の怒りはまだ収まっていないようだが、しかし随分と印象が柔らかいものに戻っている。いつもの桜が戻って来たのだ。

「全くもう!!」

「ごめんね、お姉ちゃん」

「ごめんなさい……」

「もう、あなた達が悪い訳じゃないけれど。でも、二人とも、家族の秘密を外で話しちゃ駄目だよ？　誰にだって、秘密にしておきたいことはあるんだから。今日のことも、内ない緒しよだからね？　あと喧嘩もしちゃ駄目だよ？」

「「はぁーい……」」

　丁寧に諭さとす桜に対して、素直に頷く幼女二人。

　まあ、人生の中で撮影されることとか、あんまりないと思うけど。だけど、これで二人とも、無断で誰かを撮影するような大人にはならないと思う。

　ちなみに、無断で誰かを撮影するような大人こと、マキシさんはと言えば。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

『うわぁ……』

　すっかり心が砕けていた。どこかの映は見みみたいな有様になっていた。

　あまりにも恐ろしくて、詳細を語ることは出来ないけれど。桜を怒らせるのだけは止やめようと、そう誓ちかった一日だった。

　本当、人は見かけによらないものである。


　　　　　　　　



　謝罪を終え、本田書店へと戻る俺達。

「ねえねえ、お姉ちゃん。お店の方はどうしたの？」

「え？　ああ、お父さんがちょうど戻って来ていたから、任せて来たよ？」

「でも、なんか、たいへんそうだよ？」

「え？」

　弥生が指さしたのは、見慣れた本田書店の店てん舗ぽ。それが、激しく上下に振動している。

「ぴぎぃぃぃ！」

　カエルが潰れたような声。店先の自動ドアが開いて、そこからオッチャンが弾はじき出だされて来る。まるで誰かに殴なぐり飛とばされたかのような勢いだ。どうしたオッチャン、そんなに奇妙な動きをして、一体何があったんだ。

　本田姉妹は、慌ててオッチャンに駆け寄る。

「お、お父さん？」

「お母さんのしわざー？」

「うん、そうみたい……全くお父さんったら、またお母さんを怒らせるようなこと、しちゃったんだね。弥生も、ああいう風になったら駄目だよ」

「はーい！　ヒナちゃんもおぼえておくといいよ！」

「はーい！　でも、うちのお父さんに似てるよ！」

『いや……』

　だから、雛子に何を教えているんだ。それに、オッチャンをもう少し労いたわってあげろよ。お前らのその、『良くあることです』みたいな手慣れた対応は何だよ。いやまあ、本当に良くあることなんだろうけど。

「じゃあね、ヒナちゃん!!」

「うん！　ヤヨちゃんも、またね!!」

　手を振って別れを惜しむ、幼女達。

　その後、本田姉妹は父親を介かい抱ほうしながら店に戻り、山田姉妹も仲良く家に帰って行った。マキシは涙目で、一言も喋らなくなっているけれど。ついでにその後を、撮影クルーとして働いていただろう黒服の皆さんが付いて行った。

　辺りに静寂が戻る。

　新稲葉の一角を揺るがした小さな騒そう動どうは、ここに幕を下ろしたのだ。

『……はぁ』

　二組の姉妹のせいで、何だか大変な一日だった。

　しかし、まあ。

『姉妹愛ってのは、良いものだよな』

　桜と弥生の姉妹の形。

　マキシと雛子の姉妹の形。

　どちらも同じように、尊とうといものだった。

　俺も久し振りに円香の顔が見たくなったな。

　まあ、何よりも今日の収しゆう穫かくは。

　何があろうと、桜を怒らせてはならないと、そのことを理解したことだろう。




　その後、夏野のマンションに帰った俺はと言えば。

「あら、随分と帰りが遅かったじゃない。私を心配させるなんてこれは死刑ね、死刑」

『ひぃぃぃぃい！！！』

　雛子の買い物に付き合った結果として、帰宅が遅れてしまった俺は、家で待っていた夏野によって更なる怒りに晒さらされる羽目になるのだが。

　それはまた、別のお話である。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【雛子が買った雑誌】……　芸能関係の雑誌の中に一冊だけ、『後こう輩はいとの上手な付き合い方』という本がひっそり混ざっていたが、本田桜は見て見ない振りをしたらしい。

【新稲葉の評価】……　新稲葉という街は、他の街から見ればかなり特異なものと成り果ててしまっているらしく、書しよ林りん社しや発行の月刊誌『グッド住まいる』にて行われた企画『隣町にしたくない街ランキング』において、堂々の第三位を獲かく得とくした。


















　　　七月　三〇日






『……ふう』

　思わず漏もれる溜ため息いき。

　たった今読み終えたばかりの、『眠れる森の爺じいさん　ＶＳ　メカ婆ばあさん』を閉じる。

　行き過ぎた自然信しん仰こうと、行き過ぎた科学信仰の対立を通して、閉へい塞そくしがちな現代人に、生きることとは何かを考えさせる一冊。爺さんとメカ婆さんが互いの手を取り合いながら、孫にお年玉をあげるクライマックスには、思わず目め頭がしらが熱くなってしまった。

　うん、やっぱり人は無理をしないで自由気ままに生きるのが大事なのだ。具体的には、読欲のままに本を読み続けることが大切。細かいことに悩んだりせず、ありのままで読み続けよう。

『良し、調子が出て来たぞ！　さて、次の本はっと』

「邪じや魔まよ」

『きゃうんっ!?』

　黒い毛布を敷しき詰つめた寝床の中、次の一冊へと伸びかけた前足と本の塔とうとの間に、黒いストッキングの爪つま先さきが割り込んで来た。

　俺を蹴けり飛とばす勢いで向かって来たその爪先は、しかし俺の身体からだにダメージを与えることはなく、サッカーボールのようにすくい上げた。そのまま、ミニチュアダックスフンドの軽い身体は、天てん井じようの方向に飛んで行ってしまうが。

『なんのっ!?』

　叫び声と共に全身を丸めて回転。どこぞのネズミ格かく闘とう家かのように全身を無理矢理高速回転させることで、天井にぶつかるギリギリで軌き道どうを変える。

　そのまま、この部屋の半分以上を占める本棚の上へと見事に着地する。あまりにも見事な着地で、スキージャンプの選手のようにテレマークを決めたくなる。

「あら、そんなにポーズを決めたいのなら、スキー場にでも行く？」

『別に決めたい訳じゃないよ。そもそも俺、スキーなんてやったことないし』

「あら、誰がスキーをやるなんて話をしているのかしら。私はただ、アナタをスキー場のジャンプ台から突き落とすだけよ？　ちなみに雪が無い状態でね」

『それただの殺害予告ですよね!?』

　二時間ドラマも真っ青な墜つい落らく劇げきが起こるだけだ。早急に警けい察さつの保ほ護ごを求めたい。

　恐る恐る、俺を蹴り上げた人物を見下ろす。

　ウェーブの掛かった長い黒くろ髪かみに、赤みがかった大きな瞳ひとみ。上から下まで真っ黒な服装。いつも通りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを突き付けてくるのは、この部屋の主あるじにして、俺こと春はる海み和かず人ひとの飼い主である夏なつ野の霧きり姫ひめ。またの名を、超ベストセラー作家・秋あき山やま忍しのぶという。

　一年前の夏、俺達はとある喫きつ茶さ店てんで起きた強ごう盗とう事件が切っ掛けで出会った。それから、いくつもの事件と厄やつ介かい事ごと、沢山の人達との出会いと別れ、そして再会の末に、こうしてまた一緒に日々を過ごすことになったのだった。

　まあ、一緒に過ごすと言っても。

　読書バカの俺は、本を読み続けるだけ。

　執筆バカの夏野は、本を書き続けるだけ、なんだけど。

『……あれ？』

　リビングの時計を見れば、まだ午前中だった。いつもなら、夏野は机に向かって原稿を書いている時間。お昼にはまだ早い。俺の体内読書時計が狂ったわけではないらしい。

　しかし今、夏野は本棚の下から俺を機き嫌げん悪そうに見上げている。その手の中にあるのはいつもの黒い万年筆ではなく、三○センチメートル四方のダンボール箱で。

『……夏野さん？　何やってるの？』

「そうね。いつまで経たっても本棚の上から降りて来ない駄犬に業ごうを煮にやして、どんな不ふ思し議ぎなくすりを飲ませてあげようか考えているところよ」

『お前がここまで蹴り上げたんだろ!?』

「いいから、さっさと降りて来なさい。繁はん華か街がいで海を見る薬か、身体が縮ちぢんで子供になる薬か、眠らなくても疲れない薬か選ばせてあげるから」

『その選択肢で降りる奴はいないよね!?』

「うるさいわね。ほら、大おお掃そう除じするんだから、降りて来なさいよ」

『は？　大掃除？　何でいきなり』

　突然そんなことを言い出すなんて、やっぱりおかしい。

　長らく執筆が止まっていた、秋山忍の超人気作『大罪シリーズ』の最終巻『色欲』は、つい先日無事に完成し、後は発売を待つばかりとなっている。

　俺を含む、世界中の秋山忍の読者が待ち望んでいたその一冊は、確かに秋山忍の最高傑けつ作さくとなるに違いない。しかし、あくまでもそれは沢山の著作の中の一つであり、秋山忍にとっては通過点でしかないことも確かだ。

　何な故ぜなら、『大罪シリーズ』は、決して秋山忍の、最後の作品ではないのだから。

　実際に、『色欲』が完成した後も、夏野は休むことなく毎日机に向かい、ひたすらに原稿を書き続けていた。まるで『まだ何も終わっていない。本当に楽しくなるのはこれからだ』とでも言うかのように。

　そんな執筆バカの夏野が、執筆を放ほうり出だして突然の大掃除宣言だなんて、一体何があったのか。どうしたの、お腹なかでも痛いの？

「いいえ、すこぶる快調よ。今なら本棚から落ちてくる駄犬を、床に着く前に四つに斬きり落とすことだって出来るわ」

『いや、ますます降りる気がなくなったんだけど』

　どうしてこの人は、ハサミの斬れ具ぐ合あいで自分の体調を判断するの？　仕事人なの？

「とにかく大掃除をするわよ、大掃除。ここ最近は、身の回りの簡単な掃除しかしてなかったものね。気分転てん換かんも兼ねて、大掃除をしましょう。大掃除をすることで、脳内の整理がついて執筆も進むの。つまり、執筆と大掃除は切っても切り離せない関係。大掃除は執筆のマザー。表裏一体のリレーションなのよ！」

『はぁ、そうですか』

　若干ハイな様子で、大掃除の有用性を語り続ける夏野さん。原稿の書き過ぎで、いよいよ頭がおかしくなったのかとも思ったけれど。

　しかし、夏野の机の方を見て、状況を理解した。

　机の上に積まれた原稿用紙の束。それが、俺が朝見た時と全く同じ状態で積まれている。普段なら、紙面全体を埋め尽くす程に黒々とした文字が書き込まれる原稿用紙が、今は白紙のまま。それはつまり、執筆が思うように進んでいないということで。

『成なる程ほど、それで気分転換の為ために大掃除なんて言い始めたのか。何だよ、面めん倒どう臭くさい。最初からそう言えば良いのに』

「うるさいわね、抉えぐって捻ねじって搾しぼり取とるわよ？」

『何だか良く分からないけど怖いな!?』

　でも、秋山忍の執筆が止まる、か。

　確かに珍めずらしいことではあるが、夏野がスランプになったことは前にもある。あの時はドＭが通とおり魔ま騒さわぎで、俺の妹が大だい乱らん闘とうでスマッシュして大変だったっけ。

『まあ、好きにやればいいんじゃないのか？』

　それで執筆が進むと思うなら、何だってやるべきだ。世界中の読者が、秋山忍の原稿を待っているのだから。

「言われないでもやるわよ。アナタにも手伝って貰もらうんだから、早く降りてきなさい」

『それは断る』

「……はぁ？」

『当たり前だろ。俺は本を読むのに忙しいんだ。こんなにも多忙な俺が、何で大掃除の手伝いなんかしなきゃいけないんだよ』

　本棚の上に腹ばいになる。大掃除の手伝いなど真まっ平ぴら御ご免めんだ。俺は今日中にあと五冊は読まなきゃいけないんだぞ。あー、忙しい忙しい。

　いつもなら、無理矢理連れて行かれて強制労働に励はげむことになる俺だが、しかし今は状況が違う。夏野が蹴り上げてくれたことによって、俺は今、高い本棚の上にいるのだ。

　夏野の身長を軽く超える高さの本棚。更にこっちは小回りの利きくミニチュアダックスフンド。いくら夏野といえども、この上にいる限り俺を捕らえるのは簡単ではない。

『──ッ!?』

　瞬間、銀色の一いつ閃せんが目の前を通り過ぎた。俺の頭頂部の毛が、ハラリと宙に舞う。

　落ちた毛を追って下を見れば、銀色のハサミを抜き放った状態の夏野さんがいて。

「分かっていると思うけど、本棚の上ぐらいなら当然私の間合いだからね」

『アッハイ』

「別に、犬の全身の毛を刈かって気分転換をしてもいいのよ？」

『手伝います！　手伝わせて下さい！　わあ大掃除楽しそう！』

「よろしい」

　得心したように頷うなずき、ハサミを太もものホルスターに納める夏野。床に置いていたダンボール箱を持ち上げると、リビングから出て行こうとする。

「こっちよ。来なさい」

『はいはい』

　俺も、自らの身と自由を守る為に、本棚から降りて夏野に付いて行く。

　つーか、俺の毛を刈る作業はしょっちゅうやっている気がするので、気分転換にはならないんじゃないのか。ノルマがあるのかってくらいやられていますよ。

　とまあ、そんな風にして。

　言葉と危険と凶器の混じった、いつもの犬と人のやり取り。

　これが、俺達の取り戻した日常の姿なのであった。


　　　　　　　　



『はぁ、この部屋も、何だか久しぶりだな』

　夏野の後について廊ろう下かを歩き、別の部屋に辿たどり着つく。ただの部屋ではなく、倉庫として使用している部屋。様々なガラクタや危険アイテムが詰め込まれた、危険ルームだ。

『というか、この部屋って、前にも片付けてなかったっけ？』

　そう、確か円まど香かと一緒に片付けに来たことがある。あの時は確か、俺の声を利用して色々な言葉を喋しやべる傍はた迷めい惑わくな機械が見つかって。そのせいで夏野と円香が争い、そして俺が酷ひどい目に遭あったのだった。

『いや、その前にも、確か……』

　円香の愛用していた化物包ほう丁ちようが壊れて、その代用品をここに探しに来たことがあった。結局代わりの包丁は無事に見つかったんだけど、最終的には俺が円香のブルーカレーを食べさせられる酷い目に遭ったのだった。つーか、青は駄目だよ青は。

『……うん』

　つまり結論として、この部屋に関かかわると、俺は酷ひどい目に遭う。間違いなく。そんな嫌な予感に、早くも全身が震え出しそうになる。

　ここは勇気ある撤てつ退たいを上官殿に具申したいところであるが、しかし上官である夏野軍曹は勿もち論ろんそんな話に聞く耳を持ってくれる筈はずもなく。むしろ敵前逃亡の罪で、より酷い目に遭わされる可能性まである。駄だ目めだ、混乱して口調までおかしくなって来ている。

「良し、それじゃあ始めましょうか」

『いや、片付けるって言っても、どうするんだよ、これ』

　改めて室内を見渡す。アンティークの椅い子す。ボートのオール。米こめ俵だわら。羅ら針しん盤ばん。注射器。タイプライター。卓球台。クワ。何だか良く分からない機械群。あまりにもゴチャゴチャし過ぎていて、どこから手を付ければ良いかすら分からない。

　前にも片付けている筈なのに、何故こうもカオスな状況になっているのか。まさかガラクタが勝手に集まって来るゾーンでも展開されているんじゃないだろうな。

「それじゃ駄犬。アナタはあっちの奥の方からよろしくね」

『いやだから、いきなりそんなこと言われて……あれ？』

　俺の目線が。

　気が付けば、えらい高い位置にあるのは、どうしてなんでしょうか。

『……はい？』

　明らかに通常とは違う、目の前のガラクタ達を軽々と見下ろせるような高さ。それは夏野が俺の胴体を片手で摑つかみ、高く持ち上げているからで。

　すっかり見下ろす形になってしまった夏野は、まるでこれから何かを遠くへ投げようかというようなフォームをとっている。

『え、夏野さん？　何これ、どういう状況？　悪い予感しかしないんだけど？』

「今から、私が部屋の奥の方に向けて投げるわ。私は入り口から片付けていくから、アナタは部屋の奥から片付けなさい。つまり、挟み打ちの形になるわね」

『お前何言ってるの!?』

　言ってることの意味が真剣に分からない。そもそも、どうやって片付けるのかすら分からないのに、一匹でこんな魔ま窟くつの奥地まで行かされてどうしろというのだろうか。何かの秘宝でも持ち帰ってこいというのか。

「行けば分かるわ。むしろ行かないと分からない。踏ふみ出だせば、その一足が道となるのよ。迷わずに行きなさい」

『何を格好付けてるの？　いや、今そういうの全く求めてないんですけど!?』

「じゃあ行ってらっしゃい。犬キャノン三式っ!!」

『ちょっ、ちょっ待っぬあ──っ!?』

　大きく振りかぶり、俺を投げ飛ばす夏野。

　そして、為なす術すべもなく宙を舞う、俺の身体。

　数秒前に察さつ知ちしていた筈の悪い予感は、こうして見事に現実となりました。

　何というフラグ回収の早さだろう。これは一級フラグ回収士も夢じゃないですよね。そんなものになりたい訳じゃないし、そもそもフラグを回収するんじゃなくて回かい避ひしたいんだよこっちは。

　そんなことを考えているうちに、どうやら着地が近いらしい。

　着地っていうか、墜落ですけどね。もう諦あきらめましたよ。




『ぶべっ!?』

　夏野に投げ飛ばされた俺の身体。

　小さなミニチュアダックスフンドの肉体は、軽々とガラクタ達の山を越えて、部屋の一番奥に空いたスペースに背中から墜落した。流石さすがのコントロールである。

　周りには、二叉またの槍やりや、切り取られた鉄柵、天辺が尖とがった高層ビルの模型などが置かれている。どれか一つでも突き刺さっていたら俺の第二の生はあっさりとエンディングを迎えていたのではないだろうか。いや、ゲームオーバーか。

『うーん……』

　改めて室内を見回せば、身体の何倍もあろうかという高さのガラクタの山が俺を囲んでいる。隙すき間まを抜けるのも難しそうで、こっそり出口の方へ戻ることも出来そうにない。

『しょうがない、気は進まないけど、やるかー』

　一応は片付けを仰おおせつかった身である。何かやっておかないと、後で何をされるか分かったものではない。ただでさえ、この部屋に対して良い思い出はないのに、これ以上辛つらい思い出を増やす必要はない。

『さて、と……』

　念の為、辺りに本に類する物がないことを確認する。そんな物があったら片付けに集中出来ないので、真っ先に読んでしまわなければいけないのだ。

　一応、臭いも嗅かいでみるが、インクの臭いなどはしない。というか、何だか不思議な臭いが部屋全体に漂ただよっているせいで、本の臭いを嗅ぎ取ることが出来ない。まさか、ガラクタの溜め過ぎで、何か変なガスが発生しているとかじゃないだろうな。

　とにかく、行動開始。とは言っても、こんな犬の身体で何かが出来る筈もない。出来ることといえば、せいぜい必要そうなものとそうでないものを分別するぐらいだ。

『……ん、これは？』

　目の前に積み上げられたガラクタの山の中腹辺りに、どこかで見覚えのある物が引っかかっている。手の平サイズのクリーム色の機械、側面には小さなマイクが付いている。

『これ、確か犬の言葉を翻ほん訳やくする奴だよな？　うわぁ、懐なつかしい』

　ガラクタの山から引っ張り出し、機械の裏を見てみると、名前が印刷されている。そう、『ワンダフルスピーカー二九号』、犬語の翻訳機械だ。俺が何を喋しやべっても、夏野に対する罵詈雑言にしか翻訳されないせいで、酷い目に遭わされた奴だ。

『あ、こっちのは……』

　そのすぐ横に積まれているのは、ストップウォッチに似た形状のレーダー型の機械。

　周囲の危険度を検知する『危き機き解かい々かい』。姫ひめ萩はぎ家の引っ越しの時、九く郎ろうさんや佐さ茅ちと共にマンションの危険度を調査して回った時の奴だ。そうだ、最終的には夏野の危険度が一番高いということで酷い目に遭ったんだ。

『改めて考えて、酷い目に遭ってばかりだな』

　ちょっと待って。おかしいよね。どうしてこんな辛い過去しか出て来ないの？

　大掃除って普通、懐かしい物とか思い出深い物とかが沢山出て来て、『この頃あの本にハマってたよなぁ』とか、『この時、本屋であの本を買い逃して悔くやしかったなぁ』とかって、その時々に読んでいた本の内容を反はん芻すうするものだよね？　そういう心がほっこりするイベントだよね？

　なのにどうして、俺の場合はトラウマしか発掘されないんでしょうか。蘇よみがえるのは傷の痛みばかりだよ。どこかのソルジャーメイドじゃあるまいし、そんな思い出し方は絶対に御免なんですけど。

　まあ、原因はあのおっかないハサミ女に決まっているのだけど。あのハサミ、身体だけじゃなく、心の方も斬りつけて来るんですね。どんな妖よう刀とうだよ。

『全く、どうしてこんなことに……って、あれ？』

　思わぬトラウマ発掘に、自や棄けになりそうになった瞬間、目の前のガラクタの山の中に、大きなダンボール箱が突っ込まれているのを発見した。箱の上部には、『インチョキ堂アイテムセレクション　※開封厳禁』と、やけに勢いのある書体で書かれている。

『……インチョキ堂？』

　聞き覚えのある名前。それは、夏野が時々持ってくる不思議アイテムの製作・販売をしている会社の名前だった筈だ。さっき見つけた、『ワンダフルスピーカー二九号』の裏面にも、同じ会社名が書かれていた。

『………………よし、見なかったことにしよう』

　分かった。さっきから嫌な予感がビンビン働いていたけど、原因はこれだ。

　今まで、幾度となくこいつらのせいで酷い目に遭わされているのだ。嫌でも分かるぞ。どうせ、片付けようと思って箱を開けたら、また不思議な機械が飛び出してきて、あわれ犬は天に召されましたとか、そんな結果になるに決まっている。

『そうはいくか！　俺は開けないぞ！　絶対に開けないからな！』

　そう、固い決意を込めて、箱から離れようと一歩を踏み出そうとして。

『いや……ちょっと待てよ？』

　しかし、その足が止まる。

　この箱、何でこんなところにあるんだ？

　考えてみると、おかしな話だ。何しろ、箱には『アイテムセレクション』と書かれている。それはつまり、この中には、いつも俺が酷い目に遭わされているのと同等、いやそれ以上に凄すごいアイテムが眠っているということだ。

　嗜し虐ぎやく心しんと非常識が服を着て歩いているような夏野のことだ、そんなアイテム達を手にしながら、俺に対して使おうとしないだなんて、ちょっと怪しい。いや、かなり怪しい。

『……開けてみるか？』

　即行で考えを改める俺である。

　いや、何も興味本位や好奇心だけで言っている訳ではない。

　もしも、何か凄い不思議アイテムが眠っているというのなら、それはハッキリと夏野に対するアドバンテージになる。いつもいつも、一方的に酷い目に遭わされているアイテムを、俺が手に出来るのだ。上う手まくいけば、ハサミで斬られる回数を減らせるかもしれないし、ロープで縛しばられるのももう少し優しくして貰えるかもしれない。

『微妙に弱腰な気がするのは、過去のトラウマのせいだな』

　かつて、俺は何度上下関係を逆転させようとしただろうか。過去、幾度となく、弱みを握ろうとしたり、寝込みを襲おそおうとしたりしたものだ。しかし、それらは全すべて失敗に終わり、お決まりのように、俺が逆ぎやく襲しゆうされて心と身体に傷を負うばかり。

　最近では、もう半ば諦め気ぎ味みの俺だ。いいよもう、俺は落ち着いて本が読めればそれでいい。

　しかし、一いち縷るの望みを託して、この箱を開けてみることにする。

　インチョキ堂の不思議アイテム達は、傍迷惑ではあるけど、どれも凄い機能を持っているものばかりだ。対夏野用には使うことが出来なくても、ひょっとしたら何か本に纏まつわるようなアイテムがあるかもしれない。

『よし、やるか！』

　ガラクタの山から段ボール箱を取り出して、床に置く。箱に付いた埃ほこりの量を見るに、しばらく人が触ってはいないらしい。

　恐る恐る、ガムテープの梱こん包ぽうを破り、箱を開けて中を見ると、プチプチに包まれた不思議アイテム達が、俺を迎えてくれた。

　一個一個、丁てい寧ねいに解説書まで付いている。

　どれ、ひとつ読んでみようじゃないか。




　インチョキ堂　アイテムセレクション　その一　業ごう火か顕けん乱らん

　実際には存在しない炎を発生させる機械。その炎に触れることは出来ないが、しかし対象の人間はその炎を実在のものとして認識し、感受性の強い人間ならば実際に火傷やけどをしてしまうこともあるという。使い方を間違えると、広範囲が火の海と化す。実験段階で、社しや屋おくを丸々一つ焼き払った。

『……ちょっと待て、いきなりとんでもないものが出て来たぞ』

　妙にメカメカしい箱部分からハンドルとノズルが伸びただけの代しろ物もの。架か空くうの炎を演出するという触れ込みらしいが、しかしやっていることは完全に放火魔である。こんなもの作るなよ。危険ってレベルじゃないぞ。




　インチョキ堂　アイテムセレクション　その二　這はい睡すい乃の陣じん

　特殊な電磁波を発生させ、対象の人物を浅い眠りに落とす機械。眠りに落ちている状態で質問をすることで、どのような質問にも答えさせることが可能。しかし、対象の無意識の部分を呼び起こしてしまう為に、攻こう撃げき衝しよう動どうに溢あふれた人間に使用した場合、眠ったままで襲い掛かって来ることもある。

『何で、そこはかとなく猟りよう奇き的てきな匂においのする奴ばかりなんですか？』

　これも、使い方によっては危険極まりない。今まで、妙な機械を作る会社程度の認識でしかなかったけど。何だかちょっと怖くなってきたよ。本当に普通の会社だよね。軍ぐん需じゆ産業に関わったりしてないよね？




　インチョキ堂　アイテムセレクション　その三　問とう本ほん正せい送そう

　過去に読んできた本のデータを入力することで、世界中の本の中からオススメの一冊を選び出す機械。通販会社とデータを連れん携けいすることで、自宅まですぐにお届けすることも可能。データの入力が面倒な場合は、本棚に並んだ本の写真を撮とるだけでも良い。

『うん、いいね。こういうので良いんだよこういうので』

　というか、こんな素す晴ばらしい物があるのならもっと早く教えて下さいよ。本は、自分で選び抜く楽しみというのもあるが、たまには余よ所そからの勧めに従うというのも乙おつなものである。よし、後で早速使ってみよう。




　インチョキ堂　アイテムセレクション　その四　犬けん々けん号ごう々ごう

　拳けん銃じゆう型がたのデバイスに命令を吹き込み、犬に向けて発射することで、対象の行動を完全に操そう作さする機械。我わが儘ままな犬のしつけに最適。犬の身体にとって抗あらがいがたい快感をこれでもかと与える為、犬である限り、この命令には絶対に逆らえない。逆らおうとすると脳の血管が焼き切れる。

『はい、絶対にあいつに使わせられない奴が来ましたよ』

　何このピンポイント過ぎるアイテム。怖過ぎるんだけど。犬のしつけに最適っていうか、それは完全なる洗せん脳のう教育だよね。これといい、『ワンダフルスピーカー』といい、何か犬に対して並々ならぬ執しゆう念ねんを持っているんだけど。インチョキ堂は犬に何か恨みでもあるの？　創業者が犬に耳をかじられたりでもしたの？




『ふう、これで最後だな』

　箱の中には他にも、『対象の人物のコピーを作るアイテム』や、『パソコンのモニターの中に入り込むことが出来るアイテム』なども入っていた。明らかにオーバーテクノロジーな物もあるんだけど、一体何なんだインチョキ堂。

『ん？　中に何か書いてあるぞ……？』

　箱の中に入っていた機械を全て取り出したことで、ダンボール箱の底に何かが書かれているのが見える。かなり小さな文字、中身を全て取り出して、箱に顔を突っ込みでもしない限り、読めそうにない文字だ。

『……何だ？』

　箱の中に頭を入れ、書かれている文字を読もうとして。




　インチョキ堂　アイテムセレクション　その一三　死し縁えん盤ばん上じよう

　これを読んだら、誰かが死ぬ。




『……は？』

　ハッキリと書かれた、『死』の文字。

『………………は？』

　全体的に赤黒く、かすれた文字。それはまるで、過去に血で書かれた文字が、長年経って変色したかのようで、生理的な恐怖感を覚えてしまう。

『いや、いやいやいや』

　底に名前が書いてあるということは、このダンボール箱自体が、最後の不思議アイテムである『死縁盤上』なのだろう。うん、それは分かる。そこまでは分かる。でも、その説明文の意味が、分からない。

『誰かが死ぬ……？　死ぬ？　死ぬって何だ？　ふりむかないことか？』

　悪い冗談にも程がある。このダンボール箱が、誰かを殺すっていうのか？

　そんなバカな。これは、どこからどう見てもただのダンボール箱。いくら不思議痛快なインチョキ堂といえど、こんなただの箱に、そんな物ぶつ騒そうなことをさせられる筈がない。

『な、何だよバカバカしい。そんなことが出来る筈ないだろ』

　そう、出来る筈がない。

　例えば、この箱自体に、何か恐ろしい呪のろいでも掛けられていない限りは。




　ケタケタケタケタケタケタ。




『──ッ!?』

　床に広げられた不思議アイテムを片付ける為に、ダンボール箱から離れようとしたその瞬間、すぐ近くから妙な音が聞こえた気がした。

『な、何だ……？』

　ケタケタケタケタケタケタ。

『ヒィッ!?』

　再び聞こえる奇妙な音。気のせいではない。しかも、これはただの音じゃない。地の底から響いてくる笑い声のような。今まで聞いたことのないような妙な声で。

『え、何？　何ですか……？　どちら様ですか？』

　居い住ずまいを正し、思わず敬語で話してしまう。虚こ空くうに向けて問いかけるが、返事はない。音の発生源が分からず、周囲を見回そうとして。

　突とつ如じよ、足下からブザー音が鳴り響いた。

『じょわっ!?』

　突然の音に、思わず飛び上がり、すぐ横にあるガラクタの山に飛び込んでしまう。

　恐る恐る振り返れば、ブザー音の発生源はすぐ目の前に存在していた。それは犬語翻訳機械、『ワンダフルスピーカー二九号』、その起動を知らせる音。

『な、なんだよ。驚おどろかすなよ。いや、全然驚いてないですけど！　ダンボール箱なんて全然怖くないですけど!!』

　そう、何も怖いことなんてない。何かの拍子で、勝手に起動してしまっただけ。落ち着いて、電源を切ればいいだけだ。原因さえ分かれば怖くはない。

　ガラクタの山から這はい出でて、腹いせに蹴ってやろうかと前足を動かして。




【タスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテ】




『ちょっとぉぉぉぉぉ！！！』

　画面を埋め尽くす文字にバックジャンプ。先程までいたガラクタの山に舞い戻る。

　ケタケタケタケタケタケタケタ。

　再び聞こえる奇妙な声。それは、先程のブザー音とは明らかに違う声、すぐ近くから誰かが喋っているかのような声だった。

『駄目だ、恐怖に捕われるな春海和人！　落ち着け、冷静になるんだ！』

　あの、『ワンダフルスピーカー』に表示されていた文章。あれは機械の故こ障しように違いない、間違いない。仮にこの妙な声を翻訳していたとしても完全に誤訳。何しろ、あの機械の胡う散さん臭くささは俺が身をもって証明済み。つまり、気にするには値あたいしない。

『こ、怖くなんてないぞ！　俺は怖くなんてないからな！』

　そう、今ガラクタの山の中に隠れているのは、決して怖いからではない。あえて言うなら、このガラクタ達の織り成す凸凹が、俺の身体とフィットしていて、出たくても出られないからで。

　ケタケタケタケタケタケタケタ。

『ひぃぃぃぃッ!?』

　周囲の温度が下がるのを感じる。何か生臭い空気が漂っているような、今までに嗅いだことのない、不思議な臭いがしている気がするけれど、鼻の不具合に決まっている。

『こ、ここには誰もいませんよ？　人違いじゃないですかね？』

　ガラクタの山の中に隠れながら、声を上げる。最早半泣きどころの騒ぎではない。少し押されでもしたら号泣してしまいそう。

『な、なんだよ。俺が何かしたって言うのかよー』

　日々、本を読んでいるだけの無害な犬なのに、何で、唐突にこんな怪奇現象に巻き込まれることになるのか。別に誰かのお墓はかを壊した訳でも、要かなめ石いしを壊した訳でもない。こんな目に遭う筋合いなんてない筈だ。そりゃ確かに『開封厳禁』と書かれたインチョキ堂のダンボール箱は開けたし、その中には妙に呪いっぽい文字も書いてあったけど！

　あれ、これ駄目な奴じゃないですか。寺生まれの人に助けて貰わなければ駄目なパターンじゃないの？

　そして、再びの電子音。

『ヒィッ!?　今度は何!?』

　恐る恐る、音のした方を見れば、今度は危険度測定装置『危機解々』が、いつの間にか起動していた。自分の所在地を中心として、周囲にある危険の位置と、その危険度を表示するこの機械。モニターの光が、俺の顔を照らす。

『ま、また誤作動？　何なんだよもう、いい加減にしないと怒るぞ!!』

　円形のモニターには、『ハザードレベル一○○』という数字が表示されていて、危険を表す赤い点は、周辺部から中心に向かって段々と移動して来ている。しかも、光の移動速度はどんどん速くなってきていて。

『噓うそですごめんなさい。ここには誰もいません。だから来ないで下さい。カエレ！』

　またもや、ブザーが鳴った。

　翻訳機、『ワンダフルスピーカー』の画面に、新たな文字列が表示される。




【タスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテタスケテ】




『こ、こわーくなーい！　怖くなんてないさー!!　だから来ないでー！』

　完全に錯さく乱らんしているのが自分でも分かる。だってミュージカル調に歌い出しちゃっているもの。どうすりゃいいんだよもう。いっそラップも始めてやろうか。

　これまで、幾度となく命の危機に晒さらされてきた。高層マンションから落とされたり、超高速で投げ飛ばされたり、メイドに斬られかけたり、生き埋めになったり、引っ張られて骨が外れかけたり、ミサイルで狙ねらわれたりもした。リアルに成じよう仏ぶつしかけたりもした。

　正直、犬として有り得ない程の危機に晒されてきた自信はあるけど、まさかこんな目に遭う日が来るとは思いもしなかった。

『……くそ。こうなったら自や棄けだ！』

　相手が呪いだか怨おん霊りようだかしらないが、簡単にはやられない。刺し違えてでも生き残ってやる。読みたい本があるのだ、読まずに死ねるか。

　そう、なけなしの勇気に読欲を注ぎ込んで奮ふるい立たとうとしたその瞬間、『危機解々』の危険表示が、中心部に到達して。

　瞬間、身体が衝しよう撃げきに襲われた。

　全身が締め付けられるかのような感覚に、呑のまれていく。

『──ッ!?』

　真っ白になった頭の中を、走そう馬ま燈とうが駆け巡る。今までに読んできた本が、今までに出会った人達の顔が、今までにあった出来事が、思い浮かんでは消えていく。

　そして、最後に浮かんだもの。

　それは本ではなく、一人の女性の顔で。

『な、夏野……』

　俺にとって、何よりも大切な名前を呟つぶやいて。

　全身から力が抜けるのを感じる。

　目を閉じ、俺の世界は暗くら闇やみの中に落ちて行き──。




「……アナタ、何をやってるの？」

『へ？』

　頭上から聞こえた声に、目を開く。

　目の前にあるのは、赤みがかった大きな瞳。

『……夏野？　お前、何をやっているんだ？』

「……それは、こっちの台詞せりふなんだけど？」

　不ふ審しんそうな夏野の瞳。いつの間にか持ち上げられていた身体を見下ろせば、そこには変わらぬミニチュアダックスフンドの肉体が存在している。周囲を見れば、辺りに漂っていた妙な気配も全て消えていた。あの笑い声も聞こえない。

　つまり。

『やった！　生きてる！』

「はぁ？　アナタ、何をやっていたのよ」

『何をやっていたかと言うと……そうだな、あえて言えば、生きてた！　そうだ、生きてたんだよ！　生きてるって素晴らしい。生きているからハッピーだ！』

「そう、じゃあハッピーなのはいいから。ソレについて説明してくれるかしら？」

『へ、ソレって？』

　突然下がる夏野の声音。辺りの温度が、僅わずかに下がるのを再び感じる。

　夏野が指差す先、そこには、インチョキ堂のダンボールと、そしてその中身の不思議アイテム達が、これでもかというほどに散らばっている。

「片付けろって、そう言わなかった？」

『いや、違うんだ夏野。それは妖怪の仕し業わざで……』

　瞬間、銀の刃が振りかぶられる。幾度となく目にした、俺の命を刈り取る形をした刃。それはお化けや妖怪なんかよりもよっぽど怖い代物で。

　俺は、またあっさりと意識を失うことになったのだった。

　まあ、そうなるような気はしてましたよ、うん。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【眠れる森の爺さん　ＶＳ　メカ婆さん】……　稲生いのう十じゆう理りの著作。自然至上組織『ネイチャン』に属する爺さんと、科学至上組織『コーデネート』によって改造されたメカ婆さんによる本格ハードボイルド小説。三丁目の町内会全体を巻き込むという、かつてないスケールは読者一同を啞あ然ぜんとさせた。

【犬キャノン三式】……　犬キャノン二式を更に改良した新技。コントロールを重要視した結果、より精密な投とう擲てき動作が必要となってしまった為、実戦での使用は疑問視されている。攻撃目的よりも輸送目的に使われることが多く、近年ではこの技を使用した新たなスポーツが開発され、国際大会も開かれている。






『うう、また酷い目に遭った』

　結局、俺を襲った怪奇現象は、お化けや妖怪といった超常的な物とは一切関係なくて。

「ふーん、これが誤作動していたみたいね」

　夏野が見せてきたのは、何世代も前のデスクトップパソコンに無数のボタンを貼はり付つけた無ぶ骨こつな機械。見覚えがある。それはインチョキ堂の不思議アイテムの一つ、音声編集機械、『選定人語カ・デインギル』だ。元々は姫萩家の所有物だった物が、夏野家に渡り、最終的に爆発した機械である。

『それ、確か爆発オチになったんじゃなかったっけ？』

「ええ。確かに木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだわね。だから私が、飛び散った破片と材料を集めて作り直したのよ」

『何でそんなこと出来るの？』

「戦術と腕があれば、不可能なことなんてあんまり無いものよ？」

　いや、そういう次元のものではないと思うんですけど。お前何なの、錬れん金きん術じゆつ師しなの？

　とにかく、俺を襲った怪奇現象の正体。それは、ガラクタの中に放置されていた『選定人語』が、何かの拍子で誤作動を起こし、『ケタケタケタ』と意味不明な音声を再生。その音声を拾った『ワンダフルスピーカー二九号』が超翻訳をして、俺の精神を追い詰める結果になったと、そういうことらしい。

『なんて傍迷惑なことを……これ、インチョキ堂を訴えたら勝てないかな？』

「別に訴えても良いけど、その会社もう存在していないわよ？」

『え、そうなの？』

　まあ、そりゃこんなインチキ臭いものばかり製作していたら、会社としてうまくやって行ける筈がないよな。だって怪しすぎるもの。

「身内のイザコザで内部分ぶん裂れつがあったみたいで。今は名前を変えて、『スーパーインチキ堂』という名前でやっているみたいよ」

『その名前はどうにかならなかったの!?』

　どうして『ョ』を取ってしまったのか。そこは最後の砦とりでだったんじゃあないのかよ。それがあるのとないのとでは、とんでもない違いが生まれるじゃないですか。

「それで、最後の花火とばかりにまとめて発売されたのが、その『インチョキ堂　アイテムセレクション』なんだけど……ああもう、折せつ角かくそのままにしておいたのに、散らかして。開封厳禁って書いてあるでしょ」

『ごめんなさい』

　でも、開封厳禁って書いてあると開けたくなるじゃないですか。それはもう人の性さがだよ。押すなって言われたら押しちゃうんだよ。

「……アナタ、いつも斬るな斬るな言っているけど、実は斬られたかったのね。分かった。今度からはそうするわ」

『違いますごめんなさい』

　それとこれとは話が違います。一緒にしないで下さい。

『でも、何でこれは開けていなかったんだ？』

　床に置かれたダンボール箱を前足で小こ突づく。この中には、夏野が好みそうな不思議アイテムも色々と入っていた。それなのに、どれも使用した形跡がないのは何故だろう。そりゃ俺に使われたら嫌な物ばかりだけどさ。

「当たり前じゃない。だってそれ、インチキなんだもん」

『はぁ？』

「一応、中身だけは見たけどね。でも、架空の炎を出したり、人のコピーを作ったり、モニターの中に入るなんて出来る筈がないじゃない。常識的に考えて」

『お前、それはひょっとしてギャグで言っているのか？』

　俺の知る限り、『常識』という言葉から最も遠く離れているのが、夏野さんだと思うんですけど。これまでにやってきた非常識なことを、一つずつ例を挙げて、丁てい寧ねいに説明してあげましょうか？

「まあ、以前の開発陣がいた頃に作られたものなら、信用出来なくもないけど。今のは駄目ね。愛が感じられないわ」

『愛ですか』

「ええ。愛と、あと想像力が足りないのよ。そのアイテムを使ったらどんなことが起こるか、そのアイテムを使えば、どんな酷い目に遭わすことが出来るか、想像力が全然足りていないのよね」

『その愛ちょっと重すぎませんか？』

　なんで被害が発生すること前提で考えているの？　被害者代表として、厳げん重じゆうに抗こう議ぎをしたいのですけれど。

「とにかく、開発陣が変わっちゃったせいで、今の商品はガラクタ同然って話よ。説明書には威い勢せいの良いことが書かれているみたいだけど、ほとんど使い物にならないわ」

『なんだよ。ちょっと期待していたのに』

　特に、『問本正送』は実際に使用を検けん討とうしていたのに、ガッカリだ。

「ちなみに、元の開発陣は実家に帰って、近所に住んでいる武器職人と意い気き投とう合ごうしたそうよ。何でも、全く新しい発想の武器の開発に着手したとか」

『何だよ、妙に詳しいな』

「ええ、業界の裏話コラムに載のっていたからね」

　それは一体どこの業界だよ。何でお前はそれを読んでいるんだよ。




「さて、と。無駄話はこれくらいにして、そろそろお仕置きを始めましょうか」

『いきなりどうした!?』

　サラッと聞き逃せないことを言われたんですけど。聞き間違いじゃないんだよね？

「当たり前でしょ。片付けろと言ったのに、ガラクタで遊んでいるんだから。働かざる者デッドオアデスってことで」

『厳しいよ！　厳し過ぎるよ!?』

　ブラックホールも真っ青なほどのブラックっぷりである。逃げようとしても逃げられないところとか、そっくりですよね。

「効果を疑うたがっているみたいだし。折角だから、自分の身で確かめてみたらどう？　えっと、まずは『業火顕乱』から行きましょう。架空の炎ってどんなのかしらね。魔術師的な奴？　まあ、やってみれば分かるわよね。何千度までいけるのかしら」

　そう、夏野は物騒な言葉を吐きながら、床に散らばったインチョキ堂のアイテムに手を伸ばそうとして。

『ちょっ、ちょっと待てよ。そういうお前はちゃんと片付けてたのかよ！』

「……はぁ？」

　身を守る為に、せめてもの抵抗をすることにした。

　いくら俺が、インチョキ堂の不思議アイテムの説明書を読みふけっていたといっても、そんな長時間読んでいた訳ではない。いくら夏野といえども、そんな短時間であのガラクタ共を片付けることなど出来る筈がない。

『ほら、どんな風に片付けたのか見せてみろよ』

　脇を抜けて、夏野の背後を見れば、そこに堂々と存在しているのは、ガラクタの山。さっき飛ばされた時、眼下に見えていたものと何も変わっていない。

『ほら、お前だって片付けてないじゃないか！　結果はドローだ。俺だけ一方的にお仕置きを受けるいわれは無いぞ！』

　勝かち誇ほこりながら見上げるが、しかし夏野は至って涼しい顔で。銀色のハサミをくるくる回しながらこちらを見下ろして来る。

「脳だけじゃなく目まで腐くさったのかしら。ちゃんと片付いているわよ。よく見なさい」

『はぁ？　よく見るって、何が……？』

　振り返るが、そこにあるのは先程と変わらないガラクタの山だ。

　もう一度、異を唱となえようとした瞬間、夏野が、床を強く踏み付ける。それは、足踏みのような軽いものではなく、部屋中に衝撃が届くほどの、強い一撃で。

　揺れる室内。思わず、夏野の足にしがみついてしまう。

『な、何をするんだよ。突然!?』

「……その目を見開いて、もう一回見てみなさい」

『だから何が…………って、はぁ？』

　見上げた視界の先、つい数瞬前と光景が完全に変わっていた。

　先程まで存在していたガラクタの山がなくなり、代わりに存在しているのは数センチ四方の木片や鉄クズ。それが、床一面をまんべんなく埋め尽くしている。ところどころに、元のままの物もあるが、基本的にはどれもバラバラで、みじん切り状態だ。

『……あの、片付けるんじゃなかったの？　余計に散らかっていない？』

「だから、片付けているじゃない」

『え、片付けるって、そういう意味の片付けるだったの？』

　ひょっとして、『始末する』とかそういう意味の方だったんですか？

「安心しなさい。ちゃんと必要のない物しか切り刻んでないから」

『それ、何のフォローにもなってないからな？』

　部屋の入り口からここまで、邪魔な物をハサミで切り刻みながら来たようだけど、どう考えてもハサミで出来るレベルの芸当ではない。いや、夏野と、あのハサミなら出来そうな気がするのが、恐ろしいけれど。

「まあ、良いわ」

『へ？』

「ハサミを振り回したら、少し気分が晴れたから、今回は特別に許してあげる」

『お、おう』

　それは、ありがたいけど。でも、刃物を振り回したら気分が晴れたって。やっぱり夏野さんは『常識』を語ってはいけない方のような気がします。『何でもいいからバラバラにしたいぞ』とか言いそうだし。

「バラバラにされたいの？」

『滅相もありません！』

　だって、バラバラになったら流石に本が読めないからね。




「それで、ここら辺にある荷物はどうしようかしら。パッと見たところ、それなりに使えそうな物もあるわね。面倒だけど、別の部屋に運び込んで……そうね、まずはベッドをそこに置いて、後は……」

　銀色のハサミを太もものホルスターに納め、何事かをブツブツと呟き始める夏野。その顔は妙に真剣で、口を挟むことも出来ない。

　対して、俺は特にやることがなくなってしまった。

　どうせ残りも夏野がハサミで始し末まつを付けるのだ。俺が下へ手たに動いてもしょうがない。しかし、ここから逃げようものなら、後でどんな目に遭わされるか分からない。この部屋で酷い目に遭うフラグは未いまだに継続中なのである。

『……よく考えたら、インチョキ堂の不思議アイテムなんかより、あいつのハサミの方がよっぽどヤバいんだよな』

　夏野霧姫と、その愛鋏である『ハサ次郎』。

　飛んでくる銃弾を切断しても、塔の支柱を切断しても、巨大なガレキを切断しても、それこそ音を切断してみせても。『どうせ夏野だし』とか、『どうせあのハサミだし』だなんて風に、完全に思考停止していた。

　でも、よくよく考えるとおかしな話だ。

　そもそも、ハサミじゃ銃弾も支柱もガレキも、ましてや音なんて斬れないんだよ。

　いやもう今更感が溢れているのは分かっているけど、絶対におかしいんだよ。

『あのハサミ、結局何なんだ？』

　確か以前に聞いた時は、生まれた頃から肌身離さず持っていると言っていた。試しに手放させて封印してみたら、新しん稲いな葉ば中が天変地異めいた天てん候こうになったのだった。天候にまで関わるハサミって何なんだよ。まさか、世界のパワーバランスを担になっているエネルギー体だったりするのだろうか。もしそうだとしたら、一番持っていてはいけない人が持っているような気がするんですけど。世界大丈夫？

「ねえ。ちょっと駄犬、聞いてるの？」

『へ？』

　頭上から落ちてくる夏野の言葉。ハサミのことを考えていたせいで気付かなかった。

「さっきから聞いているでしょ。この部屋の壁紙だけど、何色が良いと思う？」

『壁紙？　え、壁紙変えるの？　何で？』

「……良いから。何色が良いか答えなさい」

『え、えーと……』

　引き続き倉庫部屋として使うのなら、わざわざ壁紙など変更する必要はないだろうに。何か別の用よう途とに使う計画でもあるのだろうか。

『え、そうだな……淡いグリーンとか？』

　正直、壁の色のことなんて良く分からないけど、変えるというなら、今とはガラッと違う色の方が良いのではないか。それに、いつだったか忘れたけど、前に夏野が壁紙の話をした時、その色が良いみたいなことを言っていたような。あれは、いつのことだったっけ？　何故か、脳が思い出すのを拒否しているかのように思い出せない。

「淡いグリーン！　そう、淡いグリーンでいいのね？」

『あ、ああ』

「白じゃなくて、淡いグリーンでいいのね！」

　テンション高く詰め寄ってくる夏野。そんなにその色が好きなのか。服は真っ黒ばかりなくせして。

「いいの？　もう変更は利きかないわよ？」

『だから、それで良いってば！』

「そうね、淡いグリーンが良いわよね！　そうしましょう。決定！」

『何なんだよ、一体』

　恐る恐る答えたけれど、どうやらお気に召す答えだったらしい。夏野は、妙に嬉うれしそうな声を上げると、手に持ったメモ帳に壁紙の色を書き込んでいる。それも超笑顔で。

『あ、あのー、夏野さん？』

「あら、何かしら？」

　何だか機嫌が良さそうだし。今なら聞けば教えて貰えるんじゃないだろうか。

『あのさ、お前のハサミって、結局なんなの？』

「……はぁ？」

　夏野の表情が、途と端たんに危険なものへと変わる。

　しまった、直接的に聞き過ぎてしまった。

　もっと遠回しに、『そのハサミって今まで何人の血を吸って来たんですか？』とか何とか聞くべきだったか。いや、そんなことを聞いたら、『アナタは今までに読んだ本の数を覚えているの？』とか返される可能性があるじゃないか。まあ、その質問に関しては普通に答えられますけどね。

「…………」

『えーと、夏野さん？』

　しかし夏野は俺の質問に答えることなく、右手を口元に当てると、考え込むように何かをブツブツと呟き始める。時折、『一いつ子し相そう伝でん』とか『家族』とか『肉体関係』とかいう単語が聞こえるが、一体何を考えているのだろうか。

『あ、あの、別に都つ合ごうが悪いんならいいんですけど。何か、知ったら知ったで、後に戻れなくなるような気もするし』

「……いえ、そんなことはないわよ」

『へ？』

　考えが纏まとまったのだろう。夏野の視線がこちらを向く。

「考えてみれば、アナタには、知る資格があるものね。半分だけど」

『……資格？』

　そんな資格、習得した記憶が無いんだけど。この前、刃物の歴史について纏めた『イェー！　メッチャ刃物！』を読んだ時に自動的に習得したりしたのだろうか。凄いな読書。本だけ読んでいれば、人生イージーモードだな。

「それじゃあ少し長くなるけど、聞きなさい。夏野家とハサミの歴史を」

　こうして、夏野は語り始める。

　ハサミに纏わる物語を。




「──初めに、神はハサミを創造された」




『おいちょっと待て』

「何よ。邪魔しないでよ」

『え、何言ってるの？　神？　神って何？』

「知らないの？　神、いわゆるＧＯＤよ」

『いや、それを知っているからこそ余計に戸と惑まどっているんですけど？』

　この人、急に何を言い始めるの。今までも大分おかしいと思うことはあったけど、今日はちょっといつも以上におかしいですよ。何、やっぱりお腹痛いの？

「良いから、黙って聞いていなさい。ここからが面白くなるんだから」

『いやそれ、面白くなってもいい話なの!?　本当に大丈夫な話なの!?』

　正直不安でしかないんですけど。

「それじゃあ、続き行くわよ」

『あ、ああ……』

「ハサミは混こん沌とんであって、ハサミが深しん淵えんの面にあり、ハサミが水の面を動いていた。神は言われた。『ハサミあれ』。こうして、ハサミがあった」

『だから止やめろっての！』

　思った通りアレじゃん!!

　気軽に手を出しちゃいけない奴じゃん!!

「それで、色々あってハサ次郎を私が貰うことになったのよ」

『はぁ？』

「おしまい」

『おしまい!?』

　おしまっちゃったよ。無理に止めるまでもなく、あっさりと完結してしまった。壮大な出だしからゴミみたいな結末、この数秒間の期待と緊張は一体なんだったのか。ほとんど打ち切りみたいなストーリーですよね。

「あら、人の家に代々伝わる歴史を真まっ向こうから否定するとは良い度胸ねこの駄犬は。その時々の権力者達を魅み了りようし、時には傾けい国こくの切っ掛けにもなった銀色の刃。黒尽くめの衣装に身を包み、時代の裏で常に暗あん躍やくし続けたという〝七な角つの〟と呼ばれる一族のことを知らないのかしら。ちゃんと日本史勉強してるの？　キンカン頭って知ってる？」

『それだよ！　そういうのを聞きたいんだよ！』

　そういうグッと来るエピソードがあるのなら、最初からそっちの方を語ってくれませんかね。歴史の闇とか裏側とか、男の子は皆そういうのが好きなのだ。

「まあ、グッと来るエピソードっていうとそうね。瞑めい想そう中ちゆうに、ハサミを持った大天し」

『それ以上一言でも喋ろうものなら、俺の全存在を懸かけてお前を止めるからな』

　ええ、本気ですとも。越えちゃいけないライン考えろよ。

「ともかくまあ、そんな訳で色々あって。私がハサミを受うけ継つぐことになったのよね」

『大分はしょりましたよね……』

　その色々の部分が気になってしょうがないんですけど。

「まあ、一つだけ言えるのは、このハサミは我が家に代々受け継がれている物ってこと。私は、作家として実家を離れてこっちに来る際に、受け継いだのよ」

『受け継いだって、誰から？』

「父よ」

　右手に持ったハサミの持ち手を優しく撫なでる夏野。

「あの日のことは、今でもはっきりと覚えているわ。それまでにも、ハサ次郎を使っていたけれど、正式な所有者として認められたのは、私が上京する前日のことだった。あの日、私は、父と立ち会ったのよ」

　夏野は、辛いことを思い出しているような顔で、語り続ける。

「父は、ハサ太郎、そしてハサ三郎を両手に構えて、私に問うたわ。『お前に、ハサ次郎を持つ資格があるのか？』とね」

『ハサ太郎にハサ三郎!?』

　まさかの新キャラ登場。いや、新ハサミ、か。夏野の持つハサ次郎と似た銘めいを持つそのハサミ、きっと因いん縁ねん浅からぬものなのだろう。俺の良く知っているハサ次郎と同等の力を秘めているとすれば、そんなハサミ同士がぶつかった時、一体何が起こったのか。

「父の問いに、私はすぐに答えられなかった。だから」

『だから？』

「とりあえず父をボコボコにしたのよ」

『………………はい？』

　おかしい。そんなことが許される筈がない。きっと何かの聞き間違いだ。多分、『ボロボロ泣いた』とか『一緒にボレロを踊おどった』とかそういう奴だよね。

「私は、父を、ボコボコにしたの」

『聞き間違いじゃなかった!?』

「ええ、私にボコボコにされてボロボロになっていたわよ。そうね、ボレロも踊れないぐらいにボロボロに。スパゲッティ・ボロネーゼも食べられないぐらいボロボロに」

『お前には血も涙もないの？』

「まあ、この先に行きたくば俺を倒して行けとか、つまりはそういう感じの奴よ。それで見事に父を病院送りにした私は、ハサ次郎を受け継ぎ、上京を果たして、本格的に作家としての活動を始めたのよね」

『病院送りにまでされちゃったのかー』

　娘にボコボコにされてボロボロになっている夏野父の姿が脳内に浮かんで悲しくなる。夏野のことだ、恐らく足あし蹴げにして、超良い顔で勝ち名乗りを上げたりもしたのだろう。いつもアフロとかにやってるのと同じ感じで。

「お父さんは泣いていたわ。きっと娘の成長が嬉しかったのね」

『それ絶対に違うと思います。はい』

「お姉ちゃんは泣いていたわ。きっと厄介な妹が自分の近くに引っ越してくるのが嫌だったのね」

『それは間違いないと思います。はい』

　家族を泣かすことに関しては定評のある夏野さんである。まあ、それについては俺も大きなことを言えませんが。

『えーと、じゃあ、つまり結局、そのハサミって』

「そうね、簡単に言えば、我が家に代々伝わるお守りのようなものよ。魔まを切り裂き、目の前の道を開くの」

『お守りとか言っている割には、随ずい分ぶん乱暴に扱っているよな』

「何を言っているの。刃物は使わないと駄目になるのよ。たまには血を吸わせてあげないといけないんだから」

『それ完全に妖刀の類たぐいだよね!?』

　人の血を欲しがるお守りなんてあってたまるか。一体どこの邪神の像だよ。

「あら、別に人の血である必要はないわよ。犬の血でも全く問題ないわ」

『結構です！』

　怪しげな笑みと共にハサミを掲かかげる夏野。

「あー、でも話をしたら、久し振りに顔を見たくなってきたわね。お父さんもお母さんも、元気にしているかしら」

『何だよ、珍しいな』

「まあ、たまには帰るのも良いかもしれないわね。報告したいこともあるし」

　妙に嬉しそうな顔でこちらを見つめてくる夏野さん。報告したいことって何だろう。何か嫌な予感がするのは気のせいだろうか。

『別に実家に帰るのはいいけどさ。俺のご飯はちゃんと用意しておいてくれよな。餓が死しは御免ですよ』

　以前、夏野が友人の結婚式だかで出掛けた時も、この部屋に一人で留る守す番ばんをしたことがあった。あの時は、ドＭの襲しゆう来らいとか、映は見みや愁しゆう山ざんからの大量のファックスが送られて来たりとか色々あったけど、一番大変だったのは、食事が用意されていないことだった。二度とあんなことにはならないよう、食事の準備だけはしっかりして貰いたい。

　ん、あれ？　食事は用意されていたんだっけ？　じゃあ何で食べられなかったんだ？　おかしいな、何だか記憶が曖あい昧まいだぞ。

「何を他人事みたいに言っているのよ。アナタも一緒に帰るのよ」

『……はぁ？』

　あの日のことを思い出そうとする俺に、夏野は当然だというように同行を命じて来る。

『どうして俺がお前の実家に行かないといけないんだよ。無関係だろ』

　飼い主の帰省に付き合っている暇ひまなどありません。俺には読みたい本があるのだ。あとケージに入れられての長ちよう距きよ離り移動は嫌です。狭せまいし、本読めないし。

「ふうん。じゃあ、飼い主じゃなければ付き合ってくれるのね？」

『飼い主じゃないって、例えば？』

「そうね、ご主人様と奴ど隷れいとか」

『絶対ノー』

　そういうのやりたいなら、あのドＭでも連れて帰れば良いだろ。多分ご実家大変なことになると思うけど。

「先せん輩ぱいと後輩、とか」

『映見を連れて行けばいいだろ』

「ライバル、とか」

『マキシや紅葉もみじを連れて行ってやれよ』

　さぞ賑にぎやかになるんじゃないだろうか。黒服やメイドやカラスもついて来るので、道中大忙しになると思いますけど。

「じゃ、じゃあ……こ、こんゴニョゴニョ」

『え、何だって？　コンニャクがどうかしたの？』

　ひょっとして食材として持って行くつもり？　実家への手て土産みやげ扱い？　いや、まさかの生いけ贄にえ？　やっぱりそのハサミには犬の生き血が必要なの!?

『いやだ！　食べられる！　美お味いしく頂かれちゃう!?』

「た、食べられるって……そ、それはこっちの言葉で。まあ確かにちょっとつまみ食いはして……。いえ違うわ。そういうのはちゃんとした形で、海の見える、月明かりだけが私達を照らす場所で……」

『月明かりが見える場所で食べられるの!?』

　夏野のハサミ一本でさえ大変な目に遭っているのだ。更に二本のハサミが加わった日には、俺の身体が耐えられる筈はない。

「そ、そうだ！　良いことを思いついたわ、聞きなさい、駄犬」

　何か妙案を思い付いたような様子の夏野。しかし、この状況におけるそれは、どう考えても俺にとって良い案である筈がない。

「ハサ次郎の本当の秘密、教えてあげても良いわよ？」

『……へ？』

　しかし、夏野の口から出たそれは予想外の提案だった。

「知りたいんでしょ？」

『え、そりゃ教えて貰えるなら知りたいけど……え、いいの？　それって夏野家に代々伝わる秘密とか、そういうのじゃなかったの？』

「ええ、特別よ」

　夏野は、銀色のハサミを手に笑みを浮かべる。

「今なら、実家について来るだけで、秘密を全部教えてあげるわ」

『軽いな!?』

　そんな通販番組みたいなノリで教えて良いものなのか？　さっきまで散々もったいぶっていたくせに、そんなんじゃご先祖様が枕まくら元もとに総立ちだろ。

「ええ、代々伝わる秘密ということはつまり、その秘密を知ったら、代々の中に入らなければいけないということよね？」

『何その謎なぞ理り屈くつ!?』

「ええ。そんな訳で、アナタの名前は今日から夏野和人よ。大丈夫、書類関係は全て揃そろえてあるから。後は一緒に役所に持って行くだけよ」












『何でそんな手て際ぎわが良いんですか!?』

「それでは始めましょうか。えっとハサミの話よね。ちょっと長くなるけど大人しく聞いていなさい。初めに、神はハサミを創造された──」

『嫌だー!!』

「あっ、ちょっと待ちなさい！　何で逃げるのよ！　責任取りなさいよね！」

　叫び、部屋の出口に向けて駆け出す。

　何だか分からないけど、その話を最後まで聞いてしまったら、二度と取り返しのつかないような事態に陥おちいってしまいそうな気がする。ここは耳を塞ふさいで逃げるが勝ちだ。

　こんな場所にいられるか。俺は本を読ませてもらうぞ！

　つーか、責任って何のことだよ!!




　しかし。

　部屋の中心部まで逃げて来た瞬間。

　ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタ。

『なっ!?』

　室内を一つの音が埋め尽くす。それは先程聞いたのと同じ、奇妙な笑い声で。

　次いで鳴り始める、『ワンダフルスピーカー二九号』のブザー。

『何だ……また誤作動したのか……？』

　果たして、その画面に表示された文字列は。




【カズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイ】




『ギャ───ッ!?』

　全身の毛が、一気に逆立つ。

　瞬間、さっきから部屋の中を漂っていた不思議な臭いが一気に強まった。何とも表現しようのないこの臭い、様々な香りが混じり合い、複雑に昇しよう華かしたようなこの臭いは。

『カレーか!?』

　そうだ、どうして気が付かなかったのか。今、俺の鼻を突くのは、いくつもの香辛料を掛け合わせたことで生まれる、複雑な香り。

　それは、カレーの匂いだ。

　いや、ただのカレーの匂いではない。普通のカレーなら分からない筈がない。これは特別なカレー。過去にもどこかで嗅いだことのある、何かとんでもない危機的状況で嗅いだことのある、特別なカレーの匂い。

『そ、そうだ……！』

　カレーの匂いに触発されて、脳裏に忌いまわしき記憶が蘇る。

　それは、夏野が友人の結婚式で出掛け、俺が留守番をしたあの日の記憶。

　何故、俺は、食事をしなかったのか？

　夏野は食事の用意をしなかった訳ではない。あの日の食事は、円香が送って来たとかいう特製のカレーで。俺は、様々な理由を鑑かんがみてそれを食べるのを拒否して……。

　駄目だ、そこからの記憶は、まだ曖昧なままだ。

「駄犬ッ!!」

『夏野……？』

　背後から掛けられた声、やけに切せつ羽ぱ詰つまった夏野の声に振り返れば。

　いつの間にか俺の目の前には、巨大な一つの塊かたまりとなったガラクタの山が存在していた。ガラクタ同士を繋つなぎ合あわせているのは、粘ねん度どのある茶色の物体。それは、強いカレー臭を振りまいている。

『そんな、こいつは……いや、まさか!?』

　その化け物の姿を見て、あの日の記憶を完全に思い出した。

　あの日、俺は円香の作ったカレーを食べることを拒否して、その後酷い目に遭った。

　夏野がいない部屋の中を、必死でカレーから逃げ続けた。しかし、どんなに逃げても隠れても、カレーは追って来た。カレー臭を、振りまきながら。

『まさか、あの時のカレーが、怪物になって襲って来たっていうのか!?』

　最早それは、カレーという食べ物の枠に収まる存在ではない、恐るべき怪物だ。だから俺は、その怪物から逃げる為に、その存在を拒否し続けて。

　ついには、その記憶さえも消してしまったのだ。

『……俺があの時に、カレーを拒否したから？』

　恐らく、『ワンダフルスピーカー』や『危機解々』が誤作動を起こしたのも、こいつのせいに違いない。全ては、自らの存在を、俺に認識して貰う為に。

　何てこった。俺がカレーを食べなかったせいで、こんな化け物を生み出してしまったっていうのか。

「──駄犬ッ！！！」

　夏野の叫び声に前を見れば、ガラクタの一部分が大きく開かれ、俺の頭上を覆おおっていた。それはまるで、大型の猛獣が獲え物ものを丸呑みにしようかというような挙動で。

　しかし俺は、襲い掛かる恐怖に身動きを取ることが出来ず。

　為す術もなく、ガラクタの山に飲み込まれる。

　そうして。

　俺の意識も、カレーの中に溶けていった。


　　　　　　　　



『……ハッ!?』

　目を覚ます。瞬間、頭痛が襲ってきた。

『頭痛が痛いッ!?』

「良かった、目を覚ましたのね」

　見上げれば、そこには赤みがかった大きな瞳。夏野が俺を見下ろしている。頭と背中に体温を感じるところを見ると、膝ひざ枕まくらをされているらしい。

『良かったって……一体何があったんだ。俺は何で気絶しているんだ？』

「何がって、アナタ覚えていないの？」

　思い出せない。何だろう。何かとんでもなく恐ろしいことが、もしくはとんでもなく意味の分からないことが起こったような。

『確か、ここの大掃除をしていて、インチョキ堂のアイテムを弄いじっていたことまでは覚えているんだけど……あれ、それからお前が来て、どうしたんだっけ？』

「……本当に、覚えていないの？」

『だから何が？』

「……何でもないわ。そうね、覚えていないならそれでいいわ」

　妙に深刻そうな顔の夏野。一体何があったというのだろうか。

「そう、覚えていないのなら教えてあげる。アナタが弄っていたインチョキ堂のアイテムの中に不良品が混じっていて、突然爆発したのよ。アナタは、その爆発に巻き込まれちゃったのね。別に大したことじゃあないわ。犬にでも嚙かまれたと思って忘れなさい」

『そう、だっけ？』

　室内を見回す。壁中に傷が走り、床を埋め尽くしていたガラクタの残ざん骸がい達は、先程以上に細かく散らばっている。それも、爆発のせいなのか。

『……部屋の中が妙にカレー臭いのも、そのせいなのか？』

「そ、そうよ。カレーを自動生成する機械だったんだけど、内部でガスが溜まっていたのね。運が悪かったわね」

『そうか。お前の方は大丈夫だったのか？』

「ええ、大丈夫。私にはハサ次郎があるから。カレー如ごときには負けないわ」

　ホルスターからハサミを抜き出し、笑みを浮かべる夏野。何だか、所々ボロボロで、激しい戦いの後のような。まるで、とんでもない死し闘とうをくぐり抜けたような様子だけど。

「まあ、それはそれとして……」

『……へ？』

「アナタ。このハサ次郎の正体について知りたがっていたわよね？」

　ハサミを頭上に掲げ、怪しい笑みを浮かべる夏野。

　刃が室内の照明に照らされて、僅かに光る。

『え、そんな話をしていたんだっけ？』

「ええ、そりゃもう興味深そうに聞いていたわよ。カレーなんか目じゃないくらいに」

『カレー？』

「え、ええつまり、華か麗れいに聞いていたということよゲフンゲフン。まあ、ともかく教えてあげるわ、このハサミの正体はね──」

『……いや、ちょっと待て夏野』

　何か背中に冷たいものが下りる感覚。

「何よ。何で待つのよ」

『いや、何だか分からないけど、ちょっと待ってくれ』

　理由は分からない。しかし、俺の中の何かが、全力でその先を聞くのを止めている。

　それを聞いてしまったら、何か、致命的な何かを思い出してしまいそうで。何だろう鼻の奥に、不思議な臭いが蘇って来るような気がする。

「大丈夫。痛くはしないわ。むしろ気持ち良い。さあ、私に全てを委ゆだねなさい」

『止めろ！　止めて！　お願い！　何かもう嫌な予感しかしないんだ!!』

「安心しなさい。天井の染みでも数えている間に終わるから」

『や、止めろって言ってるだろ！　あーあー！　聞こえなーい!!』

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。言っておくけど、耳を塞いでも意味ないわよ。ほら、このインチョキ堂製の、『弾だん丸がん音おん波ぱ』で直接骨に振しん動どうを伝えるから」

『結局そいつらが出てくるの!?　本当、余計なものしか開発しねえなインチョキ堂！　あの、お願い夏野さん、勘かん弁べんして。何でもするから！』

「何でもするなら、話を聞いても良いってことよね？」

『違う！　そうじゃない！』

「いい？　このハサ次郎はね──」

『止めてえええええええええええええええええええええええええええええええ』






《以下の単語が用語集に登録されました》

【インチョキ堂　アイテムセレクション】……　株式会社インチョキ堂による、アイテム詰め合わせパック。しかしその中身はほぼガラクタとしか呼べない代物であり、現開発陣が製作した失敗作を無理矢理詰め合わせて販売したのではないかと言われている。これにより、インチョキ堂ブランドは地に落ちた。

【イェー！　メッチャ刃物！】……　武器職人・大おお洗あらい赤しやつ口くによる、古今東西の刃物の情報を纏めた刃物図鑑。武器職人の独特な視点で語られる内容が好評を博し、若者達の間に俄にわかに刃物ブームを起こす切っ掛けにもなった。また、本書には収録されていない特殊な刃物の情報を編へん纂さんした外伝が存在するという噂うわさもあるが、その真偽は定かではない。

【奇跡のカレー】……　春海円香作成。イマキュレット新稲葉内にて、『どこからかカレーの香りがする』という怪現象を引き起こした、カレーのような何か。マンション中のガラクタを取り込み、ついには巨大な体たい軀くを持つまでに至った。様々な電子部品も体内に取り込んでいる為、付近にある機械が誤作動を起こすこともある。夏野霧姫宅の倉庫部屋に隠れ潜んでいるところを見つかり焼却処分されることとなったが、別の個体がまだどこかに隠れているという可能性も指摘されている。


















　　　七月　一五日






「それじゃあ、取材に行くわよ、ナオ!!」




　東ひがし川かわ高校に入学し、二年目の夏。

　既に期末テストも終了し、後はもう夏休みを待つばかりの、ある日の放課後。

　図書室に呼び出された私を待っていたのは、二人の友人だった。

　椅い子すの上に仁に王おう立だちをして、あらぬ方向を指さしている、妙な髪かみ型がたをした小柄な少女と、その傍かたわらで何とも言えない笑みを浮かべている、明るい髪色の少女、という二人の友人の姿。

　あまりに意味の分からない光景だ。

　どうして突然呼び出されたのか、どうして椅子の上で仁王立ちをしているのか、そもそも取材とは何のことなのか。言いたいことは沢山ある、と同時に、これから起こるだろう厄やつ介かい事ごとの予感に、頭痛を起こしそうになる。

　私こと陸む奥つ田た奈な央おは、ごく一般的な普通の女子高生である。少しだけ他人よりも背が高いのと、少しだけ他人よりも兄が多いこと以外は、普通の女子高生。

　そう、『普通』の女子高生である筈はずだった。

　しかし誠に残念なことに、東川高校に入学してからの一年と少し、『普通』だという存在意義が揺るがされかねない程に、特異で奇怪な学生生活を送る羽は目めになってしまっている。主に、目の前の『普通ではない友人達』によって。

　そして、何よりも厄介なのは、そんな普通ではない学生生活が、普通な私にとっての日常の光景になってしまっているということなのである。

　だから、これもいつも通りの、普通ではない展開の幕開けなのだと諦あきらめるしかない。こういう諦めの境地って、絶対に良くないものだと思うんだけど。

　それでも、どうしようもないことが、この世にはあるのだ。




「で、今度は何を思いついたんだよ、アリス」

「良くぞ聞いてくれました!!」

　私の質問に、待ってましたとばかりに答える快活な声。

　偉えらそうにこちらを見下ろして来るのは、空そら戸とアリシア。愛称はアリス。

　母国であるフランスから、新しん稲いな葉ばに出しゆつ没ぼつするという怪かい盗とう二に面めん相そうを追っかけて来た探偵少女。陽光を受けて、妙な形にまとめられたブロンドの髪は鮮やかに輝いている。

　その奇き矯きような振る舞いや、脳みそが詰まっているのか分かったものじゃない言動から、一時は本当に探偵なのかを疑いもしたが。先月行われた、炎上する新稲葉美術館を舞ぶ台たいにした怪盗二面相との対決では、その汚名を見事に返上してみせた。

　確かに、あの時のアリスの活かつ躍やくには、目を見張るものがあった。まるで、本の中の探偵のような活躍っぷり。『怪盗はこの中にいるわ！』とか決きめ台詞ぜりふも言っていたし。

　結果として、怪盗二面相をあと一歩で取り逃すことになってしまったが、長らく謎なぞとされていた怪盗の正体を暴あばいた功こう績せきは大きかったそうで、探偵一族であるらしい家族、その中でも家長である祖父からは大きな評価を得たらしい。しかし、まさか私達の身近にいたあの人が、怪盗二面相だとは思いもしなかった。

「聞きたい!?　聞きたいのね!!」

「どうせ聞きたくないって言っても無む駄だなんだから、早くしてくれないか？」

　怪盗二面相との対決後、しばらくは腑ふ抜ぬけた姿を見せていたアリスだったが、今では持ち前の騒がしさを発はつ揮きしている。というか、本当にうるさい。以前よりもうるさい。

「ふふふ、ナオがそこまで、錐きり揉もみ空中三回転しつつ五体投地してまで聞きたいというんだったら、私としても教えるのはやぶさかでもないのよね!!」

「そこまではしてないだろ」

　そこまでしなきゃ駄だ目めだったら、別に聞かないよ。いっそこのまま帰りたいくらいなんだから。

「まあまあ、奈央ちゃん、落ち着いて」

「こいつの相手をして、落ち着けって方が無理だよ、円まど香か」

　私をなだめるのは、アリスの横に座っていたもう一人。クラスメートの、春はる海み円香。

　優しくて人当たりも良く、しかも文武共に成績優秀な娘……なのだが、しかし確実に裏の顔を持っている娘だ。それは彼女が大事に持ち歩いている巨大なラケットケースからも分かるのだけれど、そのヤバ気な中身を尋たずねる勇気は私にはない。怪盗二面相との対決の際、何か空を飛んでいたような気がしたけど、きっと気のせいに違いない。

　あと、カレーを頻ひん繁ぱんに振る舞ってくれるのだが、決まって食べた後に記憶が失われることで知られている。いや、知られてはいないな、私達が主な被害者なんだから。

　そんな円香は、アリスと同じく、東川高校入学時からの友人である。

　東川高校では、学年が変わってもクラス替えがない為ため、二人とは二年生になってもクラスは変わらない。円香とは寮りようの同室、アリスは隣室の住人で、更には委員会までも同じということもあり、校内はもとより、校外での行動も一緒にいることが多くなってしまっている。

　そんな二人の起こす様々なトラブルは、普通を称する私にとってはとても理解出来ないものばかりで。しかし結果的に私も巻き込まれることになるのである。

「うん、でもね、今日はそんなに変な用事じゃないんだよ」

「それ、いつもは変な用事ばかりだって言っているようなものじゃないか」

「うるさいわねナオ、今日はトショイインチョウメイレイなんだから！」

「は？　図書委員長命令？」

「うん。ちなみに、副委員長である私の命令でもあるよ？」

　アリスの横で、円香もまた楽しそうな笑みを浮かべたのであった。




　一年生の時、人手不足を理由にしてなんだかんだと円香の手伝いに駆り出されることの多かった図書委員会。しかし、二年生になって、将来有望な新入生が沢山入って来てくれたおかげで人手不足は解消され、ただのお手伝いでしかない私は、晴れてお役御ご免めんとなる筈だった……しかし、何な故ぜか私は今もここにいる。

　その理由は、アリスが突然『私も図書委員会に入りたい！』と言い出したから。

　もともと怪盗二面相の捜査と称して、私同様頻繁に図書委員会に出入りしていたアリスだが、二年生になり、正式に所しよ属ぞくすることになった。こうして、我が二年Ａ組の図書委員は、アリスと、一年から続投する円香の二人に決まったのだった。

　図書委員会から解放された私は、どこか別の委員会に所属するか、もしくは何か部活にでも入ろうかと考えたが、しかしその考えは、クラスメート全員と担任の篠しの原はら先生、そして図書委員会の先せん輩ぱい達によって必死に止められることとなった。

　結局私は、『名めい誉よ図書委員』とかいう良く分からない役職を与えられ、半ば無理矢理に図書委員会に在ざい籍せきすることになってしまった。主な仕事内容は、図書委員会に入るなり、いきなり委員長に就しゆう任にんしたアリスと、副委員長になった円香の相手をすること。

　流石さすがにこの扱いはどうなのかと思わなくもないが、卒業する先輩達にまで直じき々じきに『二人のことをよろしくね。奈央ちゃんだけが頼りなんだからね』と、真剣な顔で頼まれてしまっては、どうしようもない。先輩達も大たい概がいエキセントリックな人達が揃そろっていたように思うけど、あの二人はそれ以上ということか。

「ちょっと！　聞いてるのナオ！　名誉だかなんだか知らないけど、サボっていい訳じゃないんだからね！　委員長の方が偉いんだから！」

「はいはい。それで、結局なんなんだよ」

　アリスは椅子の上から飛び降りると、小さな身体からだを大きく動かして、背後にあるホワイトボードに『インパクト』とデカデカと書き込む。

「いい？　図書委員会に足りないもの。それは、インパクトなのよ！」

「委員会にインパクトは要いらないだろ」

　別にパフォーマンス集団ではないんだから。

　粛しゆく々しゆくと、学校と生徒の為に活動すれば良いんじゃないのか。

「ふっふっふ、そんなんじゃ甘いわ、ナオ。図書委員会が世間の荒波を乗り越える為には、今のままではいけないんだってことを分かっていないようね！」

「世間じゃないし。学校だし」

「この新年度、私こと空戸アリシアが図書委員長の座に就ついたからには！　これまでとは違う、キャッチーでアバンギャルドな図書委員会を目指すのよ！　まずはガツンと、インパクトのある企画を打ち上げたいって、そういうことね!!」

「いや、お前は委員会をなんだと思っているんだよ」

「私が日本のアニメーションから学んだところによると……ジャパニーズ悪の枢すう軸じく？」

「てい」

　たわけたことを言うアリスの脳天に、三番目の兄上仕込みの手刀を一発叩き込みつつ、円香の方を見る。

「円香、お前も副委員長なら、途と中ちゆうで止めろよ」

「んー、でも、アリスちゃんの言うことも一理あると思うよ？　図書委員会の活動を皆に分かりやすく知らせることは、大事なんじゃないかな」

「まあ、それは確かにそうかもしれないけど……」

「でも昔は、図書室から出て来ない伝説の図書委員なんていう人も、存在していたらしいけどね。保健室登校ならぬ、図書室登校をしていたとか」

「それは……果たして伝説なのか？　単なる本好きの人じゃないのか」

　とにかく、アリスの言にも一応の理由があることは、分かった。

　図書委員会として、他の生徒にちゃんとアピールが必要だと、そういうことなのだろう。確かに、図書室を利用すること自体なかったり、利用したとしてもテスト前に勉強に来るだけ、なんて生徒は多い。そんな生徒を普段から図書室に呼び込む為に、多少派は手でなことをして目を引こう、という意図は分かる。

　しかし、そうなると、図書委員会だから、図書室……あるいは本に関かかわることでアピールしなければいけないのだろうけど、どうやっても地じ味みな活動になりそうだ。

「でも単にインパクトって言ってもな……何か、具体的な案みたいなのはあるのか？」

「そこは大丈夫！　そうなのよね、マドカ！」

「うん、実はね。この前も行った新稲葉なんだけど。あの辺りに、プロの作家先生が沢山住んでいるらしいの。だから、その先生達にインタビューをして、その記事を図書新聞に載のせれば、ちょっとした話題になるんじゃないかなー、って思って」

「……成なる程ほど、一応は考えているんだな」

　円香とアリスが立てていた計画……作家へのインタビュー。

　それは確かに、興味をそそられる企画だ。

　本を読む人は沢山いたとしても、その本を書いている作家に関しては、なかなか触れる機会はない。以前、カメラのムカデ屋で行われたサイン会のようなイベントでもなければ、その顔を見ることすらないだろう。

　そんな遠い存在である作家に対して、実際に話を聞くことが出来るのなら。かなりキャッチーな企画となるかもしれない。

「でも、よくそんな情報が手に入ったな。プロの作家の住所とかって、あんまり外部に漏もれるものじゃないんじゃないのか？　誰に聞いたんだ？」

「うん、私の知り合いにちょっとね。それに、実はこの学校の卒業生にも……」

　そう言って、円香が教えてくれた情報。

　それは、確かに意外なものだった。


　　　　　　　　



　しずしずと開けられる図書室の扉。

「あ、あの……」

「確保ぉー！！！！！」

「ぴぎゃあぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！」

　その瞬間に、私達は動いていた。部屋に入って来たその人に襲おそい掛かかり、ロープでぐるぐる巻きにする。何が悲しくて、こんな山さん賊ぞくみたいな真ま似ねをしなければならないのか。いや、これが必要だという言葉を信じるしかない。

　そんな感じで、無事に捕ほ獲かくしたのは。

「ご、ごごごごご、ごめんなさい。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「……あれ？」

　聞き覚えのある声。

　聞き覚えのある謝罪。

　私は彼女を、知っている。

　大おお澤さわ映は見み。

　以前、カメラのムカデ屋で行われたサイン会の時、行列に飲み込まれている彼女を助け出したことがある。どうにも放ほうっておけない感じのする、小動物のような少女。

　そして先々代の図書委員の一人。今年の春、この東川高校を卒業し、都内の文芸部のある大学に進学した、私達にとっては正しよう真しん正しよう銘めいの先輩である。

「え、何で、大澤先輩がこんなところに……？」

　円香が言うには、この学校の卒業生である作家を、今日この図書室に呼んでいるとのことで。まさか、大澤先輩が、その作家だというのだろうか。

「わ、私は、なななな何もお金とか持ってないです。みみみみ身代金とか、そそそそそのあんまり家にもないと思うし、だだだだだからあの、ははははは放して下さい」

　そんな大澤先輩は、ロープで巻かれたまま歩かされて、図書室の椅子に固定されることになった。これ、罪人とかがする体勢じゃないのか。先輩にすることなのだろうか。












　案あんの定じよう、大澤先輩はすっかり怯おびえ切きってしまっているようで。そんな先輩とは対照的に元気なアリスは、ビシッと指を突き付けて。

「そこまで緊きん張ちようすることはないわ、ハミ先輩！　私達はね、あくまでも図書委員会として、先輩にお手伝いをお願いしたいだけなのよ!!」

「う、うえぇ？」

「いやアリス、その説明じゃ納得出来るわけないだろ」

　だってこれ拉ら致ちだよ。訴えられたら普通に負ける案件だろ、これ。

　そもそも、どうしてこんな蛮ばん行こうに及んだのかといえば、『これから来る人物はとても気が弱くて、ちょっと目が合っただけで逃げちゃうかも』と言った円香に対し、『だったら、逃げられる前に先手を打って捕獲してしまえば良い』とアリスが言い出したからだ。いや冷静になって考えると私は何をやっちゃっているんだろう。

「す、すいません大澤先輩！」

　慌あわてて大澤先輩の背後に周り込んでロープを解き、ことの次し第だいを説明する。

　私達の話を聞くと、先輩はすぐに頷うなずいてくれた。

「うん、それなら私も協力するし、知り合いの作家さんに聞いてみても良いよ。先輩として、しっかりお手伝いさせて貰もらうね」

　思わぬ色よい返事である。というか、そもそも図書委員会の先輩なら、最初からお願いしていれば穏おん便びんに済んだのではないのか。

　というか、大澤先輩がプロの作家先生だとは知らなかった。円香が言うには、関係者が来るとのことであったが、思いっきり本人ではないか。

　作家としてのペンネームは、藤ふじ巻まき蛍ほたる。

　寡か聞ぶんにして未読だったが、何でも切ない恋物語が同世代の共感を集めているとかで今大きく売り出し中の作家だそうだ。稀まれにだが本人もメディアに顔を出すこともあり、思わず守ってあげたくなる容姿から、ファンも相当数いるらしい。

　ロープから解き放たれた大澤先輩は、しかし私達を責めるようなことはせず。不意に顔を上げ、遠くを見るような目になって。

「うん、こうしていきなり酷い目に遭あわされるのも、久しぶりだなぁ」

「……え」

「でも私は大丈夫。気を確かに持って、流れに身を任せるのが一番だって知っているから。たまに先輩のライブに飛び入りさせられることもあるけど、そういう時こそ平常心が一番大事なの。だから、うん、私に出来ることなら何でもするからね」

「……いや、その」

　果たして、大澤先輩の過去に、一体何があったのか。ここまで諦てい観かんに満ちた瞳ひとみを、私は知らない。これ、仙人とかが達する境地だと思うんだけど、アリス以上に先輩を振り回す誰かが、過去に存在したとでもいうのか。

「さあ、私に何でも任せて、何でもやるからね」

「だったら早速、話を聞かせまくってもらおうじゃない!!」

「おい調子に乗るな。ほ、本当にすいません！」

　まだ偉そうにしているアリスに、もう一発手刀を叩たたき込こんでおく。

「じゃあ、始めるわよ!!」

　すっかりやる気なアリスの号令に従って、インタビューの準備を始める。

　アリスが聞き手というのはどうにも不安だけど、まあ本人がやりたいということで、私は録音、円香は筆記の支し度たくに移る。

「じゃあ、行くわよ！　必殺インタビューを！」

「必殺するなよ」

「うん、お手柔らかにお願いするね、アリスちゃん」

「任せて、ハミ先輩！」

　果たして、インタビューは開始された。

　意外なことに、アリスは、しっかりインタビュアーとしての仕事を全まつとうしている。なんでも、探偵として尋じん問もんのスキルは不可欠とのことだが、これ尋問じゃないし。とにかく、私は自分の仕事を全うするのみだ……と言ってもＩＣレコーダーのスイッチを入れて、あとはひたすら黙っているだけの仕事だけど。

　インタビューは、粛々と進行していく。

　アリスの質問に対し、大澤先輩は一問一問、丁てい寧ねいに回答していく。

「……」

　そこには、私がかつて見た、弱さを感じさせるような、自信無さ気な姿は見られない。確かに、時折素すの大澤先輩の姿が見え隠れしそうにはなるのだが、それでも作家として質問を受け、自分を語る時、そこに躊躇ためらいは無い。

　それは、作家であるという自覚が、彼女を支えているかのよう。今も文ぶん壇だんの最先端で活躍している、藤巻蛍という作家であることが、実感として伝わって来る。

「……ああ」

　その姿を見て、ふと思い出すのは、一年前にカメラのムカデ屋で行われたサイン会に行った時のこと。大澤先輩の代わりに、サイン会の行列に並ぶことになり、そして作家という圧倒的な存在に、呑のまれそうになったこと。

　あの時、私は一人の作家の前に立ち、話をした。

　秋あき山やま忍しのぶという、大作家。

　周囲で起きていたのが、どうにも現実離れした光景だったせいか、あれは夢だったのではないかと、今更ながらに思う。それでも、秋山先生から貰った本とサインは、今でも私の部屋に確かに残っているのだ。

　あれから、秋山忍の本を読んで。

　その他の作家の本にも手を出して。

　今まで、ほとんど本を読むことのなかった私は、少しずつ読書を好きになっていった。

　それは全すべて、一人の作家との出会いの為。

　私が、作家という存在を認識したのは、きっとあの瞬間だったのだ。

　大澤先輩のインタビューを聞きながら、私はそんなことを、思い出していた。




　数分後。

　大澤先輩のインタビューは最後の質問を迎えようとしていた。

　インタビューの内容は、作家に応じて変えていくようだが、この最後の質問だけは統一しているらしい。

　最後の質問、それは。

「先生にとって、作家とは、何ですか？」

　己の存在を問う質問。アリスから投げかけられた、その言葉に。

　大澤先輩……いや、作家・藤巻蛍は。

「私にとって、作家とは……いつまでもどこまでも、目指し続けていくもの、かな」

　窓の向こう、青い空の方を向いて。

　遠く、もう届かない何かを、見つめるように。

　それでも、自分の中に確かにあったのだろう、その答えを告げたのであった。


　　　　　　　　



「「「ありがとうございました！」」」

「うん、何かあったらまた呼んでね」

　無事にインタビューは終わり、図書室を出て行く大澤先輩を見送る。

　一時はどうなるかと思ったけれど、やっと一人目を終えることが出来た。さすがにこの先、作家をロープで捕まえることはないと思うけど、この調子で頑張ろう。

　アリスもご機き嫌げんそうで、録音したＩＣレコーダーを手にして笑う。

「まずは大成功といったところね！　じゃあ早速、記事にするわよ！　卒業生にこんな凄すごい人がいるって、大々的に知らしめてあげないと！　そうだ、何なら来年度の入学者用のパンフレットに掲載するなんてのも素す敵てきよね！」

「え？」

　図書室を出て廊下を歩いていた大澤先輩の足が止まる。

「そうね！　学校としても最高のアピールだもん。早速篠原先生に打だ診しんしてみましょう。学校を活性化させることで図書委員会の評価もうなぎ登り！　図書室には毎日長ちよう蛇だの列が出来るという寸法よ！」

「……え？」

　アリスは、一人満足気に頷いている。しかし、そんな素すっ頓とん狂きような計画を聞かされた大澤先輩からすれば、寝耳に水の話だろう。

「いいえ、いっそのことハミ先輩にはご当地アイドルとして活躍して貰うのもありよね。文学少女を題材としたアイドル、聖地はこの東川高校図書室。ふっふっふ、来た、私の薄灰色の脳細胞がビンビン来たわよ！」

「そ、それはダメぇ!!」

　大澤先輩は、叫び声と共に図書室へと戻ってくると、躊躇うことなく、壁かべの一部分を強く押し込んだ。

　瞬間、図書室中に異音が響き渡る。

「な、何!?」

「え、ええええ!?」

「映見さん!?」

　図書室全体が揺れている。あちこちが、埃ほこりを巻き上げながら駆く動どうし始めた。

　本棚が、受付用のカウンターが、命を宿したかのように激しく暴れ出す。

「何事だ!?」

「な、何なのよ！　何が起こっているの!?」

　移動した本棚は、アリスを閉じ込めるように配置され、その脇から一斉に穴のようなものが開く。嫌な予感がしたのも束つかの間ま、その穴から何かが出て来る。

「んぎゃっ!?」

　マシンガンのように、穴から何かが勢いよく発射され、アリスを直ちよく撃げきした。

　本だ。

　本棚から発射された本の弾丸が、アリスに襲い掛かる。それ程の厚さの本ではないとはいえ、連続で射出された本の衝しよう撃げきは、小柄なアリスの体勢をあっさりと崩す。しかし、それでも本の波は止まらない。次々と発射される本は、アリスを次第に一方向へと追い詰めて行く。かつて本棚があった場所へと。

　しかし今、そこにあった本棚は移動しており、代わりにあるのは、巨大な穴。

「ちょっちょちょちょ、何よこれぇ!!」

　アリスの悲鳴。それに応こたえるようにして本棚から発射された分厚い本は、アリスの頭に直撃して。

「ぬわぁー！！！」

　アリスを穴に叩き落としたのだった。




「え、えぇぇぇぇ……？」

　何だ、今の。

　大澤先輩が、図書室の壁の一部を押したかと思った直後、図書室自体が変形を始めて。そして挙あげ句くの果てに、アリスに向けて本を発射したのだ。

　いや言葉にしてみてもさっぱり分からないんですけど!?　ここは何!?　奥に失われた聖櫃アークでも眠っているの!?

「い、今のは!?」

「知っているのか円香!?」

「あれは歴代図書委員長に代々伝えられているという秘ひ儀ぎ！　この東川高校図書室に隠された変形機き構こうを発動させる為の必殺技法！　図書室内に敵が攻め込んできた場合にも安心の、最終防ぼう衛えい装そう置ちだよ!!」

「いや図書室に敵とか来ないだろ……」

「そう、敵は来ていない、それなのにどうしてこんなことを……そうか、映見さんはアリスちゃんに秘儀を伝える為に、敢あえて機構を発動させたんだ！　新しい図書委員長に、その身をもって伝える為に!!」

「いや、どう考えても、おおっぴらに公表されるのを嫌がっただけだろ……」

　図書委員会のＯＧとしてインタビューに答えていた筈が、学校のプロパガンダに利用され、果てはご当地アイドルとしての道を歩まされそうになったのだ。それは、多少の手段を用いてでも、ハッキリと拒きよ否ひするべき事態である。

　というか私、図書室が変形するとかいうイベントが起こってもあまり驚おどろいていないような気がするな。慣れたのかな。慣れちゃったのかな。

　大澤先輩は落とし穴に駆け寄り、落ちたアリスに向けて何やら小声で話し掛けている。

　最初の内は、アリスも強気で。

「ふふん、私は真実を追い求めるジャーナリズムの申し子！　探偵として、そしてジャーナリストとして、そんな脅おどしには決して屈したりしないのよ！」

　などと、威い勢せいのいいことを言っていたが。

「ふーん……」

「え、ハミ先輩？」

「じゃあ、もう一発行ってみるよ。図書室限定起動、百科事典アバランチ」

「って、そんなに沢山の辞書は、さすがの私でも……！」

「それじゃあ、ちょっとそこで反省しててね」

「にぎゃぁぁぁぁ！！！」

　大澤先輩が無表情で呟つぶやいた次の瞬間、落とし穴に大量の百科事典が流し込まれて、アリスを押おし潰つぶした。

　その後もアリスは必死に抵抗を試こころみたが、足の小指に広こう辞じ苑えんを落とされた辺りで悶もん絶ぜつし、それ以上抵抗することはなかった。さすがに小指は痛かったらしい。

　数分後、助け出されたアリスは、なおも尊大な様子で。

「し、仕方がないわね……校内新聞程度に止とどめておくわ！」

　大澤先輩は優しく、諭さとすようにアリスに告げる。

「うん、そうしてくれると嬉うれしいな。あのね、人を無断でアイドルに仕立て上げようとか、絶対にやっちゃいけないんだよ？　特に嫌がってる人は、絶対にダメなんだから」

「で、でもね！　これでジャーナリズムの魂たましいが消えたとは思わないことよ！　そう、大切なのは、真実に向かおうとする意志！　向かおうとする意志さえあれば、たとえ今回は脅しに屈したとしても、いつかは真実に辿たどり着つくってイタリアの警官も……」

「ふーん」

　大澤先輩の手が再び壁に伸びようとしたところで、アリスは『ひィ！』と悲鳴を上げて逃げてしまった。どうやらトラウマになってしまったらしい。


　　　　　　　　



「それじゃあ、取材に行かないとね！　目指すはまだ見ぬ作家よ！」

「……お前、切り替え早いな」

「あはは……」

　大澤先輩にもう一度お礼を言って、学校を出る。

　その時には既に、アリスは元気を取り戻していた。

　あれだけ痛い目に遭ったというのに、懲こりない娘である。ちょっぴりうるさいので、手刀を一発入れるとそこそこ大人しくなった。

　ともあれ、アリスと円香に連れられて、電車に揺られ辿り着いたのは、新稲葉駅。

　買い物をする時には更にその先の登のぶ井い駅まで行ってしまうので、ここで降りる機会はあまりない。せいぜいアリスの起こした厄介事に巻き込まれた時ぐらいだ。

　駅から真まっ直すぐに延びている商店街を、三人で歩く。何というか、下町の商店街、という感じの場所だった。ペットショップやラーメン屋など、色々な店の並びが続いている。アリスは興味津しん々しんといった様子で『探偵グッズはどこ！』などと騒いでいるし、円香は『ここのお店、なくなっちゃったんだよね』と残念そうな顔だ。

「それで円香、これからどうするんだ？」

「うん、一人住所を知っているから、最後はそこに行こうとは思うんだけど……でも、適当にこの辺りをうろついていれば、もう何人か見つかるんじゃないかな」

「いや、昆虫じゃあるまいし……」

　そこら辺をホイホイ歩いているようなものじゃないだろう、作家って。

　しかし、商店街を少し外れたところから、何やら声が聞こえて来た。

「わ、わたくしは作家ですわー！！！！！」

「ほら、いたよ」

「……………………うーん」

　ひょっとして昆虫なのかな。




　声のした方に向かってみる。

　向かうのは、メインストリートから外れた路ろ地じ裏うら。そこには、周囲とは不釣り合いに新しくて綺麗な建物があった。傍そばに設置された看板には『水み無な川がわビックリドッキリ図書館』と書かれているので、どうやら図書館らしい。それにしてもセンスがない名前だな。

「……いや、これって」

　しかし、近付いてみて、分かった。

　図書館と、そう呼ぶには、その建物はあまりにも異い形ぎよう過ぎた。

　見た目は、普通の図書館に見えるが、その中身が明らかにおかしい。何しろ本棚が、床から斜ななめに伸びたり、天てん井じようから生えたりしている。まるで普通の図書館の内ない装そうをバラバラに切り刻んで、無理矢理に繋つなぎ合あわせたかのような、ひどく歪ゆがんだ様子で。

　そんな混こん沌とんとした図書館の中。本棚に挟まれながら叫んでいる二人の男女がいる。ギャーギャーと騒ぎ立てていた声の正体は、どうやらその二人のようで。

「いやぁー!!　わたくしは作家としてまだまだやることがあるのに、こんな所で死ぬ訳にはいかないですわ！　助けてぇー!!」

「騒ぐなよご主人、騒ぐと崩くずれるだろ!?」

「わたくしとしたことが！　外国から取り寄せた特製『増えるキノコ型本棚』を設置したら、まさかここまで膨ぼう張ちようするなんて思いもしませんでしたわ！」

「そんな怪しいものに頼るなよ、ご主人！」

「は、早く何とかしなさい、佑ゆう斗と！　本棚に挟まれたまま一生を終えることになりますわよ！　変なホウキを持っていたじゃありませんの！　あれで斬きるとか!!」

「いや、あれはもう先輩メイドに取られた。メカガラスとの戦闘の結果壊こわれたからお前のを寄越せとか言われて、強引に持って行かれたんだ」

「いやぁー！　誰か助けてぇー!!」

「だから騒ぐなってご主人!!」

「………………うわぁ」

　目の前に拡ひろがる地じ獄ごく絵え図ず。どうしよう、これ。放っておいても何とかなりそうな様子なんだけど、ここまで来て見なかったことにも出来ないよな。

「……アリス、お前が助けろよ。人助けも、探偵の大事な仕事だろう」

「甘いわね、探偵とは依頼を受けてから動くもの！　そして今回はまだ依頼を受けていないから、私が動くまでもないのよね！　という訳で、是ぜ非ひにでも助けたいというのならば、ナオ、私の有能な助手として、助けてあげればいいじゃない！」

「いや、助手じゃないから……」

　とにかく、放っておけないのは確かだし引っ張り出すことにする。

　どうやら作家っぽいので、助けるしかないんだろうな、これって。




　そうして、どうにか二人を引っ張り出すことに成功。

　何やら偉そうな女性と、何やら偉そうな少年の二人組である。

「助かりましたわ、通りすがりの方々！」

「全部ご主人のせいだからな」

「うるっさいですわよ！　しかし皆さん、このわたくしを助けて下さったこと、心から感謝いたしますわ！　この水無川真ま秀ほ、受けた恩は必ずや返しますとも！」

「水無川、真秀って……？」

「そう、その著作の厚さにて、ギネスブックにも載った程の超絶大作家、水無川真秀とはわたくしのことですわ！」

「あ、やっぱり作家さんなんですね」

　その作家がどうして本棚に挟まっていたのかは……いや、大して気にならないので、別に知らなくても良いです。

　さて、最低限の義理は果たした訳で、もう帰りたいんだけど。でも、やっぱりインタビューとかしなければいけないんだろうな。

「さあさあ、それではこちらへ！」

　水無川さんは、私達の背中を押して、図書館の方へと誘ゆう導どうしてくる。というかこの人、どこかで見たことがあるような気がするんだけど、どこだったか。こんな面白い人に会ったことがあるなら、覚えていても良さそうなものなのに。

「恩人に何もせずに帰しては、水無川家の名な折おれ！　ゆっくりして行って下さいな！　そうですわ、この図書館に置いてある本を特別にお貸ししましょう！　返却期間は無期限ですわ！」

「それはもうプレゼントとかになるんじゃ……」

「ほらほら、自由に選んで下さいまし！　わたくしがこの新稲葉商店街に構えたビックリドッキリ図書館、並の図書館とは品しな揃ぞろえが違いますから！」

「いや、気持ちは嬉しいんですけど、私達は先を急いでいるので……」

　そうだよな、とアリスと円香の方を窺うかがうと。

「謎に満ちた図書館！　これは名探偵の出番ってことね！」

「この匂におい……カレーの本がある気がするよ！」

「行くしかないじゃない！」

「行くしかないね!!」

「…………おい」

　私の言葉を聞くことなく、二人ともキラキラ目を輝かせながら、率そつ先せんして図書館に突入して行ってしまった。インタビューはどうしたんだ、おい。




　一時間後。

　結局、ゆっくり図書館に滞在してしまった。私が借りた本は藤巻蛍著『傾けい城せい桜』。大澤先輩の本、折せつ角かくだから借りてみたのだけど……こんなことしている暇ひまはないんじゃないのか。しかしアリスも円香も、ニコニコしながら本を抱えている。

「非常に充実した時間だったわ！　特にこの『ムッシュ・プー』は、私のご先祖様が執筆したと言われている名著！　それに『猿でも出来るアームロック』も良いわね！　次に怪盗二面相が現れたら、今度こそ返り討ちにしてあげるんだから！」

「うん、私も満足したよ！　まさか『辛食教きよう典てん儀ぎ』『黄飯の王』『ゴ＝ハーン断章』なんて幻まぼろしの本が手に入るなんて思わなかったよ！　これで、私のカレー作りは、新たなるステージへとコマを進めるんだよ！」

「二人とも、良かったな」

　私も一応本を借りたから、強くは言えないのだった。

　とにかく、二人が満足したのなら良かった。そろそろ、本分に立ち返ろう。

「それじゃあ、委員会の仕事に戻るぞ」

「仕事って」

「何だっけ」

「………………」

　そりゃ手刀を打ち込みたくもなりますよね。

「痛いじゃないナオ！」

「ほんの冗じよう談だんだったのにねー」

「噓うそだ、完全に忘れていただろ、二人とも」

　たわけたことをぬかす二人に手刀を叩き込みつつ、水無川さんにインタビューの話を打診すると、笑顔で快かい諾だくしてくれた。

「あら、それくらい、お安いご御用ですわ！　未来ある若人の為とあらば、この水無川真秀、喜んで一肌脱ぎましょう!!」

「未来ある若人にあんまり変なことを教えるなよ、ご主人」

「変なことは教えませんわ!?」

「いや、こちらから質問するので、それに答えて下されば……」

　そんな感じで、作家・水無川真秀にインタビューを行う。

　こちらの質問に受け答えする水無川さんはとても落ち着いた様子で、気品すら感じさせる程だ。この人、こうして図書館を構えている辺り、相当の金持ちなのだろうか。

「最近は、作家活動の他に、各地に図書館を作る活動をしていますの。未来ある若者の為に、本を読む機会を与え、目指すは全ての町や村に図書館を作ること！　日本全国を、水無川印で埋め尽くすことです！」

「目的が変わってないかご主人」

　そんな風に、時折ツッコミが入りつつもインタビューは続き。

　そして、『作家とは、何ですか？』という最後の質問に対しては。

「そうですわね……導みちびくもの。人々の先頭に立って、皆の手本となるもの、ですわ」

　微笑ほほえみながら。自らも、そうあるべきであると、表明するように。

　水無川真秀の答えは、明快だった。


　　　　　　　　



　水無川さんの図書館を出て、商店街へと戻る。

　思わぬ寄り道の結果、インタビューが出来たのは良かった。良かったのだが……。

「ふふふ、この本を手に入れた私に敵はいない!!」

「……だからお前は、何をしに来たんだ」

　アリスは借りたばかりの本を読んで、上機嫌である。出来たらそういうのは、休日に一人でやってくれないだろうか。

「まあまあ奈央ちゃん、好きな本を手に入れて、テンションが上がっちゃっているんだよ。そういうこと、良くあるよね？」

「……ないとは言わないけど、時と場合を考えろ、って話だよ」

　図書委員会の仕事はどこにいったんだろうか。当の委員長様は、自分の仕事を忘れているようにしか見えないのだけど。今も、手を大きく振りながら商店街を闊かつ歩ぽしている。

「さあ、現れなさい、悪い奴！　この私の必殺アームロックで、どんな相手でもたちどころに腕を固めて捕ほ縛ばくしてやるんだから！」

「わざわざ悪い奴を呼ばなくても良いだろ」

「ふっふっふ、どんな敵でもやって来なさいよ、私の爆熱アームロックが火を噴くからね……ややッ!?」

　と、そんなアリスの声が突然止やんだ。

　見れば、彼女の目は、商店街の奥の方を……いや、奥から歩いて来る一人の小柄な女性のことを、一心に見つめている。また何かやらかすつもりか。

「……怪しいわね。あいつ、只ただ者ものじゃない。私には分かるのよ」

「商店街の真ん中で腕を振り回しながら大騒ぎしている金髪ハーフで妙な髪型の女子高生探偵が言うと説得力があるな」

　今のお前よりも怪しい人間ってなかなかいないよな。つーか、お前の存在自体が怪し過ぎるよな？　しかしそんな声も、当のアリスには届いていないようで。

「そう、どんなに姿を偽ろうとも、私の目は欺あざむけないのよッ！　あの瞳は、戦場を渡り歩いた瞳！　修羅の瞳なの！　だから絶対に、何かよからぬことを企たくらんでいるんだわ！　この名探偵にはお見通しなのよ!!」

「おい、待てって！　何を言ってるんだお前！」

　しかしアリスは素早い動きで私の制止を振り切ると、女性の方へと駆け寄っていく。

「ちょっと、そこの目つきの悪い人！」

「……何？」

　正面から向かってきたアリスに対して、その小柄な女性は不機嫌そうな声で答えた。

　夏だというのに上下黒一色の服装、赤いマフラーを何重にも巻いて口元を隠している。小柄だが、その雰ふん囲い気きはどうにも棘とげがあり、危険な感じだ。まあ、いきなり目つきが悪いとか言われたのだから、誰だって不機嫌になるけれど。

　しかし、そんな当たり前の理屈も、アリスには通用しないらしい。

「ちょっと話を聞きたいんだけど、良い？　その手に持っている、分厚い本のことよ！」

「……これのこと？」

　彼女が差し出したのは、赤い表紙の、ほとんど辞書のような厚みを持った本。

「そんな厚い本を剝むき出だしで持ち歩くなんて、不ふ審しん者しや扱あつかいは免まぬかれないわね！　さあ、やましいことがないのなら、答えなさい！　どうしてそんなことをしているのかを！」

「いやアリス、それは……」

　確かに彼女の持っている本は途と方ほうもなく分厚いものだし、あまり持ち歩くものでもないとは思うけれど、それで怪しむのはさすがにやり過ぎだろう。

　そんなアリスの、言い掛かりにも近い詰きつ問もんに対して。女性は、ぽつりと零こぼす。

「別に、変なことはしていない」

「じゃあ何をしているって言うのよ！」

「この本の匂いを嗅かいで楽しんでいただけ」

「捕縛ぅー！！！」

「えぇ……」

　あれ、まさかの不審者大当たり？

　本の匂いを嗅ぐとか、確かに変態っぽいけど、いや、でも捕まえる程か？

「いや、おいアリス、ちょっと待てって」

「問答無用！　必殺アームロックを食らいなさい！」

　アリスが速攻で動いた。小柄な女性の腕を取ったかと思うと、一瞬でその背後に回り込む。そのまま、腕を締め上げようとして。

「──ッ!?」

　しかし、アリスの腕は、空くうを切る。女性の立ち位置が僅わずかにぶれたかと思うと、確実に決まるかと思われたアリスの突撃が、回かい避ひされていた。

　普段こそふざけた真似ばかりしているものの、その体たい捌さばきに関しては、アリスは確かなものを持っている。私はそれを、かの怪盗との戦いでも見ているのだ。そんなアリスの攻撃が、今、いとも容易たやすく避よけられた。

「そんな技は、効きかない」

「な、何をぅ!!」

　挑ちよう発はつのような言葉に、再びアリスが動く。先程よりも素早く、目で追うのがやっとの速度で、アリスはアームロックを極きめようとして……しかし先程と同じように、空を切る。まるで、アリスが自ら技を外してしまったかのように。

「……いや」

　そうではない。動いているのは、女性の方も同じだ。

　アリスが腕を取り、捻ねじり上あげるタイミングで、するりと拘こう束そくを解ほどき、何事も無かったかのように佇たたずんでいる。アリスの速度を超えた、いわば目にも映らない速さでの動き。

　この人、確かに只者ではない……それどころか、達人級だ。

「くっ!?　だったら!!」

　アリスは諦めずに、再度の突とつ撃げきを選択した。

　今度もまた、先程と同じような攻防が繰くり返かえされるだけで。しかし、そのままでは終わらない。攻撃を回避され、つまずいたように前方に倒れ込むアリスの動きが、途中で変化した。地面から跳ね上がるように女性に食らいつき、再び腕を取りに行く。

「油ゆ断だんしたわね！　これぞ本で学んだばかりの必殺、アームロック返し返しよ！　アームロック返し、破れたり!!」

「そう、じゃあアームロック返し返し返し」

「あ、あれ？　な、何よぉ！　じゃあアームロック返し返し返し返しッ!!」

「アームロック返し返し返し返し返し」

「って、私の方が捕まっているじゃない!!　いつの間にか!!」

「お前、途中で気付けよ」

　形勢逆転。アリスが何をやってもひっくり返されるどころか、逆に腕を取られて、アリスの方がアームロックを極められている始末である。それでも諦める気はないようで、アリスは腕を必死で動かして拘束から逃れようとする。

　しかし、動けない。相手の使うアームロックの方が、明らかに優れているのだ。

　いや別に、私はアームロックの専門家とかではないんだけど、それは見れば分かる。アリスは、今の体勢からまるで逆転出来ない。

「キ──!!　じゃあアームロック返し返し返し返し返し返し!!」

「何回やったとしても、全部無む駄だ。その技は、私には、効かない」

「な、何でよ！　さっき読んだ『猿でも出来るアームロック』でしっかりと学んだこの技、ちゃんと再現しているんだから！　赤ペン先生も納なつ得とくの再現度よ！」

「だって、その本は。私が書いた、ものだから」

「……へ？」

　アリスが言葉を失った。今の話に出た本……多分、アリスがさっきの図書館で借りた本のことだろうけど……それを、書いた？　じゃあ、この女性はひょっとして。

「まさか、作家なの？」

「作家じゃない。今は、だけど。今の私は、ただの人」

「……今は？」

「昔は、そう呼ばれていたこともある。作家・穂ほ積づみ雷らい火かと」

　そう名乗る声は、どこか誇ほこらしげに聞こえて。

　こうして、第三の作家が、姿を現したのだった。

　何でこの街、こんなにホイホイ作家が歩いているんだろうか。




「えっと……穂積さん？　このバカのやらかしたことについては謝罪しますので、お話を聞かせてもらっても良いでしょうか」

「分かった」

　物分かりが良い人で助かった。商店街のベンチに座って、話を聞くことにする。

　ちなみにアリスは、なおも穂積さんの隙すきを狙ねらってアームロックを仕掛けに行き、その度たびに技を返されている。そろそろ諦めた方が良いんじゃないのか。

「く、まだまだ！　探偵として、こんなところで挫くじけてなんかいられないのよ！」

「だから効かない」

「そんなことはないわ！　やれると思えばやれる筈！　私は、どこまでも諦めない様から、クラスではポジティブちゃんとまで呼ばれている程なんだから!!」

「絶対に、無理。私は、この技の返し方を、千は知っている」

「じゃ、じゃあ今度は、別の技で攻めるわ！　私の向こう上じよう心しんを舐なめたのが運の尽きだったわね！　昨日『小学生からの４の字固め』を読んで覚えたばかりの奴で!!」

「効かない。それも、私が書いた本だから」

「ぐぬぬぬぬ！　それじゃあ、『六五歳から始めるコブラツイスト』よ！　これは去年くらいに読んだ本だから行ける筈よね!!」

「それも、私が書いた」

「う、ううううう、だったら、だったら『ＤＶＤで覚える必殺のアルゼンチンバックブリーカー』でぇ!!」

「それも私だ」

「キー!!」

　アリスは、繰り出す技の全てを返され、為なす術すべもなく全身を極められて押さえ込まれ、嫌と言う程痛めつけられて、今は地面でうんうん唸うなっている。疑うたがった罰ばつなので諦めろ。

　と、その様子を黙って見ていた円香が声を上げる。

「あの、もしかして。作者名が同じこの本……『お母さんと一緒のカレー』も、穂積さんが書かれたものだったりするんですか？」

「そう、それも私」

「本当ですか!?　じゃ、じゃあ、もっとカレーについて教えて下さい！　出来れば、そこにあるお店で!!」

「望むところ。辛い料理は、私も好きだから」

「いや円香、ちょっと落ち着こうか」

　駄目だ。図書委員長だけでなく、副委員長も大分使いものにならない。カレーが絡むと、何でこうなってしまうのか。そんな話をしに来たんじゃない。インタビューをしなければいけないんだよ。私達は、その為に新稲葉まで来たんだ。

　円香を押さえ、穂積さんの了承を取って、インタビューを強引に始める。アリスは今も拘束されたままだけど、話がこじれるだけなので黙っていればいいと思う。

「それじゃあ、お願いします」

「分かった。作家ではないけど、作家だったから」

　穂積さんは、アリスを軽くあしらいながら、インタビューに答えてくれた。実に器用な人である。

　一つ一つ、放たれる言葉には、力があり、簡かん潔けつで、迷いがない。

　今は作家ではないとのことだが、どうして辞やめてしまったのだろうか。

「私は、未来の作家人生を全て捧ささげて、書きたいものを書いた。書くべきものを書き上げた。だから、もう満足している」

「じゃあ、これから先、何も書くつもりは無い、と」

「そう、そのつもりだった。だけど偶たまに、菜な沙ずな……昔の担当編集から依頼を受けて、短いものを書いたりしている。それくらいが、私には心地ここち良よい」

　口元は見えずとも分かる、優しい微笑みと共に語られる言葉。

　そして、他の作家達と同じ最後の質問、穂積さんの答えは。

「私は、作家ではなくなった。それでも、何かを書くということそれ自体が、作家であることの証あかしなのかもしれないと、今は思う。書くという意思が、作家の根源なのだと」

　作家ではない、と言う彼女。

　しかし、愛いとおしそうに自分のことを、自分の書いた本のことを語るこの人は。

　形こそ異なれど、確かに作家なのだろうと、そう思う。


　　　　　　　　



　分厚い本を読みながら去って行く穂積さんを見送る。

「……何だか、どっと疲れた」

「だらしないわねナオ！　そんなんじゃ、探偵としてこの先やって行けないわよ！」

「誰のせいだと思っているんだよ」

　いつの間にか商店街の終端まで辿り着いてしまったので、駅の方へと戻ることにする。

「しかし、ここまで三人分、作家にインタビューをした訳だけどさ。まだ続けるのか？　もう充分なんじゃない？」

「何を言っているの！　こんなんじゃ足りないのよ！　最低でも七人！　七人分のインタビューを終えるまで、学校には帰らないわ!!」

「何だよその数字は……」

　三人に出会ったことすら奇跡的だというのに、あと四人とか絶望的だよ。

「ほら、円香からも言ってよ。もうこの辺でお開きにしようって」

「うーん、もう少し新稲葉を周ってみようよ。あ、そう言えば有名な焼やき芋いも屋やさんがこの辺に来るらしいんだけど、カレーの材料に欲しいんだよね」

「だから個人的な用事はまた今度にしろって!!」

「カレーが完成したら、奈央ちゃんにも食べさせてあげるからね。そう、私は、カレーを作らないといけないの。それが、失われたものに対する、私の誓ちかいだから」

「いや私は別にカレーは要らな」

「ん？」

「………………カレー、楽しみにしているから」

「うん♪」

　危なかった。一瞬、円香の背後に鬼が見えた。

　円香に対して、カレーは要らないなんて言ったら、とんでもなく恐ろしい目に遭うのだ。普段は優しい円香も、カレーのこととなると豹ひよう変へんする。カレーに関して、円香に逆らってはいけない。そいつに触れることは死を意味する。

　しかし、残り四人の作家なんてどこにいるのか。いっそ、交番で聞いてみようか。それで教えてくれるのかは知らないけど。

　と、次の瞬間、身体が僅かに震えるのを感じた。

「……何だ？」

　突然、周囲の雰囲気が、変わったのだ。

「な、何よ？」

「あれ、何だろう？」

　アリスも円香も、その変化を感じ取ったらしく、辺りを見回している。

　しかし、どこも変わっていないと、そう見える。別に先程までと同じ光景が広がっているばかりで、何もない……いや、少しだけ、眩まぶしい、のか？

　それは、その理由は。

　妙に辺りが、明るくなっているからだ。

　この商店街は、真っ直ぐに延びるアーケードに覆われている為、太陽の光が直接当たることはない。にもかかわらず、今は、まるで太陽光を直じかに当てられているみたいに、明るく照らされている。

　そんな光の差す方に、視線を動かして。そこには、確かに太陽があった。

「さあ、今日のステージはここ、新稲葉商店街よ！　どんな闇やみにも夜にも負けることのない、最大限の輝きで行くわ！　恒星よりも明るいこのあたしが、何もかもを照らし、輝いて魅みせるんだから!!」

　それは、地上に降りた太陽。それは、真昼に輝く月。

　秋あき月づきマキシ。

　今を時めく大人気アイドル。

　そして、まさかの登場、四人目の作家でもある。




　秋月マキシは、存在するだけで周囲の空気を一変させていた。道行く人全てが、その輝きに釘くぎ付づけになっている。それこそアイドルたる証明。テレビでしか見られない本気。

「皆、準備は良い!?」

「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り!!」」」

「それじゃあ気合い入れて行くわよ！　いつだってあたしは波は乱らん万ばん丈じよう、最大限のスピードで駆け抜けるの！　付いて来られるかしら!?」

「「「ＹＥＳ！　マキシ様の言う通り！！！！」」」

　秋月マキシの言葉に応えるのは、彼女の周囲を取り囲んでいる黒服の集団だ。彼女の付き人なのだろうか、それにしても凄い人数だ。どうやらテレビの撮影か何からしく、カメラマンを初めとするスタッフと思おぼしき人々が勢揃いしている。

　私も、円香も、すっかり魅み了りようされてしまったみたいで。

「アイドルかぁ……凄いね、本物だよ、奈央ちゃん」

「ああ、アイドルにして作家の、秋月マキシだ。作家だけど、さすがにインタビューは出来ないよな？」

「うん、ちょっと近付けないかな。あのオーラ、本物だよ」

「本当の芸能人って、こういうものなんだな。気安く近寄れないよ。それこそ、余程無神経でもなけりゃ……」

　そこまで言って気付いたのは、非常にまずい事実。そう、余程無神経な人間に、心当たりがある。基本的に余計なことしかしないし、周りの迷めい惑わくを考えない奴のことを。

　しかも悪いことに、そいつは今、この場にいる。

　いや、いない。

「いない!?」

　どこにいった!?

「あ、あそこにいるよ!!」

「って、おい!!」

　気付いた時には遅すぎる。

　空気の読めない名探偵。異様に目立つ金きん髪ぱつ碧へき眼がん。

　そう、空戸アリシアが、周囲の様子など一切気にしていないままで。

「ちょっとちょっとぉ！　誰だか知らないけど、私の行く手を遮さえぎるなんて、いい度胸しているじゃないのよ!!」

　秋月マキシの真正面に、堂々と立っていたのだ。




「何だか良く分からないけど、人が集まっているってことは、事件ね!?　それなら、この私の出番じゃない！　さあオーディエンス、私の薄灰色の脳細胞をとくとご覧らんあれ！　怪盗二面相を追い詰めた私の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そく、隅々まで注目してよね!!」

　アリスは堂々と言い放つ。相手がアイドルであることなど、一切気にしない様子で。

　案の定、秋月マキシの顔には怒気が浮かぶ。

「あ、あんた、誰よ!!」

「あらら、この私の前で騒ぎ出すなんて、要するに悪い奴ね!?　安心してよね、さっきはちょっと失敗したけど、今度こそ極めちゃうんだから!!」

「は、はぁっ!?　っていうか今は撮影中なんだから、さっさとどきなさいよ！　そもそも、このあたしを誰だと思ってんのよ!?」

「知らない！」

「知らない!?」

「見たこともないし！　だけど何だか無駄に光っている辺り、わざわざ私に捕まりに来たのよね？　うん、オッケーよ、私のアームロックは平等に相手を粉ふん砕さいするから！」

「む、無駄ですってぇ!?　大体何なのよ、いきなり撮影中に出て来てあたしに文句を言うなんて。何なのよ本当に！　ぽっと出の小娘のくせして!!」

「だ、誰が小娘だって言うの!?　真っ白白助のくせに!!」

「は、はぁ!?　ちんちくりんが言うじゃない!!」

「何が!!」

「何よ!!」

「キー!!」

「キー!!」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを交わしまくる探偵とアイドル。

　その様子を見ているしかない私と、円香。

　更には、誰も近付いていけないばかりか、混乱しているように見える黒服達。

　その場にいる全員が、恐らくは、同じことを考えているのだろう。周囲を顧かえりみることなくぎゃーぎゃー騒いでいる、二人の金髪の少女を前にして。

「似てる……」

「似てる……」

「「「似てる……」」」

　そう、似ているのだ。

　テレビで見る秋月マキシは、明るく輝く人気アイドルで、まさに雲の上の人、といった感じなのだけど。今目の前にいて、喚わめき立たてている秋月マキシは、どこか余裕が無くなっているようで、その様は非常に良く似ている。

　他でもない我が友人、空戸アリシアと。

　金髪碧眼、尊大、自じ信しん過か剰じよう。要素を並べてみれば、姉妹のように似ているのだ。

　しかし似ているということは、同時に同族嫌けん悪おという感情を呼び起こすということでもある。つまりこの二人。

「名探偵たる私は!!」

「アイドルであるあたしこそ!!」

「こんなピカピカ眩しい奴になんて!!」

「こんなちみっこい邪じや魔ま者ものなんかには!!」

「「負けていられないのよ!!」」

　物凄く、相性が悪いのだ。

　決して慣れ合うことなく、敵意を全開にする二人。

　秋月マキシの手が、いつの間にかマイクを取り出していて。対するアリスは、さっき借りた本を構えている。いや、本はそうやって使うものじゃないし……ってマイクって何だよ!?　マイクで戦うつもりなのか!?

　とにかく、一触即発の雰囲気。

　名探偵ＶＳアイドルという、世紀の異種格かく闘とう技ぎ戦せんが始まろうとして。

「いい加か減げんにしろ」

「むぎゅ」

「うにゅ」

　しかし、その場に現れたスーツ姿の男性が、二人の脳天に拳こぶしを落としたことで中断されたのだった。うん、その対応で正解だと思う。




　あまり商店街の人達に迷惑を掛ける訳にはいかないので、そのスーツにサングラスにスキンヘッド、おまけに身長は二メートルを超えるという、絶対に堅気ではない人に連れられて、手頃な店に入って話をすることになった。

　と言っても、元凶である二人は。

「キー!!」

「キー!!」

　こうやって、今も争っているのだが。

　なおもいがみ合っている二人は置いておいて、秋月マキシのマネージャーであるという男性、仏ほとけ坂ざか大だい門もん氏に話し掛ける。多分この人ならば話が通じる筈。というか、アリスの行動に振り回されている私とどこか同じ匂いがするので、きっと大丈夫だ。

「あの、うちのアリスがご迷惑をお掛けしまして」

「いや、うちのマキシこそ、大人げない真似をしてしまった」

「本当にごめんなさい」

「本当に済まないと思っている」

「「……はあ」」

　二人揃って、溜ため息いき。無言でこちらを見るサングラスの奥の瞳は、同類を見るようでもあり、同情を浮かべているようでもある。きっと私も、同じ目をしているのだろう。この人、普段から相当に苦労しているんだろうな。私と一緒で。

「それで、君達は？」

「はい、私達は、東川高校の図書委員で……」

　自分達の目的を説明する。委員会の活動で、作家を探して新稲葉に来たこと。出来るだけ沢山の作家にインタビューをしたいと思っていること。その過程で妙な作家達に出会ったことは、説明すると長くなりそうなので割かつ愛あいした。

「インタビュー!?」

　そこで秋月マキシが、こちらに身を乗り出して来た。

　その瞳はキラキラと輝いていて、異様な程に美しい。成程、これがアイドルのオーラという奴なのだろうか……さっきまでの大騒ぎしている様子さえ見ていなければ、素直に喜べたのだが。そんな秋月マキシは、妙なポーズを取りながら。

「何だか分からないけど、あたしに聞きたいことがあるのなら、答えるわよ！　それこそがアイドルとしての使命だから！　ああ、でも、あんまりプライベートなことはＮＧよ？　だってアイドルなんだもの!!」

「へー、アイドルだったんだ。オーラがないから気付かなかったじゃない」

「はぁ!?」

「……アリス、お前はちょっと黙ってろよ」

　余計なことを言い出すことしかしないアリスを円香に預けて、インタビューを開始する。人気アイドルにして人気作家、テレビにも良く登場している秋月マキシに話を聞く機会……うちの兄達もさぞ羨うらやむことだろう。特に九番目の兄ちゃん辺りは。

　インタビューに際して、秋月マキシの対応は非常に手慣れたものだった。

　流石はアイドルといった感じで、質問には素直に答え、更にはこちらの質問を膨ふくらませてくるような話をするなど、頭の回転も速い。アイドルにして作家という二足の草鞋わらじを履はきこなしているのは伊だ達てではない。

　最近ではライブ中に一本の小説を書き上げるという特殊なパフォーマンスを行ったらしいが、途中でスランプに陥おちいって五時間延長するも、ファンの声せい援えんによって無事最後まで書き上げることが出来たそうだ。全体的に何なんだよ。

　そして最後、『作家とは何か』という質問に対しては。

「アイドルも、作家も、あたしの中では同じものよ。ファンを照らし、元気づける光という点でね。無様な姿を見せないように、いつだって全力のパフォーマンスを魅せること。それがあたしの、アイドル道で作家道よ!!」

　輝きと共に発せられるのは、自信に満みち溢あふれた言葉。自分の考えを微み塵じんも疑うことなく、その為にあらゆる努力を行えるという稀き代たいの才覚。

　ああ、確かにこの人は、規格外だ。

　そうやって感心している中、私にだけ聞こえるような小さな声で。

「……ふうん、ただのアイドルじゃ、ないんだ」

　アリスが呟いた感かん嘆たんの言葉。

　それに、私も同感だった。


　　　　　　　　



「それじゃあ若者達、あたしのように輝きなさいよー!!」

　なおも明るく輝き光る秋月マキシに見送られて、若じやつ干かん逆光になりながら、その場を辞じする私達。これで四人目のインタビューが終了。本当に、一時はどうなることかと思った。アイドルにたてつくとか、芸能界パワーで潰されるんじゃないのか。

「何よナオ！　随ずい分ぶんとやつれた顔をしちゃって！」

「だから、お前のせいだろ。分かっているのか？　アームロック掛けるぞ」

「まあまあ、元気ないんだったら、芋けんぴ食べる？」

「てい」

　そんな物、いつの間に買っていたんだよ。

　とにかく、ここで私が倒れたら、残された二人の暴走を止める役目がいなくなる。それだけは絶対に避けなければいけない。気を確かにしていこう。

「それじゃあ次の作家だけど……何とか作家を探す方法はないのか、名探偵」

「そうね、名探偵の捜査の基本、それは地道な聞き込みよ！　ということで、通行人に聞いてみれば、道が開けるんじゃないかしら！」

「思わぬ真っ当なアドバイスをありがとう」

　正論過ぎて涙が出て来ます。

　しかし、そうなると、誰に聞くべきだろうか。ぐるりと商店街を見回してみる。

「そうだな、あそこにいる男の人……アフロの人に聞いてみようか」

「奈央ちゃん、アフロに聞いても無駄だと思うよ？　だってアフロだもの」

「お前、アフロに恨うらみでもあるの？」

　円香の中で、何でアフロがそんな扱いなのか分からないけど、ひょっとしてアフロだからなのだろうか。じゃあ仕方がないなアフロだもん。

「それなら、誰に聞けばいいんだろうな」

「ふっふっふ、この名探偵にお任せよ！　私のこの、薄灰色の脳細胞が導き出した結論によれば！」

　アリスは、いつもの決め文句を言いながら商店街を見回す。しかし、冷静に考えると薄灰色の脳細胞って、何かヤバそうだよな。今まで言わなかったけど。

「……あそこにいる女の人とか、ちょっと作家っぽいし、聞いてみようじゃない！」

「作家っぽいってなんだよ……」

　今日出会った作家四人、四人とも作家っぽくはなかったと思うけど。

　まあ、聞き込みには賛成だ。早速、アリスが見つけたという女性の元へと向かう。屋や台たいのようなものに寄りかかり、ぼんやり空を見上げているその姿は、妙に色っぽい。

「ちょっと聞きたいことがあるんだけど、良いかしら？」

「あん？」

　その女性は、低い声で答えた。長身で、整った顔立ちをしているところからして、モデルか何かだろうか。いきなりのアリスの質問に戸と惑まどっているのか、やや不機嫌そうな表情をしている。

「……ん？」

　この女性、どこかで見たことがあるような、そんな気がする。その鋭い視線、真剣な表情を、私は確かに見た覚えがある。こう、もう少しで思い出せそうなのに、テレビか何かで見たことがあるような。

　いや、それよりも。相手をじっと見ていて、もう一つ気が付いたことが。

「おいアリス、ちょっと……」

　慌ててアリスの襟えり元もとを摑つかんでこちらに引き寄せ、耳元に口を寄せる。

「な、何よナオ！　大事なところなのに！」

「勘違いしてるみたいだけど、その人、女性じゃないからな？　変なこと言うなよ？」

「はあ？　どう見ても女の人じゃない」

「お前、探偵の癖くせに、その目は節ふし穴あななのかよ。絶対に男だから、下へ手たなことを言って怒らせないようにしろよ」

　そこまで言ったところで、突然肩を摑まれた。驚いて振り返れば、そこにいたのは件くだんの女性……いや男性で。しまった、怒られるのかと身構えたところ。

「あんた、どうして俺が男だって分かったんだ……？」

　笑顔と驚きが混じったような顔で、いきなりそんなことを言われた。

「いや、どうしてと言われても……」

　別に大した理由がある訳でもない。確かに最初は、スラリとした体たい軀くから、女性に見えたけれど。しかし良く見てみれば、そうではないことは自明の理だ。感覚として分かっただけなので、そこの理由を詳しく聞かれても、正直困る。

「え、だって、男の人でしょう？」

「ああ、確かにその通りだ！　ということは、俺が男だって、見ただけで分かったってことだな？」

「まあ、そうです」

「イヤッホウ!!」

　何故だかガッツポーズを取る男性。と、彼は私の肩をがっしりと摑んで来る。顔が近いんですけど、どうしたんだいきなり。新手のナンパか？

「ほら、俺も苦労しているんだぜ、全く」

「えっと、そうなんですか」

「会う人会う人、俺を女扱いしやがるんだ。いつもいつも師し匠しよう達に教えを乞こうて、男らしさに磨みがきをかけているってのに、全く、どうしてなんだ！　イライラして、朝食のエッグベネディクトも喉のどを通りゃしない!!」

「はあ……」

「ほら見てくれよ、怒りのあまり肌も荒れちまっているだろ？　くそ、また新しい入浴剤を買って来ないといけないじゃねえかよ！　洗顔料も変えた方が良いよな、モイスチャー何とかの奴に」

　いや、そういうところが原因なんじゃないでしょうか。

　男は黙って握り飯！　とかいう発想にはならないのか。

　この人、男性なのは確かなのだけど。その所作の一つ一つに、不ふ思し議ぎと女性を感じさせるところがある。そういった所作はすぐに身に付くものではない。小さい頃から少しずつ、自分の中に染み渡って行くものだ。

　それは、私にも覚えのあること。

　兄達が色々と教えてくれた、いつ役に立つのか分からない知識と技能。それでも、その積み重ねがきっと、今の自分を形成しているもので。だから。

「……そんなに、気にしなくても良いと思いますよ。自分を無理に変えようとするよりは、ゆっくりと一歩ずつ、自分と向き合って行くのが一番良いことなんだって、私はそう思いますから」

「あ、ああ……そっか、そうなのかもな。俺はまだ、焦あせっていたのか」

「はあ、でも、その気持ちは分かりますけどね。私だってたまに、男に間違えられたりするから」

「……え？」

　そこで、しばしの沈黙が落ちる。

　あれ、これって、まさか。

「……おい」

「……いや、悪い」

「おい！」

　こいつ、まさか私のことを男だと思っていやがったのか!?

　私が珍めずらしくも親身になって、相手のことを考えてあげたというのに!?

「自分は男に見られないとか何とか言っておいて、私が女だってことが分からないのかよ!?　制服着ているのに!?　スカートなのに!?」

「い、いやいやいやいや、マジ悪かったって！　実に男らしかったから、つい。あの、そういう趣味の奴なのかと思って……」

「ちょん切ってやろうか？」

「いや、マジで済まねえ。この通りだ、俺に出来ることなら何でもするぜ。あんたみたいな立りつ派ぱなおと……女に、敬意を表して」

「何でも……？」

「ああ。何だったら、鼻からスパゲッティを食べてやってもいいし、目でピーナッツを嚙かんでもいい」

「いやそこまでは」

　ちょっと見てみたい気もするけれど。いっそやらせてみようか。

　まあ、折角なんでもしてくれると言っているのだから、頼んでみよう。別に男扱いされて怒っている訳ではない。

「それじゃあ、一つだけ。作家の知り合いがいたら教えて欲しいんですけど」

「ん、作家だって？　そりゃ奇き遇ぐうだ、俺は作家だぜ」

「え？」

　まさかの五人目確保。

　私が気付いていないだけで、この世は作家ばかりなんじゃないのだろうか。




「おう、インタビュー位ならお安い御用だ。何でも聞いてくれよ」

「……はい、お願いします」

　早はや崎さきステラと名乗った、その男性。

　何でも、作家として活動する傍ら、アイドルとしても活動をしているらしい。無人島で井戸を掘ったりなどしているらしいが、それはアイドルの仕事ではないと思う。そして、その合間を縫ぬっては、男らしさの修行として色々な師匠に師し事じしているとか。

　しかし、アイドルと作家の、二足の草鞋を履きこなすその在り方は。

「……何だか、秋月マキシみたいですね」

「ああ、あいつは俺の目標だからな」

「目標……ですか」

「確かにあいつは色々と滅め茶ちや苦く茶ちやだけどな。一回、目の前に立ってみて、それは良く分かっているんだ。それでも、生き方としては、凄く参考になるんだ。読者とファンを大事にするっていう、その精神が」

「それは、確かにそうかもしれないですね」

「そうだ、ついでと言っちゃなんだが、焼き芋屋の師匠の下で働いているから、これもやるよ。結構美う味まいって評判なんだぜ。ほら」

　そう言って、屋台の中から、焼き芋がどっさりと詰まった袋を私に渡してくれる。

「こ、こんなに頂けるんですか」

　焼き芋、地味に嬉しかったりする。

　というか、こうやって私がインタビューをしているというのに。

「頑張ってね奈央ちゃん！」

「ナオ、今こそチャンスよ！　ゴーアヘッドよ!!」

　などと、アリスと円香が手伝う気を一切見せないのはどうしてなんだろうか。随分と離れたところにいるんだけど、こっちに来て手伝おうよ。

「どうかしたか？」

「え、いえ別に、ステラさん」

「何だかあんたにそう言われるのもくすぐったいな。俺の本名、早崎照しよう星せいってんだ。良かったら、そっちで呼んでくれるか？」

「……え、はい、私は、陸奥田奈央です。それじゃあ、続きをお願いします」

「……ああ、その、陸奥田……さん？」

「……はい、何ですか、照星……さん？」

　何だこの空気。後ろで、アリスと円香がニヤニヤとこちらを見ているのも腹が立つ。

　まあいい、さっさと済ませてしまおう。

　私は、早崎ステラに向けてインタビューを開始する。

　彼は、時に考え込みながら、また時に熱く拳を握りながら回答してくれた。

　そして、最後の質問に対しては。

「そうだな……どこまでも続く高い山、かな。目標であり、障害であり、そしてでっかく見守ってくれるもの……そういう奴に、俺はなりたい」

　大きく手を広げて。

　空を見つめてそう、真剣に答える姿は、そこそこ格好良く見えたのだった。


　　　　　　　　



　早崎照星が去った後、私を待っていたのは。

「さて、ラブ米の収穫も終わったところで、次に行くわよ!!」

「そうだね、豊作だね!!　今日はライスシャワーだよ!!」

「お前らなぁ……」

　そんな、やけにテンション高めの友人二人だった。

　私が一人で頑張っていたのに、何を盛り上がっているのか。インタビューも、こうして焼き芋を手に入れたのも、変な空気になったのも、全部私一人でやったんだぞ。

　しかし二人は私の怒りなど意に介さず、肩に手を置いて。

「まあまあナオ、ようやくナオも青春を始めるのね。安心したわ」

「まあまあ奈央ちゃん、ここからの粘ねばりが肝かん心じんなんだよ！」

「ねー」

「ねー」

　どうしてそこまで息が合っているんだよ。何か腹立つな。

「……あれ？」

　と、円香が私の手の中にあるものに気が付いた。

「奈央ちゃん、その焼き芋は凄いんだよ？　高らかに上げる美声は千里先まで届くと言われている伝説の焼き芋職人が、一日に一○個しか売らない最高級の焼き芋！　しかもお求めやすいお値段で大人気！」

「いや、この袋の中に一○個くらい入っているんだけど」

　まさか、一日分を全部くれたのか。それで商売成り立つのだろうか。

　しかし、漂って来る匂いは実に美お味いしそうだし、貰ったものをこのまま放っておくのも何なので、近くの公園に寄って、三人並んでベンチに座り、早速食べることにする。

「……確かに、美味しい」

「そうね、これ程のものは本国でもお目に掛かったことはないわ!!」

「そりゃフランスに石焼き芋屋はないだろうな」

「うん、この甘みが凄く美味しいよ。是非とも、カレーに加えてみたいところだね」

「絶対に止めて！」

　折角こんなに美味しいのだ、わざわざ円香のカレーにぶち込む必要はない。それは焼き芋に対する冒ぼう瀆とく。世界中の焼き芋屋に対する反逆に他ならない。

「──ッ!?」

「……円香？」

　焼き芋を頰ほお張ばっていた円香の動きが突然止まる。

　そして浮かぶのは、円香には似つかわしくない、鋭い表情。触れれば切れるかのような、真剣な顔。まさか、カレーに加えるのを止めてと言ったことについて怒っているのか。さっきまであれ程騒いでいたアリスも、黙り込んで様子を窺っている。

　円香は辺りを見回すと、持ち歩いている巨大なラケットケースにそっと手を伸ばす。

「ま、円香？」

「……来る」

「来るって、何が……」

　その続きを聞くことは出来なかった。

　何故なら、円香は弾はじかれたようにベンチから立ち上がり。そんな円香の動きに呼応するようにして、もう一人の人影が、公園に現れていたからだ。

　いつそこに現れたのか、全く分からなかった。風が吹き抜けたその一瞬で現れて、私達の正面に立って、剣けん呑のんな視線を向けて来ている。

　そいつは、巨大な薙なぎ刀なたのようなものを、天高く掲かかげて。

「その焼き芋……寄越せぇぇぇぇぇぇ！！！！」

　そう叫び、私達の方へと、突っ込んで来た。




「な、なななななっ!?」

　どうしたら良いのか分からず、戸惑うしかない私達を庇かばうように。

「二人とも、下がって!!」

　円香が、身を低く屈かがめながら、前へと出る。

　その時には、円香の持っている白いラケットケースの鍵かぎは外されていた。音を立てて地面にケースが落ち、中から現れたものを円香は強引に引き抜く。

「鮪喰マグロイーター・無限アンリミテツド！　私達の敵を、討うち果はたすよ!!」

　その手に現れていたのは、チェーンソーだった。

　高速で回転する鋸のこ刃ばと、低く唸るエンジン音。どう見てもチェーンソーとしか呼べないものこそ、円香が普段から持ち歩いていたものだったのだ。

　その異常さに、ツッコミを入れる暇はない。

　相手はすぐそこにいる。大きく翻ひるがえるロングスカート。身分を証明するようなヘッドドレス。そして何よりも、その手に持っている、巨大な薙刀らしきもの。

　それは、メイドだった。

　メイドが、突とつ如じよとして公園に現れて。そしてどうやら、私の持っているこの焼き芋を狙っているらしいのだ。いや、どういうことだよ。今日一日で色々とおかしなことがあったというのに、いよいよトドメを刺しに来たな!?

　私達を庇うように立つ円香。そんな円香の目の前で足を止めるメイド。メイドの視線は、猛もう禽きん類るいのように鋭い。どう考えても、メイド喫きつ茶さで大人しくしているようなタイプのメイドではない。戦場とか最前線とか、そんな危険な場所が良く似合っている。

「……どきな、小娘。私が用のあるのは、その焼き芋だけだ」

「そうはさせないよ。この焼き芋は、私がカレーにするんだから」

「焼き芋を素直に渡せば、命だけは助けてやるよ」

「カレーを奪うばわれるくらいなら、私は死ぬまで戦ってやるんだから」

　そんな、嚙み合っていない言葉を交わす二人。いや、この焼き芋だったら差し上げますんで、どうか一つ穏おん便びんに……という話が出来るような状況ではない。

　と、メイドの視線が一点に向けられる。

　それは、円香の持っている良く分からないチェーンソーの方で。

　それを見た瞬間、メイドが感嘆の吐息を漏らす。

「鮪喰……実在していたのかい」

「知ってるんだ、鮪喰のこと」

「当然さ。伝説の武器職人、大おお洗あらい赤しやつ口くが造り上げた後期型調理器具、食材を切きり裂さく伝説の包ほう丁ちよう、鮪喰。まさか現物にお目に掛かれるとはね」

「……そっちの箒も、ただものじゃないよね」

「ああ、こいつは穢殺刃ケガレザツパー。ちょっと壊れちまったものを、後輩から奪い取ったパーツで修理したものだけどね。調理器具と清掃器具という違いこそあれ、その鮪喰と製作者を同じくする兄弟機だよ」

「鮪喰の……兄弟」

「日々激化する、家電業界の技術の進歩。そんな中で生まれた穢殺刃、そしてその鮪喰は、まさに終わりなき戦乱が生んだ落とし子さ。一体何が顧こ客きやくに受けるのかが分からずに、どんな機能を付ければ良いのか、誰もが迷い戸惑っていて……ついつい異端に走ってしまった、その結果がこいつらだよ」

「でも……私にとっては、この鮪喰は、大事なもの」

「そうさ。自分の得物を信じられない奴に、勝利は訪れない」

　そうやって、戦場にて言葉を交わす二人。

　そして場の空気から完全に取り残された感のある私である。

「あ、あの……？」

　この人達の言うことが、ちっとも分からない。メイドの方はともかく、もう一人は一応友人なんだけど、それでも言っていることが分からないって相当じゃないのか。

　しかし、私の困こん惑わくなど構うことなく、二人の会話は続く。

「とにかく、その焼き芋を渡さないというのなら、兄弟とて容よう赦しやはしないよ」

「こっちだって、譲れないものがある」

「だったら、どうするって言うんだい」

「決まってる。あなたを倒して、押し通るよ」

「その意気や良し……それなら、敵を掃き尽くせ、穢殺刃・改八!!」

「負ける訳にはいかない……さあ、調理の時間だよ、鮪喰・無限!!」

「万ばん象しよう一いつ切さい、灰かい塵じんと為せ!!」

「いっそこの場で、千切れて消えろ!!」

　そうして、二人は激突した。












　火花が散り、金属同士がぶつかり合う音だけが響く。かと思えば、大地に一直線に亀き裂れつが走ったり、公園の木々が斬り倒されたりしている。戦いの余よ波はだけで、それだけの被害が出ているのだ。何これ。何ゴンボールの世界なのこれは。

　円香は、必死にその手のチェーンソー……あるいは包丁を振るい、時には砲弾らしきものを撃うち出だしたりして、メイドに挑いどんでいる。その気迫は、普段の円香からは考えられない程に強く、激しい。

　対してメイドは、涼やかな顔で円香の攻撃を捌き続けている。円香の包丁に比べて、メイドの持つ薙刀……あるいは箒は細く、若干頼りないものの、その箒を巧たくみに操あやつって、円香の繰くり出だして来る様々な一撃を軽く受け流している。

　透すけて見える、大きな戦力差。

　無理もない。円香は結局の所、私と同じ女子高生に過ぎない。いくら強大な包丁を手にしようとも限界がある。対して相手のメイドは、明らかに只者ではない。彼女の表情は、闘争を日常とする戦士のものだ。

　そして、ついに円香に限界が訪れる。

「……あッ!!」

　円香の持つ包丁が、地面に叩きつけられる。目標を見失い、空振りしたのだ。

　そんな円香の目の前に突き付けられる箒。その先端には鋭い刃が伸びていて。

「どうした、これで終わりかい」

「く……っ！」

「悪いことは言わない。その包丁を手放しな。そいつは、無用な争いを呼ぶものさ。普通の人間が、持っていいものじゃない」

　自分は違う、と暗に言いながら、メイドは円香に言う。その言葉は真剣で、きっと円香の身を本当に案じているのだろう。

　円香は、何も言わない。ただ、地面に突き立った自分の包丁を、見つめている。

　もう諦めてしまったのか……その考えを、すぐに打ち消す。

　だって、あれは春海円香だ。

　私の友人、大切な人。

　ちょっと変なところもあるけれど、それでも本当に大切な娘なのだ。

　そんな円香が、まだ諦めていないのなら。

「……でも」

　私はただ、その在り方を信じて、見守るのだ。

　ほら、今も。円香の戦おうとする意志は、死んじゃいない。

「……それでも。あの人が残してくれた未来が、今、この胸にあるから!!」

　円香は、顔を上げる。

　その勢いに気け圧おされるようにして、メイドの持った刃が退いた。

　円香が、叫ぶ。

　張り裂けんばかりに喉を震わせ。

　空のその先に届かんばかりの大音声で、真っ直ぐに。

「だから来て、鮪喰・零式タイプゼロ!!　ここから逃げたりしないと、示す為に!!」

　次の瞬間、円香の前の地面に、もう一本の包丁が突き立った。

　どこからともなく。まるで、円香の呼び声に、応えたかのように。

　円香は、そこにあることが当然であるかのように、その包丁を手に取る。そして、もう一本の包丁の根元部分に、思い切り突き刺した。二本分の包丁は、互いを抱き留めるように融ゆう合ごうして、そして巨大な一本の包丁となる。

　無限と呼ばれた包丁と、ゼロと呼ばれた包丁の融合体。光を放つ、白亜の刃。

　先程までの包丁を倍加したサイズの、あまりにも巨大な包丁を構え、臆おくすることなくメイドの方へと向けて。

「鮪を喰くうだけじゃないって、やってみせろよ！　鮪喰・零零零式アインソフオウル!!」

　啖たん呵かを切って。

　そうして、挑み掛かって行く。




　再び始まる剣けん戟げき。

　先程までとは違い、メイドの顔には余裕がない。威力の増した円香の攻撃を必死に受け、防いでいる。二人の戦闘が発生させる余波も激しくなり、公園を破壊していく。木々は数本単位で薙なぎ倒たおされ、地面はバラバラに寸断され、ピンクの象の遊具が宙を舞う。

　そんな規格外の戦闘、巻き起こる嵐あらしの中で。

「いやいやいや、何で合体したの!?」

　私は、流石にツッコまざるを得なかった。

　ここまでも相当現実離れしていたことが続いていたけど、まだギリギリで理解することが出来た。でも合体!?　巨大な武器を持った女子高生とメイドが、夕暮れの公園でバトルってだけでも相当な状況なのに、更に合体までしちゃったの!?

　しかも、その合体武器での戦闘は、お互いの戦意を更に引き上げたようで。

「まだまだ、これくらいじゃ終わらないよ!!」

「良いねぇ！　ここまでの相手は、あんたで二人目だ!!」

　剣を交えながら、楽しくて仕方がないと、笑い戦っているのだ。

「アハハハハハハハハ！！！」

「ハハハハハハハハハ！！！」

「怖いよ!?」

　どうしてこんな状況で笑い合っているの。何なの、バトルジャンキーなの？

　今まで、円香から感じていた底知れなさの正体を垣かい間ま見みたような気がした。もう絶対に逆らわないことにしよう。隣となりでアリスも、目を見開きながらカタカタと震えている。

「あの」

「ひゃうっ!?」

　笑い合う戦闘狂を前に途方に暮れる中、背後から突然声が掛けられる。しまった、完全に不意を突かれたせいで、変な声を上げてしまった。

「……あの、よろしいですか？」

「あ、はい。ごめんなさい」

　掛けられた声に振り返れば、そこにいるのは、和服を着た少女。ちょこんと車椅子に座っているその姿は、まるで和人形のようで。

「えっと、あなたは……」

「あちらで戦っているメイドの、主人です」

「主人……？」

　まあ、メイドがいるんだから、その主人もいるよな。普通、野良メイドとかはいないから。それにしても、和服にメイドは似合わないけれど。

　彼女は、今も公園で巻き起こっている剣戟の方を見て。

「佐さ茅ちさん……私のメイドに、焼き芋を買って来てくれるように頼んだのですが、何やら大変なことになっているようですね」

「いや、確かに大変なことになってはいるけどさ」

　化け物みたいな巨大刃物同士がくんずほぐれつですよ。本人達が言うには、包丁と箒らしいけど。

　しかし気になるのは、それを告げた少女の表情が、一切変わらないことだった。自分のメイドが大暴れしているんだから、もうちょっと反応してもいいと思うんだよ。

「って、うわっ!?」

　突然、目の前にカラスが現れた。カラスは、私の頭上を旋せん回かいしながら、不満そうにカーカーと鳴いている。それは、私とこの少女の会話を邪魔しようとしているかのようで。

「すいません」

「えっと、どうして謝るの？」

「いえ、私のカラスですので」

　少女は、飛んでいるカラスを突如として鷲わし摑づかみにすると、そのまま車椅子の下部にあるスペースに強引に押し込んでしまった。捕まった瞬間、カラスが明らかに嬉しそうな鳴き声を上げていたような気がしたけど、気のせいだろうか。

「これで問題はありません」

「いや、新たな問題が次々生まれているような気がするんだけど……」

「しかしながら、私のメイドが御迷惑をお掛けしたようで、申し訳ありません。お詫わびと言っては何ですが、何か私に出来ることがあれば、仰おつしやって下さい」

「えっと……」

　まさかとは思うけど、でも一応聞いてみる。

「……それじゃあ、もし作家の知り合いがいたら、紹介して欲しいんですけど」

「私が作家ですが、何か」

「……ああ、うん」

　はい、六人目ゲット。




　少女は、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじという名の作家だった。

　その名前には聞き覚えがある。確か、以前に行った合同サイン会に参加していた作家の一人だ。最近では小説だけではなく、絵本のようなものも書き上げたりと、多方面で活躍しているという。

「それで、高校の委員会活動の一環として、お話をお聞きしたくて」

「高校……私は通った経験がありませんが。しかし、その制服というものは、中々良いですね。一度着てみたいものです」

　瞬間、車椅子に押し込まれているカラスが、嬉しそうな叫び声を上げた気がした。

「成程、インタビューですか。他人に話を聞くことは、自分の理解を深める上で、非常に実りのある行為だと思います。私にも、そういった経験があります。目につくもの全てを疑問に思い、聞いてばかりいた頃のことを。あの人はもう……」

　そこで、言葉を切り。

「いえ、それも懐なつかしい記憶です。まだ、世界を知らなかった私の」

「……そうなんですか」

　今、僅かに彼女の瞳を過よぎった感情。無表情を貫く彼女が見せた、小さな動どう揺よう。それの正体は、きっと私には想像もつかないものなのだろう。この、凪なぎのような少女が見せる、少しだけの変化は。

　彼女もまた、快くインタビューに答えてくれた。そして、最後の質問に対しては。

「作家とは……そうですね、鏡、でしょうか。自分のあるべき姿を、そのまま映し出す鏡。美しくも醜みにくくもあるものだと、私はかつて学んだことから、そう考えます」

　語る言葉。それはきっと彼女自身が生きて、そうして摑み取ったものなのだろう。

　インタビューは終わった。そうなると、残る問題は。

「あと一つ。あっちで戦っているメイドさんを、止めて欲しいんだけど」

「それは勿もち論ろん……いえ、終わったようです」

「終わった？」

　姫萩さんの言葉に従って見れば、戦いで発生した噴煙は既に晴れていて。公園の地面に寝っ転がって、笑い声を上げている円香とメイドの姿があった。

　いや、そんなベタな展開で終わったんだ……。


　　　　　　　　



「はあ、激しい戦いだったよ」

「そんな簡単に済ませられるものだったのか？」

　戦いを終えて帰って来た円香は、妙に晴れやかな顔をしていた。何でも、激しい戦いを繰り広げた結果、メイドと友情を結んだらしい。お前は昭和の番長か何かか。

「とにかく、こっちは六人目のインタビューが終わったぞ」

「あ、そうなんだ。じゃあ、後はマンションに行くだけだね」

「マンション？」

「うん、ここから見える、あのマンションだよ。そこに、知り合いの作家さんが住んでいるの。秋山忍っていう作家の先生。その人が、七人目のインタビューになる筈だよ」

「秋山忍……？」

　それは、私ですら知っている程の、まだ本を読むことにそんなに興味を持たなかった頃から知っていた程の名前。

　そして、サイン会で実際に会ったことのある作家の名前でもある。

　サイン会で感じたオーラは、とんでもないものだった。思わず気圧される程の、圧倒的な存在感。それだけではなく、作家としての能力も凄すさまじかった。何しろ、その場で掌しよう編へん小説を一つ書き上げるという離はなれ業わざを成なし遂とげたくらいだ。

「……あの人が、あのマンションに？」




　公園を離れて、巨大なマンションに辿り着いた。

　高級な美術品が飾られたロビーを抜けて、エレベーターに乗る。ロビーに何故だか上半身裸の筋肉軍団がいたのは引っ掛かるが、とにかく緊張しながら最上階に向かう。

　エレベーターを降りてすぐの所にある部屋のインターフォンを、円香は躊躇ためらいなく押す。出た相手に何かを告げると、すぐに玄げん関かん扉とびらを開いた。

「お邪魔します！」

「お邪魔します……」

「しまーす……」

　慣れた様子でさっさと入って行ってしまう円香に続き、私達も、慌てて室内に入る。

　そうして、秋山忍の家のリビングに入り。

「……はぁ!?」

　そこで見たのは、あまりにも、どうかしている光景だった。

　私の部屋とは比べ物にならない、数十畳じよう分はあるだろうリビングは、しかしその半分ほどが本棚で埋まっている。先程図書館を訪れたが、それと比べても遜そん色しよくない程の蔵書量だ。もう半分には何インチなのか分からない巨大なテレビに、ちゃぶ台、何故か屛びよう風ぶまで置かれている。正面の壁は全てが窓になっており、全面に空を映し出している。

　そして、壁際に設置された大きな机に向かっていた黒髪の女性が、椅子ごと回転してこちらを向いた。

「来たわね、円香」

　その女性こそは、秋山忍。

　あの日のサイン会で出会った、偉い大だいなる作家。

　私が圧倒された、威い圧あつ感かんのある雰囲気はあの日のままで、しかし、あの日とは明らかに異なる点があった。

　彼女の、秋山忍の象しよう徴ちようとも言える、長い黒髪が。

「……え？」

　今は、肩口程の長さにまで、切り揃えられているのだ。

　何が、あったのだろうか。

　あれ程に長かった黒髪を、切るということ。

　女性が髪を切るという、その意味。

　私も一応は同じ女だけど、いかんせん子供の頃からショートカットで通しているせいで、そういう経験はない。それでも、その行為に大きな意味があるということは、分かる。例えばそれは、何か大きな別れを経験した、とか。

　しかし、髪は短くなっても、その身に纏まとうオーラは変わらずに強烈で。彼女を前にした私は、思わず身構えてしまう。

「……あら？」

　秋山先生は、そんな私の方を見て、

「以前、サイン会に来てくれた子ね？　確か……陸奥田さんだったかしら？」

「お、覚えていて頂けたんですか？」

「ええ、勿論。久しぶりね」

「あ、はい、お久しぶりです……」

　秋山先生の笑顔。私のことを覚えてくれていたのは本当に嬉しいんだけど、それ以上に、彼女の圧倒的なプレッシャーを、私の身体が覚えている。あの、一歩間違えたら殺されるんじゃないかと思うような、地獄のような感覚を。

「……何だか、失礼なことを考えていないかしら」

「そ、そんなことはないです！　ほ、本日はお日柄もよく、よろしくお願いします！」

「まあ良いわ。それで、私にインタビューをしたいって話だったわよね。えーと、東川高校……そう、そんな名前の学校だったかしら。確か、虎とらがいるのよね？」

「あ、はい。良くご存知ですね」

「……本当にいるのね」

　秋山先生は、僅かに顔を伏せるようにして呟く。何だか、信じられないものを見るような目で見られたのは気のせいだろうか。

「それでは、よろしくお願いします。既にお聞きかもしれませんが、私は名誉図書委員の陸奥田奈央です。こっちの春海円香が副委員長で、委員長の空戸アリシアが……」

　アリスを紹介しようとして……しかし、いなかった。またかよ。

「ちょっと、こんな豪ごう勢せいな部屋に住んでいるなんて、あくどいことをダース単位でやっているに違いないじゃない！　こうなったら決死の潜せん入にゆう捜査で、この悪の帝国を滅ぼさないと！　見てなさい犯罪者、私のチャカブラスターが火を噴くわよ!!」

「おい」

　どこに行ったのかと周りを見れば、アリスは勝手にリビングの中を歩き回って、とんでもないことを口走っている。何て失礼なことを。急いで止めようとして。

　しかし、そんな私の顔のすぐ横を、何かが凄まじい速度で通過していった。

「げへぇ!!」

　その何かが直撃したらしく、アリスはもんどりうって倒れ、そのまま動かなくなった。

「……へ？」

　振り返れば、スローイングの体勢を取っている秋山忍先生がいる。鉛えん筆ぴつか何かを高速で投とう擲てきしたようだ。

　秋山先生は、やり遂げた、というような顔で。

「何だか、私の知り合いに凄く似ていたから、思わずやっちゃったんだけど、ごめんなさいね？　死んではいないと思うけど」

「……ああ、いえ、お気になさらず」

　アリスの方を見返すが、やはりピクリとも動かない。どうやら気絶しているらしい。まあ、私としても、アリスには黙っていて欲しかったところなので問題は何もない。




　仕切り直し。

「それでは、よろしくお願いします」

「ええ、こちらこそ」

　リビングの中央に置かれているちゃぶ台を囲んで、インタビューを始める。

　円香は、まるで勝手知ったる我が家のようにキッチンへ行くと、お茶の準備をしている。すっかり私がメインになってしまっている点は、もう諦めた。アリスは部屋の隅っこで気絶していることだし。結局、私がやるしかないのだ。

　緊張はするけれど、それでもこの貴重な機会、精一杯務めなければ。

「秋山忍、先生。覆ふく面めん作家……だったんですよね？」

「ええ、前まではね。アナタも来てくれたサイン会で表に顔を出してから、それを機に公表することにしたのよ。私は別にどちらでも良かったのだけど、書しよ林りん社しやの担当編集が、そろそろ顔を出していくべきです、みたいなことを言っていたから」

「担当編集というと……作家のパートナーとも言われる人ですよね。秋山先生ほどの作家となれば、編集者も一流で、立派な人でなければ務まらないでしょうね」

「一流……そう、一流よね。ある意味では」

　秋山先生は一瞬、とても嫌そうな表情を浮かべる。

「ある意味、とは？」

「いえ、実力と性格は決して比例しないというか……あのド変態、最近じゃ並の痛みじゃ満足出来ないって、ギリギリ死なないラインを攻めて来るから……いっそお望み通りに殺やってあげましょうか。どうせ嬉しそうに受け入れるに決まっているんだから。でも最期まであのドＭの笑顔を見届けるのは物凄く嫌だし、どうにか私が直接手を下さないままで上う手まいこと排除出来ないかしら。ああでも、あいつがいなくなると仕事に結構な支し障しようが出るのよね……何であいつ有能なのかしら。無能ならいいのに」

「……もういいです」

　何だか秋山先生の顔が、苦虫を六○匹ほどまとめて嚙み潰したようなものに変わって来たので、この話題を続けるのは止めようと思う。

「え、えっと、それじゃあ次の質問です。秋山先生にとって、一番大きな出会いとは、何だったのでしょうか？」

「出会い……」

　その瞬間。

　秋山先生の浮かべた表情を、何と表現すればいいのだろうか。

　喜び、悲しみ、怒りがない交ぜになった表情。

　そして後悔や、希望さえも感じさせるもの。

　到とう底てい、一言では表現出来ないような、複雑な表情だった。

　それは、秋山忍という作家に対して私が抱いていた印象を、一瞬で塗ぬり替かえるような、あまりにも人間的なもので。

「出会い、ね」

　そう呟いた声色は、何よりも儚はかなく、優しい。

「……確かに、私にとって、一つの大きな出会いがあったわ。あの出会いが、私を変えてくれた。あのまま、出会わずに生きた自分というものを想像出来ないくらいに、私は変わった。だけど、変わってしまったことを、決して後悔はしない。もう前の私に戻ることはないけれど、それでも、あの日、あの場所で出会えたことを良かったと、思う」

　秋山先生は、静かに目を閉じる。

　それ以上、深く聞くことは躊躇われる表情だった。

「……あ」

　言葉に詰まる。この人の奥底にある、何かしらの感情。それは決して、他人が簡単に触れていいものではないと、そう直感的に思ったから。

　それでも、今の表情を見られたことは、良かったのかもしれない。

　作家という存在に、僅かにでも近付けたと、そう思えたから。

　誰もが何かを抱えて生きていて、それは作家であっても例外ではない。

　それでも、その胸の奥に抱えたものを作品として昇しよう華かするのが、作家という存在なのかもしれないと、そんなことを不意に思った。

　それならば。今まで、考えたこともなかったけれど。私は……私の未来に、作家という道を一つ加えることも、出来るのかもしれない。それはまだ芽吹くこともない、小さな可能性だけど。それでも、信じ続けていれば、いつか実を結ぶことも、あるのだろう。

　普通の私が、到底普通とは言えない、作家という存在を目指す。

　それはきっと、険けわしく厳しい道行きで。

　しかし、だからといって、私が諦める理由にはならないのだ。




「私にとって作家とは……そうね、絆きずな、かしら」

　そう、秋山先生は最後の質問に答えてくれた。

　その、たった一言に、どれほどの想おもいが込められているのか、今の私には分からない。

　けれど、誰かと、誰かを繋ぐ、かけがえのない絆。それこそがきっと、秋山忍という作家の、一番大切な部分に息づいているものなのかもしれない。

「これで終わりかしら？」

「はい、ありがとうございました」

　そうして、インタビューは無事に終了した。

　七人の作家に話を聞く、と最初に言われた時には眩暈めまいもしたが、どうにかこうして七人分、しっかりと終わらせることが出来た。いやまさか、プロの作家が身近にこんなに沢山いるなんて思わなかった。

「あら、私の他にも、インタビューをして来たの？　映見以外にも？」

「あ、はい」

　今日出会った作家達の名前を告げると、秋山先生はこれまた微妙な表情。苦虫を二五○匹ほどまとめて嚙み潰したような表情を浮かべて。

「言っておくけど、今日会った奴らが作家の標準だとはくれぐれも思わないようにね」

「……はい、気を付けます」

　自分で言っておいてなんだけど、何に気を付ければいいのだろうか。

「作家なんて皆、多かれ少なかれどうかしている連中ばかりだということを覚えておきなさい。今後、突然作家に襲われることがあっても、冷静に対処するのよ。『シメキリシメキリシメキリ』と唱となえれば逃げて行くから」

「は、はい」

　いや、作家って、そんな都市伝説みたいな扱いをされるものなのか。聞けば聞くほど、作家像が分からなくなっていくんだけど。

「あ、あの、本日は、ありがとうございました！」

　このままだと私の中の常識がますます揺らぎそうなので、早めに退散することにする。

　無事にインタビューは終わったが、これからこの内容を基に記事を作らないといけない。言わば、ここからが本番……あれ、何で結局私が一番熱心になっているのだろう。名誉委員の負担、ちょっと大き過ぎやしないか。委員長は未いまだに気絶してるし。

「じゃあ、円香、行こうか」

　白目を剝むいたアリスを引ひき摺ずりつつ、お茶を片付けている円香に声を掛ける。

「あ、ごめんね奈央ちゃん。あの……ちょっと、待っていてくれるかな」

「ん、どうして？」

　私の質問に、円香は視線を落とし、小さな声で答える。

「……お参り、かな」

　そう呟いた円香は、ひどく儚げに見えた。


　　　　　　　　



　円香と共に、秋山先生に案内されたのは、リビングの隅に置かれていた仏ぶつ壇だんだった。

　小さなその仏壇の壇上には、花瓶に生けられた白い花と並んで、小さな箱らしきものが置かれている。小さめのタッパーくらいのサイズだろうか。仏壇は綺き麗れいに手入れをされており、毎日しっかりと掃そう除じされていることが分かる。

　この部屋の中に似つかわしくない仏壇。円香がお参りしたいということは、何か円香にも関係のある仏壇なのだろうか。いや、だとしても、円香とは血縁でも何でもない筈の、秋山先生の部屋に置かれている理由は何なのか。

「円香、これは……？」

「私が大好きだった……でも、もう二度と会えない……そんな存在、かな」

　円香の沈んだ声に、ふと思い出す。

　そうだ、聞いたことがある。円香には、二歳年の離れた兄がいたということを。

　その兄はこの新稲葉に一人で住んでいた。しかし、私や円香が中学三年生の頃の夏、とある事件に巻き込まれて、命を失うことになってしまったのだ。

　ならば、この仏壇は、まさか……。

　立ち尽くす私の前、円香はその場に正座して、線香をあげる。

「もう、どれくらいになるのかな？」

「……そうね、生きている時は、嫌という程に存在感があったけれど。それでも、亡なくしてみれば、あっという間だったような気がするわね」

　円香の呟きに応えたのは、秋山先生。彼女もまだ、膝ひざをついて、仏壇に手を合わせる。

　この仏壇の主……その人物に、秋山先生も何か、関係があったのか。こうして、自宅に仏壇を供える程の関係が。そしてそれは、円香が秋山忍という作家と、こうして家を訪れる程に親しいということにも、繋がっているのか。

　何かが、過去にあったのだ。

　円香と、この仏壇の主、そして秋山先生を繋げる、何かが。

　混乱する私を置いて、円香は手を合わせたまま、ポツリと呟く。

「幸せ、だったのかな？」

「さあ、私は人間だから、その気持ちは分からないわ。でも、その生き様は、無駄じゃなかった。自分の精一杯を貫き通したのだから、幸せだったんじゃないかしら」

「そうだと、いいな。あんなことになっちゃったけど、それでも、生まれて来て、生きたことは、絶対に無駄じゃなかったって、そう言ってあげられるのかな」

　円香の声には、どこか涙が混じっているように聞こえて。

「ええ、私が保証する。きっと、最期の瞬間まで、笑っていたわ。それに、失われたものの遺い志しは、アナタがしっかりと繋いで行くんでしょう？」

「うん、私、頑張ります。もっともっと努力して、そしていつか、もう一度出会った時に、恥ずかしくないような生き方を、見せられるように」

「そうね、きっと、それを望んでいるでしょう」

　秋山忍と春海円香。二人の会話。

　それは、同じ感情を共有した二人の間でのみ通じるもの。

　失われたものの為に、祈いのる想い。

　他人である私が踏み込める領りよう域いきではない。

　だけど、せめて手を合わせて、祈りを捧ささげる。

「奈央ちゃん、ありがとう」

「……うん」

　きっと私が出会ったことのない、誰かに対して。

　今、円香の傍にいる者として、私が見守っていくから大丈夫だって。

　そんな想いを込めて、届けと祈った。




「そろそろ、行くね」

「……もう良いの？」

「うん、ずっとここにいると、寂しくなっちゃうから」

　円香が立ち上がる。その顔には、先程までの沈んだ様子はない。いつも通りの、快かい活かつな春海円香の姿がそこにはあった。良かった、やっぱりその表情が一番似に合あう。

　円香は、仏壇に向けて小さく手を振ってリビングの外へと歩き出す。

　そして、リビングを出ようとするその直前、柔らかく微笑んで。




「それじゃあ、またね。私の大好きだった…………………………………………カレー」

　カレーとか言い残しやがったのである。




「ってカレー!?」

『ワン!!』

　瞬間、私のツッコミと、そしていつの間にか現れていたミニチュアダックスフンドの鳴き声がシンクロして、リビングの中に響き渡る。

「ちょっ、ちょっと待って!?　カレーってどういうこと!?」

『ワンッ！』

「え？　この間、夏なつ野のさんに手伝ってもらって、カレーを作ったんだけどね」

　しかし円香は、ケロッとした表情で答える。

「いつもと同じじゃつまらないから、ちょっと冒ぼう険けんして、普段はあんまり使わない材料を使ってみたの。人にん参じんとか、ジャガイモとか、玉ねぎとか」

「それ全然冒険してない普通の食材だよ！　むしろ普段から使って欲しい奴だよ！」

『キャンッ!!』

「そうしたら、凄く美味しいカレーが完成したんだけどね。何故か食べようとする直前に、爆発四散しちゃって」

「ＷＨＹ？」

『ワン？』

「うん、折角上手く出来たのに、残念なことになっちゃって。だからカレーを悼いたんで、仏壇にお供えしてみたんだよ」

「……ちょっと待って。どこからツッコめばいいのか考えるから」

『……ワウン』

　それ、私の知っているカレーと違うよ。だってカレーは爆発しないもの。

　というか、円香はカレーに向けて拝おがんでいたのか。てっきり、もっと深刻な話だと思っていた。だってまさか、カレーに対して、あんなに真剣な顔をして拝むとは思わないじゃないか。何だか、秋山先生も話に乗っかっていたし。ツッコミに要した労力を返して欲しい。味方がいないじゃないか。

「…………ん？」

　あれ、ちょっと待って欲しい。

　脳裏に浮かび上がる光景、そして聞こえてきた音に違い和わ感かんを覚える。私の、円香に対するツッコミにシンクロして響き渡った音。そして今、私が何か言う度、追つい従じゆうするかのようにして聞こえたもの、それは犬の鳴き声で。

「……犬？」

　鳴き声のした方、リビング中央におかれている畳たたみの方を見れば、いつの間にかそこには茶色と黒のミニチュアダックスフンドがいて。しかも、『しまった!?』みたいな顔でこちらを見ている。

「……さっき、この犬、ツッコミを入れてなかった？」

　私の気のせいじゃなければ、円香のカレー宣言に対し、明らかに私と同じタイミングで吠ほえていた。しかもその鳴き声は、神しん妙みような様子の円香に対して、『いやカレーを悼んでいたのかよ!!』と言っているようにも感じられて。

「……いやまさか、犬がツッコミを入れる筈なんてないよな」

　いくら何でも気のせいだろう、と視線を向けると、そのミニチュアダックスフンドは、私の視線から逃げるように顔を背ける。どうしよう、これ、怪し過ぎるんだけど。

「そこの犬」

『ワン』

「……いや、ワンって」

　私の言葉に、明らかに反応している。ほら今も、『つい返事しちゃった!?』みたいな顔をしている気がする。

　この犬、何だか、怪しい。まさか、ツッコミを入れられずに無念の死を遂げてしまった霊が、今度こそツッコミを入れなくてはという使命に駆かられて、冥めい界かいから抜け出し、犬の身体に乗り移ったとか、そういう犬なんじゃないのか。

「いや、突然何を言っているんだろう、私」

　死んだ者が蘇よみがえることなんて、そもそも有り得ないし。

　それに、もし蘇るというのなら、きっとツッコミが入れられなかったというようなふざけた未み練れんではないだろう。それは、もっと切実で真しん摯しな願いの結果によるものである筈。死んでもなお、この世にしがみ付く、強い想いの結果として叶かなう奇跡。

　本当に、荒こう唐とう無む稽けいなことだけど。もしも世界に、まだまだ知られていないことがあるのなら。僅かな可能性の果てに、そんな奇跡が起こることだってあるのかもしれない。

「まあ、普通の私には、何も関係ないけどさ」

『ワン』

「うん、そういうことも、偶たまにはあってもいいんじゃないかな」

『ワン』

「出来れば、そういうのは私の関係ないところでやって欲しいものだけど。私は、毎日を普通に生きるのに忙しいし」

『ワンワン』

「全く、何でこんなことを犬に言わないといけないんだろ」

『ワンワンワンワン』

　何やら、私の言葉に頷くように吠えるミニチュアダックスフンド。

　その小さな瞳から向けられる視線が、微妙に同情を含んでいるように見えるのは、きっと私が疲れているからだろう。犬から同情を向けられる理由なんて私にはないのだから。っていうか、そんなことになったら、さすがに人として駄目だと思う。












　と、円香が犬を抱き上げる。

「あれ、奈央ちゃんも仲良くなったの？」

「いや、仲良くなったというか、若干引っ掛かる点が……」

　そんな台詞は、途中で掻かき消きえる。

　それは、円香が犬を抱き上げ、顔を近付けているその姿に、言葉を失ったからだ。切なく、何かを求めるような、その姿に。

「どこに行ってたの？　会いたかったんだよ、和かず兄にい」

　円香が、犬に向けて呼びかける名前。

　和兄。

　聞いたことがある。それは確か、円香の死んだ兄の名前。

「あ、和兄。この娘はね、陸奥田奈央ちゃん、話したことあるよね？　私の親友。あっちの方で気絶しているのは、アリスちゃん。向こうも親友だよ」

　犬を、兄の名前で呼ぶ円香。

　そこには、どんな意図が込められているのだろう。当然、犬が兄である筈もない。そのことは、円香も当然承しよう知ちしている筈だ。それでは、あの犬を見つめる時の悲しげな姿は一体何なのか。まさか、もういない兄を、犬の向こうに見ているというのか。

　円香は、目の前の犬に向けてゆっくりと話し始める。

「最近ね、ようやく、『大罪シリーズ』をもう一度読んでみようって、そう思ったの。前に読んだときは、それどころじゃなかったし。完結したから、良い機会だと思って」

『…………』

　犬は、答えない。しかし、その瞳は真っ直ぐに円香を見つめている。何もかも受け止めると、そう言わんばかりに。

　秋山先生も、少し離れたところで円香のことを見つめている。その視線は、円香のことを想い、見守ってくれているようで。

「あの『大罪シリーズ』って、凄く難しくって、読むのが大変だけど。それでも、ちょっとずつでも、読んでいるの。それが、和兄の辿って来た道、そのものだから。私もその道を進んで、そうしていつか、見てみたい。和兄が見た風景を」

『…………』

「夏野さんに聞いたりして……作者に直接聞きながら読めるのって幸せだよね。それでもやっぱり難しくて。どうやって読んで行けば良いのか、誰か『大罪シリーズ』の攻略法とか、教えてくれないかな」

『ワンワン！』

　円香の言葉に反応したのか、犬が吠える。まるで『俺に聞けよ！』とでも言いたげな吠え方だ。

「でもね、これがあるから。大丈夫かな」

　円香は、懐ふところから一冊のノートを取り出す。

「和兄が残した、読書のやり方ノート。この間、実家の私の部屋の、本棚の奥に隠してあるのを見つけたの。私が読書を続けていけばその時に見つかるように、和兄が残してくれたんだよね、きっと」

　ノートをペラペラとめくりながら、円香は嬉しそうに呟く。

「……何が、書いてあるんだ？」

「まだ最後まで読んでいないんだけど、色々。本の七罪だとか、おすすめの本だとか、そういうものが書いてあるの。今の私には理解出来ないこともあるけれど、これからゆっくり知って行けば良いよね。そんな未来を、和兄は、私に託たくしてくれたから」

「立派なお兄さんじゃないか」

「うん！　自じ慢まんの、お兄ちゃんだもん！」

　ノートと犬を胸に抱き、目を閉じる円香。その脳裏には、兄との思い出が去来しているのだろうか。浮かぶのは、今にも泣き出しそうな笑みで、しかし涙は見せない。

「大丈夫だよ、和兄。私は、大丈夫。和兄がいなくなっても、それでも私には大切な友達がいるし、夏野さん達もいるし、もっと沢山、助けてくれる人がいる。だから、安心して、見守っていてね」

　円香は、笑顔のままで、未来を見据える。

　本当に、強い子だ。




「それでは、今日はありがとうございました」

「ええ、記事が出来たら、見せて頂ちよう戴だいね」

　秋山先生に見送られて、玄関先。

　すっかりお世せ話わになり、夕飯まで頂いてしまった。『つい張り切っちゃった』と満まん漢かん全ぜん席せきを出された時にはびっくりしたけれど、今日一日で普通の許容量を軽く超えてしまっていた私は、特にツッコミを入れることなく普通に頂きました。

　途中で円香が『私もカレー作るよ！』と言い出したので、私と秋山先生と、そして何故か犬とで必死で止めることになった。

　秋山先生も本気で止めていたところを見ると、先生も円香のカレー被害者の会の一員なのだろう。うん、カレーはあのまま成仏させてあげたらいいんじゃないか。

「はい、お邪魔しました。ほら、円香も、行くよ」

「そうだね、ちゃんとカレーの供く養ようも出来たし、もう大丈夫だよ！」

『ワンッ!!』

「えっと、良かったな」

「うん……あれ？」

「どうしたんだ？」

　円香の足が止まる。その顔には、驚きが浮かんでいた。

　視線の先にいるのは、黒と茶色のダックスフンド。

　兄と呼んだ犬のことを、円香はじっと見つめていて。




「分からない。でも、何だろう。何だか、とっても懐かしい声が……聞こえた、ような」




　私には、犬が一声吠えただけのように聞こえたけれど。

　でも、円香にとっては、別の何かが聞こえたのかもしれない。

　それはきっと、円香にとって、大切なものだろうと思う。

　だって。

「それじゃあ、お邪魔しました！　また来ますね！」

　靴くつを履いて、外に飛び出していく円香の顔が。

　これ以上ない程の笑みと希望で、満たされていたのだから。


　　　　　　　　



　秋山先生のマンションを出て。

　円香と二人並び、新稲葉駅までの道を歩く。

「ねえ、奈央ちゃん」

「ん？」

「今日はありがとうね！」

「……何が？」

「何でもだよ。ありがとう！」

「何のことか分からないけど。それを言うならこちらこそだよ。おかげで、秋山先生にまた会うことが出来たんだから」

　それに、作家達のインタビューも無事集まった。後はこれをまとめて記事にすれば全て終了……まあ、多分、ここからが一番大変なんだと思うけど。

「でも、何か忘れているような気がするんだよな……」

「うん、実は私もなんだけど、何だろうね？」

　何だろう。何かを忘れているような気がしてならない。

「まあ、忘れるくらいだから、別に大したものじゃないんだろうけどさ」

「そうだね、気にしない気にしない」

「はあ、とにかく疲れたよ。早く寮に帰って休みたいな」

「そういう時には、カレーだよ!!」

「もうお腹なかいっぱいだよ。さあ、早く帰ろう」

「うん！」

　大きく伸びをして、夜空に目を向ける。

　月と星とが輝く夜。

　一つ一つの光が、可能性。

　私の未来は、どこまでも果てしなく、広がっている。

　髪を撫なでて行く風に、そっと振り返れば。

　空に向かい、私達の行く先を祝福するかのように、新しい道が見えた。

　そんな、気がした。


　　　　　　　　



「ちょっと！　目覚めたらナオもマドカもいなくなっているし、外はすっかり夜だし、私は悪の秘密結社の基地に囚とらわれたままって、これどういうことなの!?　私こと空戸アリシア史上、最大のピンチって感じじゃない！　天は我を見離しちゃったの!?」

『おい夏野、これどうするんだよ』

「つい縛しばっちゃったけど、どうしようかしらね。にしてもこの娘、どこかの誰かに非常に良く似ていて、ちょっぴり不ふ愉ゆ快かいなのよね」

『ああ、凄く似ているんだよな……誰とは言わないけどさ』

「似ているというだけで私の中の嗜し虐ぎやく心しんが膨ふくらむんだけど、どうしましょうか」

『果たしてお前の中の嗜虐心が収まっていたことがあったのか……？』

「ほら、それはいつもアナタにぶつけているから」

『知ってるよ！　ぶつけられる側だもん！』

「とにかく、もう時間も遅いし、今から円香達に返しに行く訳にもいかないわ」

『うげ。じゃあ、今日はこのまま置いておくのか？』

「それしかないようね。外に放り出す訳にもいかないし……」

「何なのよ！　そうか、これは私という稀代の才能が直面した危機ね!?　これくらいの試し練れん、軽く突破しないと、ムービースターにはなれないと、そういうことなのね？　良いわよ、やってやろうじゃないの！　にっくき悪の枢軸に対して、決死の覚悟で戦いを挑む美少女純情可か憐れん名探偵・空戸アリシア様の活躍、ハリウッドからボリウッドまで熱狂間違いなしだもの!!」

「……さて、朝まで私の忍耐が持つと思う？」

『多分持たないと思うけど、出来るだけ頑張ってみてはくれないか。流石に、円香の親友を惨さん劇げきに巻き込むのは、ちょっと』

「親友と言えば、アナタ、さっきあの陸奥田さんと、何かを話していなかったかしら」

『話すって、通じないだろ俺の言葉。犬なんだからさ。ただ、まあ何というか』

「何よ？」

『あの娘、俺と同じ苦労をしているような、そんな気がしたんだよ。絶対、周囲にツッコミを入れる日々に苦労しているよ。だって円香の近くにいたら、多分ツッコミ過か多たになるし。しかも今日は一日新稲葉を回っていたんだろ？　大変だったと思うぞ？』

「まあ確かに、新稲葉は変態達の街。変態達の原産地だものね」

『……お前、自分が住んでいる街に対して、もうちょっと言い方ってものがあるんじゃないのか？』

「あら、新稲葉に変なのが多いのは事実じゃない。アフロに筋肉にドジッ子店長に、ドＭにアイドルにシスコンガラスにソルジャーメイド、最近は駄だ嬢じよう様さま達も住み着いたみたいだし。きっと、まだ見ぬ変態達もいるに違いないわ」

『後半はお前がいるせいで集まって来た連中なんじゃないのかよ。どんどん変なのが増えてきて。本当、この街はどうなっていくんだ』

「きっと、変態には住みやすい街なのね」

『勿論、お前も含ふくめてな』

「ええ、アナタも含めてね。というかアナタ、街の行く末を心配するより、自分の心配をした方が良いんじゃないの？　具体的には、首と胴体の行く末を」

『な、何がだよ！　別に変なことはしてないだろ!?』

「私以外の女と仲良さ気にしていたのが気に食わないので、ちょっと斬ってみようと思うんだけど、準備は良いわね？」

『どう準備しろと!?』

「さあ？　もういい加減斬られ続けて二年も経たつんだから、自分で考えなさいよ」

『何でそんな他人事みたいに言うの!?　お前こそ、もう二年も斬り続けているんだから、そろそろ飽あきてくれよ！　心境の変化とかで髪を切っていたから、少しは柔らかくなるかと思ったのに。全然変わらないじゃないか!!』

「はぁ？　誰の胸が柔らかくならないですってぇ？」

『そういうところが変わってないって言ってるんだよ!!』

「そうね、そうそう人間は変わるものじゃない……この私の、嗜虐心も」

『それは変わって欲しかったな！』

「無理ね。それじゃあお仕置きナンバー一○八、張り切って行くわよ!!」

『たすけてぇぇぇ！！！』

「くっ、可か愛わいい犬が酷い目に遭おうとしているのに、私の身体は言うことを聞かないじゃない！　でも安心してね可愛い犬、あなたの犠ぎ牲せいは決して無駄にはしないから！　いつか必ず、具体的には二○年以内に、何とかしてあげるから！　この極大名探偵、空戸・Ｌ・アリシア！　Ｌの名を受け継ぐものとして絶対に！　よし、という感じで決意と決めポーズも決めたから、そろそろ誰か私を助けてくれてもいいわよ！　むしろ今がチャンス！　さあ、早く助けに来なさい！　マドカ！　ナオ！　早く!!」








終わり




















　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。




　勿もち論ろんそんなことは、今更誰かに言われずとも分かっている。

　忘れる筈はずがなく、忘れようもなく、忘れられる筈もない。

　本こそが、俺を構成する心にして魂たましい。

　この生しよう涯がいは、本を読むことに費ついやされて。

　そしてきっと、本のみに死す。

　本に寄より添そったその生き方こそが、春海和人の在り方なのだから。




　俺の通う東ひがし川かわ高校からの下校途中。

　電車のドアが開くのと同時、俺は新しん稲いな葉ば駅の階段を駆け下りる。

　急いで下りたせいでずり落ちそうになったメガネを直し、通つう学がく鞄かばんに手を突っ込んで財さい布ふを取り出しながら、南口を出てすぐにある本ほん田だ書店に駆け込む。

「やあ春海君、いらっしゃい」

　小こ気き味みの良い鈴の音と共に奥から現れるのは、店主であるオッチャンの柔和な笑顔。

　俺は、オッチャンに軽く挨あい拶さつを返すと、新刊コーナーに積まれている本に手を伸ばす。

　購入するのは、勿論本日発売された全すべての新刊。官能を刺激して来るような表紙に、思わず舌なめずりをしそうになってしまう。

　実家からの仕送りは入金されたばかり。いつもより温かい財布の中身を解放すると共に、ポイントカードをオッチャンに渡す。

　一○○○円の購入金額毎ごとに一つ捺なつ印いんされる本田書店のスタンプカード。

　おっちょこちょいなオッチャンは押し間違えることがしばしばあり、しっかり確認しておかないといけない。押し忘れるぐらいならまだいいのだけど、まれに調子に乗って押し過ぎることもある。一利用者としては、サービス精神溢あふれる書店だと思わなくはないけれど、一友人としては、押し過ぎる度たびに奥さんからしばかれている姿は見るに堪たえないものがある。

　奥さんにしばかれても、オッチャンはエヘエヘ喜んでいるように見えるのだけど、ハッキリ言って理解出来ない。俺にはそんな、他人からしばかれて喜ぶような趣味はない。だって痛いのは嫌だし、まかり間違ってそんなことが日常化するようなことがあったら、それはもうお終しまいでしょう。俺は絶対にそんな風にはならないぞ！　何があっても！

　いや、オッチャンのことはいい。大切なのは本だ。

　胸一杯の本を抱えて、本田書店を出る。

　目の前に拡ひろがるのは、俺の住む街、新稲葉だ。




　新稲葉。

　私鉄Ｓ線の各駅停車と快速電車の停車する、この街。

　岡山に引っ越した家族の下を離れ、俺は今、この街で一人暮らしをしている。

　それは全て、本の為ため。

　どこよりも早く本を手に入れる為。

　自分の本を集めておける場所を確保する為。

　その為に、俺はわざわざ自分の学力以上の難なん関かん高校を受験し、反対する両親や、妹や、猫を説とき伏ふせて、この新稲葉での一人暮らしを開始したのである。

　更に幸運なことに、アパートの管理人の責務を引き受けるのと引き替えに、自室以外の使用も許されることとなった。本当、この素す晴ばらしい巡り合わせに感謝する。正直、獣耳を付けた弁べん護ご士しの大家さんが現れた時はどうしようかと思ったけど。もし将来、俺が本の買い過ぎで訴えられるようなことがあったら、弁護を頼むとしよう。

　そうして本のすぐ傍そばで、本と共に生活する毎日。

　もう、毎日が楽しくて仕方がない。

　何しろ、家に帰れば、ひたすらに本を収集した、自分だけの楽園が待っているのだ。

　ついさっき購入した本達も、そんな楽園の一部に組み込まれる。

　ああ、本当に楽しみだ。

「……いや」

　だけど、その前に。

　いつもの行動……あるいは儀ぎ式しき。

　家に帰る前にちょっとだけ、寄り道をしよう。




　そうして向かうのもまた、いつもの場所。

　俺にとっての憩いこいの場、喫きつ茶さ清せい陽よう。

　メインのメニューである筈のコーヒーが、まるで泥のような味がして不ま味ずいという、致ち命めい的てきな欠点を抱えている喫茶店。しかし俺にとっては大切な、読書をするのに相応ふさわしいベストプレイスなのである。

　静かな店内で、誰にも邪じや魔まされずに本を読む。

　それこそが、俺にとっての至福の時間。

　その時間の為ならば、どんなに不味いコーヒーであろうとも、何も問題はない。喫茶店のマスターはやけに不ぶ愛あい想そうで、コーヒーを淹いれる時以外は笑顔も見せず、何を考えているのか分からないけど、それも別に気にならない。

　そう、全ては本の為。

　穏やかで豊かな、読書の為。

　それこそが、春海和人の生き様で、生いき甲が斐いなのだ。

　本があれば、他には何も要いらない。

　厄やつ介かいなイベントも、余計なキャラクターも、必要ない。

　ただ目の前にある本。

　それだけがあれば、満ち足りる。

　本を読めるのならば、たとえ死んだって構わない。

　死んでも、あの世で本が読めるのならば、俺にとっては何も変わらないのだ。




　だから、今日もこうして本を抱えて喫茶清陽に向かう。

　夏も近いこの時期、少し歩いただけで汗が滲にじみそうになる。

　もうすぐ喫茶店に着こうかというその時。

「……何だ!?」

　思わず立ち止まる。

　喫茶清陽の前に、何だか様子のおかしい男が立っている。

　全体的に薄汚れた格好で、ガッチリとした体型の男。くたびれたような様子で、しかしその目だけは爛らん々らんと輝いている。妙な薬でもやっているのではないかと疑うたがわれそうな、いかにも厄介事ですと言わんばかりの、お近付きにはなりたくないタイプの人物だ。

　そんな男が、喫茶清陽の店先に立っている。まるで、店内の様子を窺うかがうように。

「ど、どうしよう」

　俺の素敵な読書生活に、立ちはだかるその人物。

　軽い会え釈しやくでもしながら、その横を通り抜けるのは簡単だ。しかしもしも、通りすがりに、何か因いん縁ねんでも付けられたらどうしよう。例えば、『貴様の手に持っている本を全て寄よ越こせ！』なんて言われたら、どうしたら良いのか。

　まあそりゃ抵抗しますけどね。

　俺から本を奪うばおうなんて、そんなことが許されると思っているのか!!

　もう死ぬ気で抵抗するしかない、滅めつ多たに出さない本気を出します!!

　具体的には、何とかお金で勘かん弁べんしてもらうようお願いしよう。うん、お金ならいいです。本さえ守れれば、お金くらいはいくらでも出しますよ、はい。本末転倒な気がしないでもないけれど。しかしこの手の中の本が何よりも大事なのだ!!

　脳内で、因縁を付けられた時の動きをシミュレーション。何か言われたら、即座に財布を差し出せる行動パターンを考える。あ、一応学生証とポイントカードは抜き取っておいた方が良いだろうか。




「……あれ？」

　しかし、そんなことを考える間に、不ふ審しんな男は喫茶店の前から去っていた。

　数メートル先、何かに怯おびえるようにして、路ろ地じ裏うらへと入っていく姿が見える。

「……？」

　一体何だったのだろうか。

　店内を窺っていたようだったけど、まさか、この店のお客だったりするのだろうか。あんな不味いコーヒーをわざわざ飲みに来るとは、変わった人もいるものである。無愛想な喫茶店のマスターに見られながら、不味いコーヒーを飲むなんて、普通に考えたらただの罰ばつゲームだ。俺みたいに、読書の為というような理由でもない限り考えられない。

　しかし、随ずい分ぶんと何かに追い込まれたような、そんな様子だった。ちょっと落ち着いたらどうだろう。具体的には本を読むなどしてみたら、心が豊かになるに違いない。そう、本を読めば人間は進化出来るのだから。




　さて、障害となっていた人物はいなくなった。

　いなくなった理由は不明だけど、きっと本の神様が気を利きかせてくれたに違いない。

　だから安心して、いつものように店内に入るとしよう。

　今日もまた、繰くり返かえされる読書を行う為に。

　昨日と同じように、昨日と違う本を読む、そんな最高な時間の為に。




　そうして。

　店内へ入ろうとしたその瞬間。

　不意に、店内から一人の人物が出て来た。




「…………」

　しかし、俺はその人物に注意を払わない。

　たとえその人物が、稀き代たいの殺人鬼でも、偉い大だいなる聖人でも、あるいは現世に降りた神様であっても、俺の注意を引くには値あたいしない。何な故ぜなら今の俺の頭の中は、これから読もうとしている本のことで一杯だから。本以外の物が入り込む隙すきは、どこにもない。

　しかし。

　外から店内へ向かう、俺と。

　店内から外へ出る、その人物とが。

　すれ違った、その一瞬。

　俺に届いた、仄ほのかな香りが。

　本を読むことに支配されていた俺の意識を、一時だけ呼び覚ました。

「……ん？」

　その香りは、俺も良く知っているもの。

　いつだって近くにあって、毎日のように触ふれ合あっている、そんな身近な香り。

　それは、本に刻み込まれた、インクの香りだった。

　すれ違ったその人物は、不ふ思し議ぎなことに、インクの香りを身に纏まとっていた。

　まるで、その存在自体が一冊の本であるかのような。

　本の妖よう精せいだなんて、そんな意味不明のことを考えてしまうような。

　濃のう厚こうな、しかし俺でなければ気付かないような。

　そんな雰ふん囲い気きを持っている誰かが、そこにいたのだ。




　振り返る。

　たった今すれ違った誰かの、その後ろ姿だけでも見えないかと、頭を動かして。

　そうして視界の端に見えたのは、ただ黒色。

　長い黒くろ髪かみを靡なびかせて。

　上から下まで黒一色の衣装。

　まるで夜のような、そんな人影で。

　僅わずかに、刃音のようなものが聞こえたような気がした。

　静かな佇たたずまいからすれば、それは何だか不釣り合いな音色で。

　しかし、それが妙にしっくり来るような気すらしてしまう。




　その夜のような人物は、新稲葉駅の方へと向かって行った。

　しかし、それを追いかける理由はない。

　何故なら、今俺の手の中には、これから読まれることを待っている本達がいるのだから。そしてこれから、その本達と、充実した時間を過ごすのだから。

　だから、ただ、少し気になっただけ。

　本の香りと、そう呼べるようなものを纏っている、その誰かのことを。

　それは。

　いつも本のことばかり考えている。

　いや、本のことしか考えていない俺にしては珍めずらしい。

　見知らぬ誰かのことを想おもう、そんな一瞬だった。




　古ぼけた扉を開き、喫茶清陽へと入る。

　ただ一言、『コーヒー』とだけ注文を告げて、俺はいつもの席に着いた。




　季節は夏。

　暑い夏が、これから始まろうとしている。




　春海和人は読書バカである。

　本を読むことこそが、この世の全てだというように。

　本を読むことこそが、自身の存在意義だというように。

　ただひたすらに、本の世界へと没ぼつ頭とうしていく。

　本と共に、生きていく。




　春海和人は今日も本を読む。

　このまま続いて行く日々の先に何があるのか。

　今はまだ、何も知らないままで。




　それでは、本の話をしよう。















あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけです。この度たびは『犬とハサミは使いよう　Ｄｏｇ Ｅａｒｓ ４』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんで頂けたなら、完結したと思っていたシリーズの続きを書店でひょっこり見つけた時ぐらい嬉うれしいです。

　本書は、ファミ通文庫様の公式サイトに掲けい載さいさせて頂いた短編二篇に、書き下ろし三篇を加えた、計五篇の短編小説から構成されております。さて、早速ではありますが、短編集恒例の作者コメントを始めさせて頂きます。中にはネタバレが含まれるものもあるので、本文を読んだ後にお読み頂くことを強くお勧すすめ致します。ネタバレ死すべし。

　それではどうぞ。




【据すえ膳ぜん食わぬは犬の恥】

　更：春はる海み達が姫ひめ萩はぎ家に味み噌そを届けに行くお話。よく考えると紅葉もみじは、春海を『犬』として考えた時の謎なぞに、作中で初めて疑問を持ったキャラかもしれません。皆が思いきりスルーしてるところを、知識と体験を元に知ろうとする紅葉は、実はかなりマトモな思考の持ち主なのではないでしょうか。いやマトモじゃないか、ミサイルとか撃うつし。

　伊：紅葉が活かつ躍やくする話を書こうとした気がしますが、実はそんなに活躍していないような気もします。むしろカラスとメイドのインパクトに持って行かれた感があるような。主人より目立つとか許されないですよね。自主的に切腹とかしそうな連中ですけども。




【犬の道は犬】

　更：本ほん田だ家と山やま田だ家の姉妹のお話。ちなみに、『犬ハサ』内にはかなりの数の妹が登場します。夏なつ野のと鈴すず菜なには姉、円まど香かには兄がいる為ため、シリーズ序じよ盤ばんのメイン女性キャラはもう全員が妹です。何か深い意味がある訳ではありません、ただの趣しゆ味みです。

　伊：幼女回。今まで散々幼女と呼んで来ましたが、良く考えたら弥生やよいくらいの年齢だと別に幼女って程でもないような気も。何て呼ぶんでしょう？　小学校低学年女児？　駄目だ、違い法ほう性せいが増すだけだこれ。そして、唯一の真人間だった桜さくらさんがついに陥かん落らくしました。新しん稲いな葉ばに住む人間は皆どうかなってしまう呪のろいに掛かっているような気がします。一応、新稲葉はモデルの街が存在するのですが、最後まで扱いが酷ひどいままでしたね。




【抜けば犬散る氷の刃】

　更：ハサ次郎と、円香カレーのお話。ハサミのエピソードはいつか絶対にやらなくてはと思っていたのですが、まさかこんな事になってしまうとは。ちなみに、カレーは夏野さんの手によって無事退たい治じされました。カレーも斬きれるハサミ、それがハサ次郎です。

　伊：短編集もクライマックスということで、春海と夏野の二人で話を回す最初のスタイルに立ち戻ってみよう、との考えから書いたお話。変なアイテム登場→春海が酷ひどい目に遭あう、という、実に完成されたストーリーラインだと思います。




【立つ犬跡を濁にごさず】

　更：本編終了一年後の、ある夏の日のお話。新たな道を歩き出したり、全く変わってなかったりするキャラクター達のバカ騒ぎはこれからも続いて行きます。夏野さんの髪かみ、実は一○巻の時点で切る案もありました。ですが、やはり本編ラストは今までの夏野らしく、ということで見送り、代わりにここで切ることに。短いのも可か愛わいいですよね。

　伊：一○巻の後日談に当たるお話。全すべての話の中で、最新の時系列に置かれます。物語自体には一つの区切りがつきましたが、その後も皆は適当に色々とやっていきます。年月を経て、それぞれのキャラの中で変わったり変わらなかったりする部分があったとしても、根本にある想おもいはいつまでも変わらないんじゃないかと、そんな風に思います。




【犬とハサミは使いよう　Ｚｅｒｏ　Ｙｅａｒｓ】

　更：春海和かず人ひとのお話。人間バージョンは、『犬とハサミは使いよう３』以来、実に三年半ぶりの登場、超久し振りです。楽しそうに喫きつ茶さ店てんに駆け込んで行く人間春海和人。この時はまさか、あんな事になるとは思いもしなかったのです……。

　伊：本編開始前の春海の日常。この短編が一巻冒頭に繋つながることで、『犬ハサ』という物語全体が円えん環かん構造を形成するという仕掛けになっています。だからどうしたって話なんですけど……何か格好良い気がしたからやってみました。反省はしていません。




　短編集も最後なんだから、いい加か減げん気の利きいたコメントが出来るようにはならないのでしょうか。誰だよ『余裕余裕、上シヤン海ハイでインタビューを受けた時もちゃんと答えられたじゃん』とか言ったやつ。

　俺だよ。




　以下、世界中の本の紙幅よりも厚い感謝を込めて、謝しや辞じを送らせて頂きます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。デザイナーのＯ様、Ｈ様。漫画家の大おお庭ば下か門もん様。少年エース編集部のＵ様、Ｈ様。アニメの制作スタッフの皆様。犬ハサ製作委員会の皆様。スマホ向けゲームを製作して下さったエヴァーレッド様。広州天聞角川の皆様。拙せつ作さくの製作・出版・流通・イベント・メディアミックス等に携たずさわって下さった全ての皆様。家族。友人達。コミックトレイン様。第一書林様、平安堂書店様、ときわ書房様。南海ブックス様。拙作を置いて頂いている全国の書店様。そして何より、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。

　本編一○冊に短編集四冊の計一四冊。皆様のお陰で、『犬とハサミは使いよう』というシリーズを書き続ける上でやりたかったことの全てをやりきることが出来ました。一作家として、これ以上ないほどに幸せな時間を過ごすことが出来たと思います。本当に本当にありがとうございました！




　さて、ラスト次巻予告。そろそろ『最終巻』の文字がゲシュタルト崩ほう壊かいを起こしつつあるような気がしますが、次が正しよう真しん正しよう銘めいのシリーズ最終巻です。

　外伝『犬とハサミは使いよう　ＡＮＯＴＨＥＲ』は二ヶ月後の三月末に発売予定。シリーズ最後にして、犬ハサ史上最大級に弾はじけたバカ騒ぎをお届けいたしますので、少しだけお待ち下さいませ。新作の方も着々と準備中ですよ。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。


二○一四年一二月某日　更伊俊介
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